

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　私立聖せい隷れい学がく園えん──明治に開校した、名家や大金持ちの子供ばかりが通う名門校だ。偏差値が高いだけでなく、運動部や文化部も並外れた成果をあげている。

　その生徒達を統すべる生徒会メンバーも、とうぜん傑けつ物ぶつばかり、なのだが……。

　一般の生徒たちは知らない。

　生徒会メンバー四人が少し前から、世界の命運を左右する攻防を繰り広げている事を。




「お嬢様、お下がりください」

　タキシード姿の少年──神かん薙なぎ一かず斗とは、黒髪の少女を後ろ手にかばった。

　少女の名は月つきヶが瀬せ桜おう華か。聖隷学園の生徒会会計であり、名家・月ヶ瀬家の令嬢でもある。

　月ヶ瀬家はホテル、飲食店、自動車、出版など数々の大企業を保有し、総資産は五百兆円を超える大財閥だ。

　一斗は桜華に仕える執事であり、生徒会副会長でもある。

　彼が警戒の視線を向けるのは、銀髪の美少女ネフィリア・クロウリー。

　彼女は生徒会長なのだが……今の格好は極きわめて扇せん情じよう的てき。高いヒールのニーハイブーツに、起伏に満ちた身体からだに密着したボンデージスーツ。首に巻いたチョーカーからは鎖が伸びているのが、背はい徳とく感かんを際きわ立だたせる。

　さらに異様なのは、頭から二本の角、背中からは漆しつ黒こくの翼、尻しりからは尻尾しつぽが飛び出していること……ネフィリアは月つきヶが瀬せ家を破滅させるため、魔界からやってきた悪魔なのだ。

　一かず斗とは、月ヶ瀬家の防衛に重要な役割を果たしている。

　ゆえにネフィリアは、彼へ狙いを定めているのだ。

「一斗よ、今日こそ貴様を我わが軍ぐん門もんに降くだらせてやる」

「やれるものなら、どうぞ」

「その強気がいつまで続くかな……出いでよ『悪徳ノ[image: ]ワイトウイツプ』！」

　ネフィリアが掲げた右手に、禍まが禍まがしい形の鞭むちが具現化した。

　軽く振るだけで風切り音が響きわたり、窓が揺れる。桜おう華かが小さく悲鳴をあげた。

　そして銀髪の悪魔は、嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべて『悪徳ノ[image: ]』を……

　両手で一斗に渡してきた。

　生徒会長の机に手をつき、大きめのお尻を突き出してくる。

「さ、さあ、ぶつがいい我われを！」

　ネフィリアはある事情から、一斗がドＳだと勘違いしているのだ。

「そして一斗よ、我の虜とりことなれ。さ、さすれば月ヶ瀬家の命運も尽きるであろう」

　涙声になり、長い脚もお尻も震えている。ネフィリアは悪魔だが純情極きわまりないのだ。

　そんな彼女に、桜華が怒りの声を浴びせる。

「なにをバカな。私の執事はそんな変な趣味を持っていないわ。ねえ一斗」

（その通り。僕は別にＳではない……だ、だが！）

　ここで否定するのは悪あく手しゆだ。

　そうすれば、ネフィリアは今度は違う方法で一斗を誘ゆう惑わくしてくるだろうからだ。

　それがドストライクだった場合、耐えられるかわからない。ネフィリアはそれほどに圧倒的な色気を持っているのだ。

　ゆえに若き執事は、こう嘘うそをついた。

「お嬢様……申し訳ありません。お尻を叩たたかずにはいられません」

「そんな!?」

　桜華が両りよう膝ひざをつく。

　敬愛する主あるじに変人と思われたことは苦しいが……これも月ヶ瀬家を守る為ため。

　一斗は『悪徳の[image: ]』で、ネフィリアのお尻をぺちぺち叩く。鞭から風が発生し、部屋の備品を吹き飛ばしていく。後で片付けねばならない。

「はぅうんっ、ンあああっ！」

　ネフィリアが海え老び反ぞりになり、羞しゆう恥ちに満ちた悲鳴をあげた。

　一かず斗とは歪ゆがんだ笑みを無む理り矢や理りつくり、頑張ってＳっぽい事を叫ぶ。

「ふふふ、ハハハハハ……！　ほ、本当に素晴らしい声で鳴かれますね。あなたこそ最高の肉にく太だい鼓こですよ！」

　肉太鼓がこちらを振り向いた。

　その瞳は潤うるみ、頬ほおは真っ赤だ。一斗の脳のう髄ずいが溶かされそうなほど色っぽい。

「ど、どうだ、我われが欲しくなってきただろう」

「欲し……」

　一斗は、しばらく溜ためたあと、

「……く、なりそう！」

「惜しい！」

　掌てのひらで机を叩たたき、悔しがるネフィリア。

　そんな人間と悪魔の攻防に、小柄な金髪少女が割って入った。純じゆん白ぱくのローブをまとう、とても可か憐れんな容姿。だが何より目を引くのは背中の白い翼と、頭上に浮く金の輪である。

　生徒会庶しよ務むであり、天使のユリエルだ。

　一斗のお腹なかに、ぎゅーっとしがみついてきて、

「一斗様、どうか正気に戻ってくださいまし！」

　最初から正気だったが、一斗はハッと我に返ったように周りを見回す。

「ぼ、僕はいったい」

「よかったですわ……」

　ユリエルは安あん堵どの息を吐いたあと、碧あおい瞳に非難を込めて見上げてくる。

「一斗様は、ドＳ──誰かをいじめる事が大好きなのですか？　神の僕しもべたるわたくしには理解できませんわ」

「まあ神話とか読むと、神も結構なＳっぷりだと思いますけどね……」

『ノアの方はこ舟ぶね』のエピソードでは、地上に大洪水を起こして生物を殺しまくっている。

「そんな事を仰おつしやるなんて、いけない御お方かた……でもそういう貴方あなたに籠ろう絡らくされたわたくしも、いけない天使ですわね」

　一斗の胸板に、ユリエルが額を押し当ててくる。

　するとお尻しりを突き出したままのネフィリアが、

「か、一斗……この姿勢で放っておかれるのも辛つらいのだが」

「そうですか。ではそのままの状態で二時間いてください」

「くっ、『放置ぷれい』という奴やつだな。さすがはドＳ一斗！」

　よし。強敵ネフィリアをしばらく封じることに成功した。これで今日は、月つきヶが瀬せ家の防衛に成功したと言っていいだろう。

　微かすかな満足感を覚えつつ、主あるじの桜おう華かを見つめる。彼女は一斗にくっついたユリエルを、引きはがそうとしていた。

「お嬢様、僕はこれからも頑張ります。あなたを守るために」

　桜おう華かが、ポッと頬ほおを染めた。

　おずおずと見上げてきて、

「あのね、私、あなたの事……」

　彼女が何かを言いかけたとき、ネフィリアとユリエルが声を張り上げた。

「桜華は一かず斗との事、男として何とも思っていないんだよな」

「ネフィリアの言う通りですわ。わたくしたち何度も聞きましたもの」

「……もう！　邪魔しないで！」

　そしてお嬢様は、悪魔、天使と賑にぎやかに話し始めた。

　仲が良いのか悪いのか分からない美少女三人を見て、一斗は思う。

（しかし、妙なことになったものだ）

　ネフィリアとユリエルがそれぞれ正体を現したのは最近のことで、それまでは普通に生徒会の仲間として接していた。

　二人の正体と目的を知ったときも、ショックだったが……それ以前にも、ある衝撃的な事件が起きていたのだ。

　脳のう裏りに、その光景がよぎる──。
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　神かん薙なぎ一かず斗とはマイセンのティーカップに紅茶を淹いれ、主あるじの桜おう華かに差し出した。茶ちや葉ばは、彼が調合したオリジナルブレンドである。

「お嬢様。北ほつ海かい道どうでのお仕事、お疲れ様でした」

「ええ、ありがとう」

　桜華はカップの取っ手を細い指でつまみ、口に運んだ。その仕草一つ一つが洗練されていて、美しい。

　まっすぐな黒髪と、気品に満ちた姿は平安時代の姫を思わせる。着ているのはブラウスとロングのプリーツスカートで、彼女の上品な容よう貌ぼうによく似合っていた。

　桜華の側そばにはもう一人、二十代前半の美女が立っている。

　御み山やま紫し鏡きよう──月つきヶが瀬せ家に数多くいる使用人の中でも最高位に立つ、桜華の専せん属ぞくメイドだ。

　身長は百七十センチ半なかばで、一斗と同じくらい。ゆったりしたエプロンドレスごしでも、その胸の大きさと色香に満ちた体がわかる。

　窓の外には、青空と雲うん海かい。

　フロアにゆったり配置された座席には、高級かつ洗練された装いの紳しん士し淑しゆく女じよが座る。

　ここは旅客機において最高級の客席──片道二百万円ほどのファーストクラス。一斗と紫鏡は、主である桜華の北海道出張に同行し、帰き途とについているのだ。

　桜華は紅茶を舌で転がしたあと、

「これは……ダージリン、キームン、ウバ。それに僅わずかなハイレンジ。身体からだに優しく染みわたる、見事なブレンドね一斗」

「恐れ入ります。少しお疲れかと思いまして」

「摩ま周しゆう湖こツキガセホテルの料理長、頑固だったものね……でも最後には良いメニューができて良かった」

　飛び抜けた味覚と料理の腕を持つ桜華は、月ヶ瀬グループが経営するホテルやレストランで、昨年度──高校一年生の時から特別顧問を務めている。

　非常に若く、しかもオーナー一族が送り込んでくる人物。

　とうぜん現場からは反発もあったが、桜華は結果を出す事で実力を認めさせてきた。

　桜華の傍かたわらに立つ紫鏡は、ファーストクラスの豪華な機内を見つめ、

「仕事でお疲れなのに、申し訳ありませんお嬢様……プライベートジェットが故障したので、こんなに安くて狭い席しかご用意することができず」

「構わないわ紫鏡。並の金持ちの生活を知るのも、月ヶ瀬家令嬢たる私のつとめ」

　凄すごい会話だ、と一斗は思った。

　月つきヶが瀬せ家で働いて五年。その超セレブぶりには今でも驚かされることが多い。

　一かず斗とは紫し鏡きようの冷たい瞳を見つめ、

「まあ確かに紫鏡さんからすれば、二百万円の席なんて安いでしょうね。なにしろ貴方あなたの年俸、二十億ですから」

「私なんか全然ですよ。『ワンビース』の作者さんの年収など三十億くらいだそうですし」

　並の人間は、己おのれと『ワンビース』の作者を比べないと思う。

　紫鏡は桜おう華かの椅子の後ろにまわり、肩かた揉もみを始めた。

　桜華はさらさらの黒髪を揺らしながら、恍こう惚こつの表情で、

「でもね一斗、いくらお金があっても幸せになれるとは限らないの。はああっ、気持ちいいっ……」

「恐れながら、全く説得力がございません」

　二百万の席に座り、年俸二十億のメイドに肩揉みされながら言われても。

「お嬢様、確かにお金が全てではありません。ですがお金がなければ人として生きる事もできないのです」

　一斗が苦い思いを込めて言うと、桜華は長いまつげを伏せた。

「……そうだったわね。御ご免めんなさい」

　五年前──一斗の父は投機に失敗し、莫ばく大だいな借金を残して蒸発した。

　それだけでも充分ロクデナシだが、『妻と子供達を置いて夜逃げしてみた』という動画をＵＰアツプして小こ金がねを稼いでいたので尚なお更さらである。

　残された一斗、妹、母は借金取りに追われる身となり、窮地に陥おちいった。

　それを救ってくれたのが、桜華である。

　有能な弁護士を用意して、違法金利で膨らんでいた借金の額を大幅に減らした。そして借金を肩代わりし、月ヶ瀬家で働いて返すことを一斗に勧めてくれたのだ。

「その御ご恩おん、僕は片かた時ときも忘れたことはございません」

　熱を込めて語る一斗だが、桜華は居い心地ごこち悪そうにうつむく。

「……でもね。実際に弁護士を用意したりしたのは、紫鏡。私は指示を出しただけだわ」

　紫鏡が、熟練のピアニストのようにマッサージを続けながら、

「いいのですよお嬢様。使用人の手柄は貴方の手柄──テレビのお天気お姉さんだって、気象予報士が立てた予報を『私が予報しました』的な顔で喋しやべっているではないですか」

「貴方あなたのたとえは、結構ブラックね……」

　桜華が柔らかく苦笑する。

　一斗はタキシードの胸元に掌てのひらを当てて、

「僕はお嬢様に救っていただかなければ、今も借金地獄に苦しんでいたでしょう。そして……」

　遠い目を、窓の外の青空に向ける。

「『大金持ちになって、親父おやじの頬ほおを札束で死ぬほど張り倒してやる』と思い、ひたすら努力していたでしょう」

「どん底でも、結構前向きなのね……」

　やられっぱなしでは終わらないのが、一かず斗とのモットーである。

　桜おう華かは桜色の唇に指を当て、品ひん良よくほほえんだ。

「ふふっ、一斗のそういう所、私すごく好きよ」

「えっ」

『すごく好き』という言葉に反応し、桜華の黒くろ真しん珠じゆのような瞳を見つめる。

　するとお嬢様は、先ほどの言葉を思い出すように虚こ空くうをみてから……耳まで真っ赤になった。

「す、すごく好きというのは、執事としてという意味！　くれぐれも勘違いしないこと！」

「勿もち論ろんです」

　一斗は頭を下げ、期待した己おのれを恥じる。




　この若き執事は、主あるじである月つきヶが瀬せ桜華を愛していたのだ。




（……だが、僕は執事にすぎない。この気持ちはずっと胸にしまっていよう）

　そう決意する一斗を横目に、紫し鏡きようが桜華の耳へ唇を寄せて、

「一流シェフと渡り合う度胸はあっても、相変わらず色恋にはヘタレでございますね」

「お、お黙りなさ──……」

　桜華が反論をやめた。

　なぜならファーストクラスとエコノミークラスを仕切るドアがいきなり開き、ＣＡキヤビンアテンダントが大きな足音を立てて飛び込んできたからだ。

　顔面蒼そう白はくで、どう見てもただごとではない。

「お、恐れ入ります！　お客様の中に──」

　この前置きからすると、ドクターコール……『お客様の中に、お医者様はいらっしゃいませんか』だろうか。

「お客様の中に、対テロ特殊部隊の方はいらっしゃいませんか！」

「対テロ特殊部隊!?」

　意外な発言に、桜華が声をあげた。他の乗客達もざわめく。

　一斗は紫鏡とうなずきあったあと、ＣＡのもとへ歩あゆみ寄った。

「よろしければ事情をお聞かせください。僕は執事です」

「し、執事って……」

「主あるじを守るため戦闘訓練は欠かしておりません。必ずお役に立てると思います」

　落ち着いた態度に頼りがいを感じたのか、ＣＡが説明をはじめる。

「実は……エコノミークラスのフロアに、テロリストが現れたのです」

「武器は持っていますか？」

「はい、拳銃を。先ほど実弾を発射──」

　その時ドアがふたたび開き、スーツを着た壮年男性が入ってきた。

「動くな」

　銃をあちこちに向ける。ファーストクラスのセレブたちは悲鳴をあげたり、椅子の陰に隠れたり、大混乱だ。

　だが月つきヶが瀬せ家の使用人二人は別である。

　紫し鏡きようは桜おう華かの盾となる位置に陣取り、一かず斗とは冷静にテロリストを観察する。

（銃はプラスチック製──なるほど、空港の金属探知機をくぐり抜けるために３Ｄプリンタで作ったのか）

　テロリストが叫んだ。

「この旅客機は……これより地上に降こう下かし、建物に突っ込む！　貴様らは私の大たい義ぎのための尊とうとい犠牲となるのだ。光栄に思うがいい」

　政治目的を持つテロだろうか。一斗はたずねる。

「一体どこへ突っ込むのですか。国会議事堂とか？」

「違うな」

　テロリストは、揺るぎない決意を込めて語る。

「私の好きなアイドルグループの、推おしメンの家だ……私はその女が総選挙で上位になれるよう、千枚以上ＣＤを買った。なのに選挙後に突然グループを卒業。できちゃった結婚を発表しおって」

　拳銃を持つ手が、怒りに震えている。

「だから私は誓った。『あいつの家に巨大旅客機で突っ込んでやる』とな」

「どう考えても、オーバーキルだと思いますが……」

　トラックか何かで突っ込んだ方が余よ程ほど確実だろう。どっちにしても、やってはダメだが。

「うるさい、黙って従わない者は死ね！」

　テロリストが銃口を向けてきた。

「一斗！」という桜華の絶ぜつ叫きよう。それを切り裂くように……発砲音が鳴り響いた。

　弾丸はまっすぐに一斗へ飛来してくる。時速数百キロを超えるであろうそれを──

　一斗はつまみ取った。

「……じゅ、銃弾を指で!?　なぜそんなことが!?」

「執事ですから」

　理由にもなっていない事を言いつつ、野球の投手のように振りかぶる。

「貴方あなたが何をしようと、僕の知ったことではありませんが──」

　弾丸を投とう擲てき。

　狙い通りにテロリストの眉み間けんに命中し、昏こん倒とうさせる。

「僕の愛するお嬢様を道連れにしようとしたのは、絶対に許せません」

　ファーストクラスの紳しん士し淑しゆく女じよから、大きな拍手と歓声が起こった。

　賞しよう賛さんの嵐のなかで、少年執事は決意を新たにする。

（お嬢様への愛は胸に秘め、守り続ける……これが僕の使命だ）

　そのとき脳のう裏りに、先ほど口走った台詞せりふがよみがえった。




『僕の愛するお嬢様を道連れにしようとしたのは、絶対に許せません』




（……ぜんぜん、胸に秘めてない!!）

　全身から冷や汗が出てくる。

（で、でも、お嬢様には聞かれていたとは限らないぞ）

　そう期待して主あるじをみると、

「か、かずと……そうだったの……」

　桜おう華かは頬ほおをぽーっと染め、ティーカップを取り落とす。完璧に聞かれていたようだ。

　もう後あと戻もどりはできない。

　神かん薙なぎ一かず斗とは意を決し……

　ラブコメ漫画のヘタレ主人公のようにウヤムヤにすることなく、こう叫んだ。

「お嬢様、僕の気持ちは先ほど述べた通り──僕は貴方をお慕したいしております!!」

　おおっ、と乗客がまたしても歓声をあげた。

　ＣＡがシャンパンの瓶を持ち、激しく振っている。告白が成功したら開けるつもりだろう。紫し鏡きようが備え付けの紙ナプキンをちぎっているのは、紙吹雪ふぶきにするためだろうか。

　フロア内の全員が注目する中、桜華は立ち上がり……

　腕組みし、黒髪をなびかせてそっぽをむいた。

「な、何を世よ迷まい言ごとを！　私は大財閥・月つきヶが瀬せ家の娘。使用人の貴方と釣り合うはずがないでしょう！」

「!!」

　よろめく一斗に、更なる追い打ちがかけられる。

「私とお付き合いしたいのなら、少なくても資産四百兆円は必要。それに……」

　一斗のライフが、ガンガン削られていく。

　そして意識が遠のいていき……立ったまま、気絶した。




　──それから五分後。

　ようやくお嬢様はこう言った。

「……と、本来なら言うところだけれど。どうしてもというなら、貴方あなたと付き合ってあげてもよろしくてよ！」

　しばしの沈黙のあと……。

　乗客たちは「え、今のＯＫということか？」とザワザワする。

　ＣＡは冷さめきった顔でシャンパンをあけた。瓶を振ってからしばらく間まがあいたので、コルクがぜんぜん飛ばない。

　そして紫し鏡きようは大量の紙吹雪ふぶきを、桜おう華かへぶっかけるように撒まいた。

「お嬢様。せっかく大たい願がん成じよう就じゆしたのに、なぜ無駄過ぎるツンデレを発揮するのですか」

「だ、だって……」

　桜華が紙吹雪まみれになりながら、一かず斗とを見つめ……ようやく彼が全く動いていない事に気づく。

「か、一斗はどうしたのかしら？」

「あれは……立ったまま気絶しているようですね」

「え!?　な、なるほど……私と恋人同士になれた喜びのせいね。一斗、一斗ーっ！」

　一斗のもとへ、桜華と紫鏡が駆け寄る。




　──この日、月つきヶが瀬せ桜華が無駄にツンツンしなければ。

　あるいは神かん薙なぎ一斗が気絶しなければ、二人の運命は大きく変わっていた筈はずであった。





　　　　▲






　神薙一斗が目を開けると、見慣れた天井が見えた。

（……帰ってきたのか）

　月ヶ瀬家の広大な屋敷の一角にある、一斗の部屋だ。ベッドに横になり、毛布をかけられている。

　部屋の広さは八畳じようほどで、本棚や机、トレーニング器具などが置かれている。どうやら機内で気を失った後、ここに運ばれたらしい。

　一斗は上体を起こし、額をおさえてため息をつく。

（僕は……失恋したのだな）

　墓まで持って行くつもりだった、主あるじへの気持ち──それを漏らしてしまい、玉ぎよく砕さいした。

　正確にいえばショックのあまり、返事の途中で気絶してしまったのだが……。




『な、何を世よ迷まい言ごとを！　私は大財閥・月つきヶが瀬せ家の娘。使用人の貴方あなたと釣り合うはずがないでしょう！　……私とお付き合いしたいのなら、少なくても資産四百兆円は必要……』




　こんな言葉を吐いたあと、ＯＫするなどまずありえない。

（お嬢様との信頼関係も、壊してしまった）

　一かず斗との邪よこしまな気持ちを知った桜おう華かは、距離をとろうとするだろう。それが寂しい。

　頭を抱えてうめいたとき、ドアが開かれた。

　見れば桜華が立っていて、こちらを呆ぼう然ぜんとみつめている。手にはタオルを持っていた。

「かずと……」と呟つぶやいたあと、黒くろ真しん珠じゆの瞳に涙を浮かべて、

「目が覚めたのね！　良かった」

　そしてあろうことか──一斗の胸に飛び込んできた。

「なかなか目を覚まさないから心配で。怖くて胸が張り裂けそうだった」

　桜華のしなやかな感触と、高貴な香りにドキドキしつつも、一斗は戸惑う。

　距離を置かれると思ったのに、この親密さはどういうわけか。

　続いて入ってきた紫し鏡きようが、微び笑しようを浮かべて、

「お嬢様ったら大騒ぎだったのですよ。『一斗が、一斗が死んでしまう!!』って。この屋敷に運び込んでからも、ずっと眠らず貴方の手を握っていたのです」

（お嬢様……!!）

　視界が涙でにじむ。

　一斗の邪な思いを知りながらも、桜華は親しん身みに看病してくれたのだ。なんて優しい主あるじであろうか。

「し、紫鏡、それは言わないで頂ちよう戴だい」

　桜華はメイドに釘くぎをさしたあと、一斗に覆おおい被かぶさったまま見つめてくる。

　瞳は甘くとろけ、頬ほおは薔ば薇ら色いろに染まり……まるで一斗にベタ惚ぼれであるかのようだ。

（でも僕はフられた。だからそんな事はありえない）

　では何な故ぜ、今の桜華が『一斗にベタ惚れ』なように見えているのか。

　答えは一つ。

（きっと僕の『愛されたい』という願望が、そういう風に見せているのだ……！）

　若き執事は、己おのれの下劣さに歯は噛がみする。

　このままでは『お嬢様は僕の事が好きなのだ』と事じ実じつ無む根こんの勘違いをし……何かの弾みでえっちな事をしてしまいかねない。

「お嬢様、お願いがございます」

「うんうん、なぁに？　お料理ならなんでも作るし、他にもどんな事だって……」

　そして一かず斗とは、身を切るような思いで──こう告げた。

「執事を、辞めさせていただきたいのです」

「!?」

　桜おう華かは冷ひや水みずを浴びせられたように、大きく目を見開く。

「ど、どうしてっ」

「僕は使用人の身でありながら、お嬢様に思いを寄せ、フラれました……この屋敷で働く資格はありません」

「私がフった!?」

　声を裏返らせる桜華。

　その手を紫し鏡きようが引き、部屋の隅まで連れていく。そしてひそひそ話を始めた。




「お嬢様、飛行機で一斗が気絶したのはきっと、あなたが結論を言ってからではなく……」

「そんな!?　では私はどうすれば……」

「改めて……きだと、言えば……」

「で、でも……恥ずかし……」




　桜華はしばらく話した後……紫鏡に後ろから押され、ベッドの側そばに戻ってきた。

　一斗と目が合う。

　唇を開くが、言葉が出てこない。細い指が、ベッドのシーツを不安げにいじっている。

『なんだろう』と一斗は思いつつも、遠い目をして、

「僕がこのお屋敷で働いて五年……思えば色々な事がありました」

「仕事の総そう括かつに入らないでーっ！」

　辞める気なので仕し方かたない。

　一斗が月つきヶが瀬せ家にきたキッカケは、既に述べたとおり失踪した父親が残した借金である。

　一斗はこの屋敷で、ある事件を起こした後……月ヶ瀬家に借金を肩代わりしてもらい、返済のため屋敷で働き始めた。

　最初は雑用係。だがその仕事ぶりと身しん体たい能力に目をつけた紫鏡により、執事にするため鍛えられた。

　屋敷の地下室で、人権無視のスパルタ教育を受けたものだ……一斗が銃弾すらキャッチできるのも、その成果である。

「あの特訓は、本当に過酷でした」

　ボロボロになった一斗を、桜華はいつも手当てしてくれた。差し入れに、心のこもった手料理も持ってきてくれた。

　一斗はやわらかな笑顔を、立ちつくす桜華に向ける。

「思えば、あの特訓に僕が耐え抜けたのも……お嬢様への恋心が胸にあったからでしょう」

「!!」

　桜おう華かの白はく磁じのような肌が、赤く染まった。

　両手で覆おおった口くち元もとから、悩ましく乱れた吐息が聞こえてくる。

「主あるじの貴方あなたに、身の程知らずの想おもいを寄せていた愚かな僕を──どうかお笑いください」

「でゅふふ」

「でゅふふ!?」

　なにやら変な笑い方をする主。

　誤ご魔ま化かすように何度も咳せき払ばらいしてから、細い指で黒髪をかきあげて、

「さ、参考までに聞くのだけれど、ここで働くのを辞めてどうするつもり？　ご家族を養やしなうのにお金が必要でしょう？」

　一かず斗とは真剣な顔で頷うなずき、

「はい。とりあえず『ＳＡＳ●ＫＥ』に出て優勝し、賞金二百万円を獲得しようかと」

「『とりあえず』とか言わないようにね。『人生ＳＡＳ●ＫＥ』の人もいるのだから……」

　やんわりと諫いさめてくる主。

「その賞金を生活の足がかりとし、アルバイトを掛け持ちします。もちろん絶対に、残り僅わずかとなった月つきヶが瀬せ家への借金も返します」

　一斗の決意に、桜華は呆ぼう然ぜん自失で立ちつくしている。

　そんなお嬢様の華きや奢しやな両肩を、紫し鏡きようが後ろからつかんだ。

「お嬢様、今はその話よりも、大事なことがあるはずですよ」

「……うぅ」

「貴方の青春、薔ば薇ら色いろになるか灰色になるか──今この時にかかっています。ファイト！」

　紫鏡はメイド服の中からポンポンを取りだし、チアガール顔負けのダンスをする。彼女は服の中に武器、薬、酒にいたるまで様さま々ざまなものを仕込んでいるのだ。

　信頼するメイドの応援を受けて、桜華の黒くろ真しん珠じゆの瞳に……強い決意がやどった。

　ブラウスの胸元に手を当て、大きく深呼吸。

　そして一斗を見つめ、桜色の唇を開く。

「私、わたしっ……貴方が、す、す…………」

　そして大財閥の令嬢にふさわしい、凜りんとした表情で告げた。

「す……すべからく！　これからも一緒にいたいと思ってるのっ」

　紫鏡がポンポンを床にたたきつけた。

　すべからくとは『当然』という意味である。妙な言い回しをするものだ。

「……お嬢様『僕と一緒にいるのが当然』と思ってくださるのはありがたいのですが」

　一斗は毛布を握りしめ、苦い声で、

「僕はお嬢様への愛情が溢あふれすぎて、抑える自信がないのです」

「！　あ、愛情が溢れるって……」

「側そばにいたら、貴方あなたに何をしてしまうか」

　桜おう華かが立ちくらみを起こしたようにフラつき、ベッドに両手をついた。きっと、あまりのキモさに引いているのだろう。

　熱ねつ病びようのように赤くなり「あぁ……」と苦しそうに呼吸しながら、

「だ、大丈夫──私は貴方にそんな事をされても、きっと許すから」

「お嬢様!!」

　主あるじのあまりの寛かん大だいさに、涙が頬ほおを伝う。

　以前から優しい人とは思っていたが、これはもう生いき仏ぼとけのレベルである。

（だがそこに、甘えてはいけない）

　自分を戒いましめる一かず斗と。その胸板へ桜華が指を当て、文字を書くように撫なでてくる。

「だからその、ね？　私に手を出しても……だ、大丈夫というか」

「まさか！　お嬢様に手を出すくらいなら、僕は死にます!!」

「……」

　桜華がこの世の終わりのような顔をした。

　一斗はベッドから降り、呆ぼう然ぜんとしている桜華の前にひざまずいた。

「お嬢様。『一緒にいたい』と言ってくださり、ありがとうございます。前ぜん言げん撤てつ回かいで申し訳ありませんが、これからも執事として仕えさせてください」

「え？　やった。一斗が側にいるならいつかきっと……」

　桜華の瞳が、希望に輝く。そして一斗の手をとってきて、

「これからもよろしくね、一斗」

「はい──お嬢様が誰かに嫁とつがれる、その日まで!!」

　桜華の瞳から、光が失われた。

　一方、何な故ぜか紫し鏡きようはやさぐれた顔で、スマホゲームのガチャをひたすら回していた。




　──という訳で。

　相そう思し相そう愛あいでハッピーエンドになったはずの一斗と桜華は、致命的なまでにすれ違ってしまった。

　そして、この主しゆ従じゆうが所属する生徒会には、一斗に想おもいを寄せる二人の美少女がいる。

　彼女たちの行動により、事態は更に混こん沌とんとしていくのだった。
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　テロリストとの遭遇、それに一かず斗との告白があった激動の週末が明け、月曜日。

（ふぅ……）

　月つきヶが瀬せ桜おう華かは、一斗とともに学校──聖せい隷れい学がく園えんへ歩いていた。五月の穏やかな陽よう光こうに、桜華の黒髪がキラキラ輝いている。

　二人の周りには同じ学校へ向かう生徒達がいる。留学生を積極的に受け入れているため、外国人も珍しくない。

　桜華のように学校推すい奨しようのブレザーを着ている者も多いが、校則では何を着ても構わない。

　ゆえに一斗はいつものタキシード姿だ。彼は学校でも桜華の執事として働いている。

　桜華は傍かたわらの一斗を見上げる。キビキビと歩いてはいるが『フラれた』ショックをまだ引きずっているのか、少しだけ表情が暗い。

　好きな少年のそんな姿に、桜華は胸が苦しくなる。

「一斗、元気を出して」

「も、申し訳ありません」

　一斗は気合いを入れるように、両頬ほおを強く叩たたいた。

「執事として、しっかりしなければ」

「ええ、その意気」

「はい。いっその事……お嬢様への失恋を吹っ切るため、新たな恋に向かうのも良いかもしれませんね」

（それは駄目───っ!!）

　桜華は心の中で絶ぜつ叫きようした。

　一斗は文武両道の上、顔立ちもいい。しかも苦労人なのでしっかり者だ。

　ゆえに、彼へ熱い視線を向ける女生徒は多い。

　その中でも、桜華がもっとも警戒する少女の声が背後から聞こえてきた。

「おはよう一斗、桜華！」

　生徒会長ネフィリア・クロウリーだ。去年の秋、桜華が生徒会長選挙で敗れた相手でもある。その結果に桜華は納得していない。その理由は──

「フハハハハハハ、大悪魔ネフィリア・クロウリー推すい参さんっ」

（なぜ私、この子に負けたの……）

　聖隷学園の生徒会長は、自分を大悪魔と言い張る痛い少女だった。

　だがその美び貌ぼうは物もの凄すごい。紅玉ルビーのように輝く瞳、紫がかった銀髪、ワイシャツを突き破らんばかりの胸。長い脚を包んでいるのは黒いストッキングだ。

　桜おう華かはパーティ等で沢たく山さんの女優と会ってきたが、その誰よりもこの少女は美しいと思う。

　一かず斗とがネフィリアへ笑顔を向けた。

「大悪魔って。その見た目では説得力ないですよ」

　なんとネフィリアは、おばあさんをおんぶしていたのだ。

　おばあさんが嗄しわがれた声で、

「私が散歩の途中、疲れて動けなくなっていた時に……この綺き麗れいなお嬢さんが声をかけてくれて。聖せい隷れい学がく園えんの近くの私の家まで、送ってくれると言ってね」

　そうでしたか、と一斗が感心したように言った。

　ネフィリアは頬ほおを染め、居い心地ごこち悪そうにうつむきながら、

「か、勘違いするな老ろう婆ばよっ。これは貴様に足腰を使わせず、寝たきりへ導いてくれようという悪魔的策さく謀ぼうに他ならぬ」

「えらい遠大な計画ですのぅ」

　おばあさんはそう言って、ネフィリアの手に黒くろ飴あめを三つ握らせた。

「む、我われに供く物もつを饗きようするとは殊しゆ勝しようなことだ……ほら、一斗と桜華にも分けてやろう。無論これは、貴様らを豚のごとく肥えさせようという悪魔的策謀だ」

　桜華は苦笑しつつ、黒飴を受け取って口に含む。

　ネフィリアは一斗にも黒飴を渡そうとしたが……彼の顔をまじまじと見つめて、

「……元気がないようだな。気がかりな事でもあるのか？」

　紅あかい瞳を心配そうに揺らしたあと、我に返った様子で、

「こ、これは無論、貴様の心配ではなく悪魔的策謀だぞ！　どんな策謀かは……その、自分で考えろ」

「だんだん理論武装が面倒になってきましたね」

「か、一斗は意地悪だっ」

　憎まれ口を叩たたくネフィリアだが、その表情はほころんでいる。一斗と話すのが嬉うれしくてたまらないようだ。

　その姿に桜華が、ますます警戒を強めた時……。

　突風が吹いた。

　桜華は慌ててスカートを押さえたが、ネフィリアは一斗に気を取られていたためか動きが遅れ……スカートが舞い上がった。

　同性の桜華、それに冷静な一斗ですら目を奪われるほどの美び脚きやく──そして黒スト越しに純じゆん白ぱくのパンツが見える。

「あ……あ、あぅ」

　きらびやかな美び貌ぼうとは裏腹に、狼ろう狽ばいしきった声を出すネフィリア。

　紅玉ルビーの瞳を潤うるませ、耳まで真っ赤になって……駆けだした。

「い、いざ征いこう老ろう婆ばよ！　無論、大悪魔たる私は恥ずかしがっている訳ではないぞ」

「はいはい。走って二酸化炭素を沢たく山さん放出し、地球温暖化を進める悪魔的策さく謀ぼうですのぅ」

　アドリブが利きく老婆を背負い、ネフィリアは駆けていった。

　その姿を見つめる一かず斗とに、桜おう華かはジト目を向ける。

「今あなた、ネフィリアの脚をじーっと見ていたわ。脚フェチだったのね。イヤらしい」

「僕が脚フェチ？　──心しん外がいです」

　一斗が真まっ直すぐな瞳をこちらに向けて、

「僕がネフィリアさんの黒ストのランガードや、膕ひかがみに目を奪われていたと思うのですか？」

「すごく思う！　よほど足フェチじゃなければ、ランガードや膕なんて知らないわっ」

　ランガードとは、黒ストの太もも部分をぐるりと回る輪の部分。膕とは膝ひざ裏のことだ。

　桜華は桜色の唇をとがらせて、己おのれのスレンダーな身体からだを見下ろした。

「まあ私は、ネフィリアと比べて魅力的な体型ではないけれど……」

「そんな馬鹿な。お嬢様はとても魅力的です！」

「……！」

　桜華は前髪を掻かきあげるフリをして、顔を隠した。口くち元もとが緩んでしまい、元に戻らない。

　いっぽう一斗は、主あるじが不機嫌になったと思ったか、沈んだ声で、

「申し訳ありません。僕のような男に言われても嬉うれしくないですよね」

[image: ]

（いいえ、気絶しそうなほど嬉うれしい！）

　桜おう華かは顔を隠しながら、よたよたと足を進める。

　少し歩いて、聖せい隷れい学がく園えんにたどりついた。煉れん瓦が造づくりの重厚な門を通って、校内へ。

　二人の教室は二階にある二－三だ。

　ようやく落ち着いてきた桜華は、級友たちに「ごきげんよう」と挨あい拶さつしつつ教室に入る。

　桜華の席は窓際の一番後ろ。一かず斗とはその隣。

　これは偶然ではなく、月つきヶが瀬せ財閥が学校に圧力をかけて便べん宜ぎを図らせたのだ。学園長は月ヶ瀬家の操り人形なのである。

　だがそんな大財閥の娘である桜華にも、悩みはある。先程の一斗の言葉が、頭をよぎる。




『お嬢様への失恋を吹っ切るため、新たな恋に向かうのも良いかもしれませんね』




（そ、そんな事になったら……）

　ネフィリアはとても魅力的だ。外見の華やかさ、勉強に運動、そしてカリスマ性……料理以外は全て負けていると桜華は思っている。一斗が彼女に惹ひかれてもおかしくない。

　更に恐ろしい事に、生徒会にはもう一人……一斗に好感を抱いだく絶世の美少女がいるのだ。

　今日の放課後は、生徒会メンバー四人で募金活動をすることになっている。

（それまでに、一斗と恋人になっているべきね）

　黒髪のお嬢様は、そう決意した。
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　ホームルームが終わり、休み時間に入った。

　クラスメイトたちは談笑したり、教科書や筆記用具を準備している。そんな中、桜華はこれからの作戦を再確認していた。

（一斗と結ばれるため……いま学園内で流は行やっている、恋愛成じよう就じゆのおまじないを利用する）

『消しゴムに好きな人の名を書き、ケースで隠して、最後まで消しゴムを使いきると結ばれる』

　というものだ。

　ありふれたおまじないだが、この聖隷学園ではローカルルールが二つある。

『好きな人の名前の頭には、†という記号をつける』

『おまじないをした消しゴムを破は損そんすると、絶対に結ばれない』

　というものだ。

　桜華は今け朝さ早起きして、己おのれの消しゴムに『†一斗』と書いておいた。しかもケースをわずかに切り『†』という部分が見えるようにして。

　これを授業中に落とし、一かず斗とに拾ってもらう。

　桜おう華かを好きな一斗は『†』のあと誰の名前が書かれているのか気になるはずだ。

　おそるおそるケースをずらす一斗。

　するとそこには……一斗本人の名前が書かれている。

　絶望からの大逆転。喜ぶ一斗に、桜華はこう言うのだ。『まあそういう事……よ』と。

（完璧）

　己おのれの策に酔いしれつつ、鞄かばんからペンケースを取り出した。

　ファスナーをあけて、万年筆やシャープペン、赤ペンなどが入った中身を引っかき回す。だが肝かん心じんの消しゴムは見当たらない。

（？　忘れてしまったのかしら）

　ならば今日の実行は、中止するしかない。

　だが、消しゴムがないと勉強に支し障しようが出る。料理の勉強に没ぼつ頭とうするあまり、学業成績がイマイチの桜華だが……月つきヶが瀬せ家の跡取りとして、しっかり学ばねばならないのだ。

（そうだ。私が忘れた時に備え、一斗が予備の筆記用具を持っているわ）

　隣の席の、一斗のペンケースに手を伸ばす。

「申し訳ないけれど、消しゴムを貸して頂ちよう戴だい」

　消しゴムを一つ取ると「あっ」と一斗が驚きの声をあげた。

　珍しく焦あせった様子で、

「あのっ、お嬢様、できればケースはズラさないでいただけると……」

（この反応、まさか）

　桜華は消しゴムを凝ぎよう視しした。もしやここに一斗は『†桜華』と書いているのでは？

　震える手でケースをズラしてみる。そこには──

　持ち主　二－三　神かん薙なぎ一斗

（紛失防止のための、自分の名前……）

　桜華はでれりと机に伏せた。

　一斗は執事としてある程度の給料をもらっているが、そのほとんどを自由に使えない。

　月ヶ瀬家への借金返済、それに実家への仕送りのためだ。

　この消しゴムですら、一斗にとっては大切な文具なのである。

（……まあ質しつ実じつ剛ごう健けんな一斗が、おまじないなんかに頼る訳がないわよね）

　苦笑しつつ、細い指で消しゴムを弄もてあそぶ。

「私としたことが馬鹿な期待を……って、にゃ────!!」

　変な声を出したのは、消しゴムの裏側にこう書いてあったからだ。

　†桜華お嬢様

「も、申し訳ありません！　今すぐ消します！」

　一かず斗とが顔を真っ赤にして、消しゴムを取り返す。

　そして定じよう規ぎで『†桜おう華かお嬢様』の部分をそぎ落とした。

「あ、ああ～……」

　桜華の声がふるえた。このローカルルールを思い出したのだ。

『おまじないをした消しゴムを破は損そんすると、絶対に結ばれない』

　落胆のあまり、ついこんな口をきいてしまう。

「つ、月つきヶが瀬せ家の執事ともあろうものが、おまじないに頼るなどと恥を知りなさい！」

　一斗が頭を下げてきた、その時。

　側そばの窓がいきなり開いて、なんと紫し鏡きようが顔を出した。ここは二階だが、壁をよじのぼって来たらしい。

「お忘れ物を届けに参りました。お嬢様が今け朝さ早起きし、一生懸命に細工した消しゴ……」

「えぇ────い!!」

　桜華は消しゴムを奪い取り、窓の外にぶん投げた。
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　昼休み。神かん薙なぎ一斗は可愛かわいらしい包みの弁当箱を持ち、一人で力なく廊下を歩いていた。

（参ったな）

　今朝の消しゴムの件はまずかった。フラれたならさっさと処分しておくべきだったのだ。

　桜華は、怒りのためかずっと顔を赤くして、目も合わせてくれない。いつも一緒の昼食も、別々に食べるよう命じられた。

（主あるじの心を乱すとは。僕は執事としてまだまだ未熟だ）

　反省しながら校内を歩いていると、中庭にたどりつく。

　沢たく山さんの生徒たちが、ベンチや芝しば生ふに座って食事をとっていたが……一人の美少女が、ケタ違いの存在感を発していた。

　藍あい色を基き調ちようとした質素な修道服。ハーフアップにした肩口までの金髪がキラキラと輝いている。非常に小柄で、顔立ちはとても愛らしく、存在そのものが可か憐れんきわまりない。

　生徒会庶しよ務むユリエル・エルヴェスティ。

　周りには小鳥たちが集まっていて、まるで宗教画の聖女のようだ。

　小さな手には、見るからに固そうなパンを持っている。彼女は清貧を旨むねとしており、一日の食事は三百グラムのパンだけらしい──食パンに換算すると、わずか四枚半ほどだ。

　にもかかわらず、ユリエルはパンをちぎって小鳥たちに差し出した。少ない食事を分け与えようというのだ。

　なんという慈じ愛あいの心であろう。

　一かず斗とが感嘆しながら、彼女のもとへ近づいていくと……

　ユリエルは「ごめんなさいましっ」とパンを自分の口に入れた。

「あげないのですか？」

　一斗が隣に座ると、ユリエルが弾はじかれたようにこちらをみた。

　修道服に包まれた意外なほど豊かな胸が揺れ、白い頬ほおが羞しゆう恥ちに染まっていく。

「か、一斗様、ご覧になっておられたのですか？」

「はい」

「こ、これは違うのですわ。安易に野生動物に餌え付づけをすると、自力で餌を獲とる力が失われてしまい、長期的には良くない事で……」

　そのときユリエルのお腹なかが『くるる』と可愛かわいい音を立てた。

　やはり空腹のため、食べてしまったらしい。

　体育座りになり、膝ひざに真っ赤な顔を押しつけるユリエル。百四十センチにも満たない身体からだが、更に小さく見える。

「……お恥ずかしいところを」

「そういう所も人にん間げん味みがあって、可愛いと思います」

「か、可愛いだなんてお戯たわむれをっ。わたくしのようなボロをまとう、野や暮ぼったい女を」

　確かにユリエルの修道服には補修した跡がいくつもある。名家の子供ばかり通うこの学園では、こういう服はまず見られない。

　だが一斗も、月つきヶが瀬せ家で働く前はツギをした服ばかり着ていた。なので物を大切にするユリエルには好感を持っている。

「可愛いですってば。僕のクラスには『ユリエルちゃんマジ天使』って言う男子もいます」

「て、てんしっ!?」

　ユリエルが碧へき眼がんを見開き、声を裏返らせた。

　唇に手を当ててボソボソと、

「もしやそのクラスメイトは、悪魔の眷けん族ぞく？　だとしたら対策をとらなければ……」

　妙な事を言うユリエルに、一斗は首をかしげつつ、

「ちなみに僕も『ユリエルさんマジ天使』と思います」

「一斗様まで!?」

　ユリエルは己おのれの背中を見たり、頭の上に手を当てたりしてから、

「翼も輪も出ていません。偽装は完璧と思っていたのに、何な故ぜバレたのでしょう。こ、困りました……」

　女の子座りになって、うなだれる。

　状況がつかめない一斗だが、とりあえずフォローする。

「お、落ち着いて下さい。もちろん本気じゃないですよ」

「冗談ですか。ほっ」

「貴方あなたがとてつもなく可愛かわいいから、皆それを『天使』と表現しているだけです」

「……!!」

　ぼっ、と音が聞こえそうな程ユリエルが真っ赤になった。焦あせったり照れたり忙しい。

　小さな両手を突き出してきて、顔をそむける。

「だ、だからお戯たわむれはおやめください！　お食事にしましょう」

　ユリエルは豊かな胸の前で十字を切り、食事前の祈りを捧ささげる。

　一かず斗ともようやく弁当箱の包みをあけた。中身はごはん、甘辛ダレを絡からめた唐揚げ、筑ちく前ぜん煮に、豆とう苗みようの胡ご麻ま和あえ、出だ汁し巻まき卵……桜おう華かの手製である。

　主あるじなのに、使用人の一斗の弁当をいつも作ってくれるのだ。

　いくら遠慮してもこう言われる。

『り、料理の練習なのだから食べなさい。決して、一斗が〝美お味いしい〟と喜ぶ姿を見たいからではないの！』

　練習のため、好きでもない男の弁当を作り続ける……研けん鑽さんを怠おこたらない主を、一斗はますます尊敬してしまう。

（お嬢様、今日も凄すごく美味しいです）

　一方、ユリエルは僅わずかなパンをすぐに食べ終え、鞄かばんから分厚い本を取りだした。

『レ・ミゼラブル』

　フランスの文豪ヴィクトル・ユゴーが１８６２年に執筆した大河小説である。

　ユリエルが本を広げると、フランス語がびっしりと書いてあった。これは原げん書しよなのだ。

「好きですねユリエルさん」

「ええ。何度読んでも素晴らしいですわ……特にジャン・バルジャンがミリエル司教に救きゆう済さいされるところが！　まさに神の慈じ愛あいを示しておりますわ」

　──この物語の主人公ジャン・バルジャンは、幼おさない姪めいや甥おいを飢えから救うため、僅かなパンを盗み、十九年間投獄された。

　出所後、社会を憎悪するバルジャンは、再び盗みを行ってしまう。

　だがすぐ警察に捕まり、再び投獄される事に恐怖するが……司教ミリエルの慈悲に救われる。改心したバルジャンは、ひたすら人のために生きるようになるのだ。

　ユリエルは小さな手で本を撫なで、目を閉じる。

「原書で読むと、ひと味違うと思いますわ。前からも言っておりますけれど、一斗様には是ぜ非ひフランス語の修得を勧めたいですわね」

「……そうですか」

　一斗は開かれているページを見つめ、言葉を濁にごした。

　その反応に違和感を覚えたのか、ユリエルが碧あおい瞳で見上げてくる。

「どうされたのですか？」

　一かず斗とは誤ご魔ま化かすように顔をそらしたあと、問いかけた。

「……ユリエルさんは」

「はい」

「幼おさない家族を守るためにパンを盗んだ罪人・ジャン・バルジャンを、どう思われますか？」

　少し唐突な質問に、ユリエルは目を瞬しばたたかせる。

　考えをまとめるように口くち許もとに手を当て、ゆっくりと話し始めた。

「盗みは勿もち論ろん、罪ですが……『飢死寸前だった家族を救うため』という動機を考えれば、情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はあります。それにパン一切れを盗んだだけで、刑期十九年は長すぎます」

　丁寧に紡つむがれる言葉からは、ユリエルの誠実さが伝わってくる。

「ジャン・バルジャンは過あやまちを犯しました。ですが彼は悔い改め、より良い人間になるため苦悩し、努力します。それはとても素晴らしいことですわ──」

　そしてユリエルは、慈じ愛あいに満ちた笑顔を向けてきた。

「わたくしはこの物語の中で、ジャン・バルジャンがいちばん好きですわ」

「……そう言っていただけると、嬉うれしいです」

　不思議そうに首をかしげる修道服の少女に、一斗は感謝した。

（ユリエルさんは、本当に天使かもしれないな）

　心に刺さっているトゲの痛みが、少し和やわらいだからだ。
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　授業が終わり、放課後。

　一斗は桜おう華かとともに、生徒会室へ向かう。桜華は『お弁当美お味いしかったです』と伝えると笑顔になり、普通に接してくれるようになった。

　今日の生徒会活動は街頭募金。毎年五月に行うのが聖せい隷れい学がく園えん生徒会の、長年の伝統なのだ。

　しっかり行わなければならないが……なにより一斗は、桜華、ネフィリア、ユリエルの四人で行う生徒会活動が好きだった。

　生徒会室のドアをあける。

　会長の机に座るネフィリア、そして鉢植えに水をあげるユリエルが微び笑しようを向けてくる。

　ユリエルは讃さん美び歌かをうたいながら、身体からだを左右に動かしている。修道服の裾すそがなびき、白いニーソックスに包まれた脚が見えた。

　その愛らしい姿に見とれていると……桜華がジト目を向けてきた。

「さすがは脚フェチの一斗。ユリエルの脚にも目を奪われていたわね。イヤらしい」

「心しん外がいです」

　一かず斗とは真まっ直すぐな瞳を、主あるじに向ける。

「僕がユリエル様の、ちっちゃ可愛かわいい20・５センチの足に目を奪われていたとでも？」

「なぜサイズまで!?」

　脚フェ──執事なら当然である。

　気を取り直して室内に入ると、何な故ぜかネフィリアが歌うユリエルをボーッと見ていた。

「ネフィリアさん？」

　ハッとした様子で、慌てて机の上での作業──大量の封筒の整理に戻る。これらはラブレターである。美び貌ぼうの生徒会長はいつも熱烈な愛の手紙を貰もらっているのだ。

「今日も大量ですね」

「フハハハ、まあな。我われの悪魔的美貌に魅入られたとはいえ、身の程知らずな人間どもだ」

「いい相手は、いましたか」

「……ば、ばかっ！　いるわけないだろ！」

　ネフィリアが机を軽くたたいた。「む[image: ][image: ]」と不機嫌丸出しで、一斗を見上げてくる。

　一斗は首をかしげつつ、

「そんなに貰うと、整理するのも大変ですね」

「いや、本当に大変なのは」

　自称大悪魔は、大量のラブレターを見つめて、

「一人一人に断りの返事を書くことだ。相手を傷つけず、かつ次の恋愛に進んでもらえるような文面でな」

「そこは、神かみ対たい応おうなんですね……」

　誠実すぎるのも大変である。

　ネフィリアはラブレターを丁寧に整理し、机にしまったあと、

「さて今日の生徒会活動、街頭募金に行くか。大悪魔たる私にとって、不本意なことではあるがな」

　戸棚から四つの募金箱を取り出し、それぞれが持つ。

　一斗は学校から出る途中、校舎の片隅に設置されている箱から紙を回収した。募金のついでにもう一つの生徒会活動をするためだ。

　募金の場所はネフィリアが事前に許可をとった、近所の商店街の一角だ。近くには繁華街もあり、派手な看板が沢たく山さん見える。

　一斗は、ネフィリア、ユリエルとともに声を張り上げた。

「募金にご協力お願いしまーす」

「気持ちだけで結構だぞー」

「どうか、皆様からの愛の手をー」

　……そんな具合に一時間ほどやったが、募金してくれる人はほとんどいない。

　そもそも人通りがほとんどないのだ。

　周りの建物はシャッターばかりで買い物客が少ないし、繁華街が賑にぎわうにはまだ早い。「私がとった場所が悪かったかな」とネフィリアが肩を落としている。

　それに何な故ぜか、桜おう華かが乗り気ではないようだ。かけ声に張りがなく、内うち股またになってモジモジしている。

「お嬢様も、しっかり声をお出しください」

「恥ずかしいわ」

「なぜです。パーティなどで、人前に出るのは慣れているではないですか？」

　桜華は首を横に振り、

「いいえ。資産五百兆円の大財閥の令嬢である私が、一般の人からお金を集める──その偽善が恥ずかしいの」

「どうしましょう、反論できません……」

　言葉に詰まる一かず斗と。その隣で、ネフィリアが渋い顔をする。

「我われらの呼びかけ方も悪いのかもしれぬな。昨夜、ここで見た人のようにやってみるか」

（その人は、夜に募金活動をしていたのかな？）

　怪け訝げんに思う一斗をよそに、ネフィリアが通行人へ近づいていき、

「〝そこのオニーサン、五千円でドウデスカー〟」

「それ絶対、違うヤツです!!」

　間違いなく、えっちな店の呼び込みだ。

　ネフィリアは自称大悪魔のくせに、そういう知識には疎うといのである。

　一斗はため息をついて、

「お嬢様も、ネフィリアさんもしっかりしてください。ねえユリエルさん」

　修道服姿の庶しよ務むに話しかけると……いない。

「一斗よ、ユリエルを探しているのか？」

「はい」

「アイツなら……さっきおじさんに『俺といいことをしたら、沢たく山さん募金してやるぜ』と言われ、ついていったぞ」

「な、なぜ止めないのですかっ」

「え？　『いいこと』をするんだろう？　となると慈善活動とかではないか」

　唇に指を当て、あどけなく首をかしげるネフィリア。

　桜華が蒼そう白はくになって、一斗の腕をつかんできた。

「ユ、ユリエルが危ないわ！　どうしましょう。私の大切なお友達が……きっと今頃、あんな事やこんな事を」

「そうと決まった訳ではありません──ネフィリアさん。ユリエルさんと、おじさんはどこへ？」

「あの建物に入っていったぞ」

　ネフィリアが指さす先には、ピンク色のラブホテルがあった。

「はい確定！　助けに行きましょう！」

　一かず斗とは募金箱を持ったまま駆け、ラブホテルへ飛び込んだ。桜おう華かとネフィリアもついてくる。『募金で金を集めてラブホテルに直行する外げ道どう』と思われるかもしれないが、仲間を守るためには仕し方かたない。

　誰もいないフロントで何回も呼び鈴りんを鳴らすと、従業員が出てきた。

　一斗は噛かみつかんばかりの勢いで、

「さきほど修道服の女の子が来たでしょう。何番の部屋に入りましたかっ」

　一斗の気迫に、従業員は気け圧おされるように、

「い、一一二号室だが……」

「わかりました。鍵を貸してください」

　従業員は固まっている。厄介ごとに巻き込まれたと思っているのかもしれない。

　ラチがあかない……一斗は視線をめぐらせ、フロントに掛けられている薄手のジャンパーをとった。そして薄暗い廊下を駆けて、一一二号室を探す。

　一斗の隣をネフィリアが併走する。抱えている募金箱の上に爆ばく乳にゆうが乗り、すごい勢いで揺れていた。

「一斗、そのジャンパーの中に鍵があると思うのか？」

「いいえ」

　一一二号室に到着。ノブを回したが、とうぜん鍵がかかっている。

　一斗は募金箱を下ろした。続いてジャンパーからハンガーを外し、捻ねじれた部分をほどいてＬ字型にする。

　それをドアと壁の、僅わずかな隙間に差し入れた。

　回転させると……カチン、と解かい錠じようされる音。

　ネフィリアが紅玉ルビーの瞳を見開いて、

「え、何な故ぜ!?」

「サムターン回しですよ」

　サムターンとはドアの内側の、指でつまんで施せ錠じようする部分だ。

　ドアの外側から道具を差し込み、サムターンを回して開ける……これが『サムターン回し』である。空あき巣の常じよう套とう手しゆ段だんだ。

　一斗に桜華が、うっとりした瞳を向けてくる。

「あぁ、さすが私の執事。凄すごいでしょうネフィリア？」

「我われは執事なんて雇った事ないが、月つきヶが瀬せ家の執しつ事じ観かんが間違っている事はわかるぞ……」

　渋い顔をするネフィリアを横目に、一かず斗とはドアを勢いよくあけた。

　そこにいたのは……上着を脱ぎかけているチンピラ風の中年男性。鍵があいて驚いたのか、こちらを見てポカンとしている。

　ユリエルはピンク色のダブルベッドに、あどけなく座っていた。

「あ、一斗様っ！　このおじさまが『二時間つきあったら沢たく山さん募金する』と約束してくださったのですよっ」

『褒ほめてください』とばかりにニコニコしている。やはり危ないところだったのだ。

　チンピラが視線で射殺すように睨にらみつけてくる。ケンカ慣れしているようだ。

「なんだガキども。言っとくが、その金髪の子がここにいる写メは撮ったからな。下へ手たな事をするとネットにバラまく──」

　彼が勝ち誇ったように掲げたスマホに、一斗はＬ字型になったハンガーを投げた。

　矢のように飛んでいき、スマホを撃ち抜いて壁に突き刺さる。

　言葉を失うチンピラ。一斗は笑顔で歩あゆみ寄ったが、その瞳には闇が渦うず巻まいている。

「困りますねぇ。ユリエルさんに手を出されるとは……貴方あなた、どう落とし前をつけるおつもりです？」

「ひぃいいいい、美人局つつもたせ!?」

[image: ]

　美人局つつもたせとは、恋人に他の男と関係を持たせ、それをネタに『俺の女に手を出したな』と脅して金をむしり取る事だ。

　一かず斗とは、募金箱をスッと差し出した。

「募金していかれませんか？　ほんの『お気持ち』で結構です」





　　　　▲






　一斗はある程度の金額を『募金』してもらったあと、桜おう華かたちとラブホテルを出た。

　人目につかないようダッシュで裏うら路ろ地じに入り、大きく息をつく。

「はーっ……こんな所を新聞部にでも撮られたら、大変ですよ」

　男一人、女三人の生徒会メンバーが、一緒にラブホテルから出てくるなんて大スキャンダルであろう。

　周りを確認する一斗の腕に、ユリエルが抱きついてくる。

「……うぅ、神の僕しもべであるわたくしが『らぶほてる』などという肉欲の館やかたに連れ込まれるなんて」

　微かすかに震えている。あそこはどういう場所で、どんな状況にいたか説明したところ、恐怖がこみ上げてきたらしい。

「ユリエルさんがご無事でよかったです」

「はい……一斗様」

　ユリエルが更に強くしがみついてきた。一斗の腕が修道服ごしの胸に包み込まれる。

「颯さつ爽そうと助けに来てくださった貴方あなたは、本当に素敵でしたわ」

　とろけるような笑顔で見上げてきた。白い肌が熱っぽく染まっている。

　あまりの可か憐れんさに、一斗が思わず見入っていると……

　桜華が割って入ってきた。

「あ、あまり一斗にくっつかないで……それにユリエル、貴方はガードが緩すぎるの。気をつけなさい」

　ネフィリアが意地の悪い笑みを浮かべる。

「ははは、桜華が一番心配していたくせに。『ユリエルがユリエルが～』とな」

　下へ手たな声真ま似ねをされて、桜華が頬ほおを染めた。助けを求めるように一斗を見上げてくる。

「わ、私、そんな事言っていないわよね、一斗？」

「はい。お嬢様は『ユ、ユリエルが危ないわ！　どうしましょう。私の大切なお友達が……』と仰おつしやられたのです」

「一いち言ごん一いつ句く正確に言いなさい、という事でもないの！」

　軽く小突いてくる桜華。

　一かず斗とは思わず微笑ほほえんだあと……ポケットから複数の紙を取り出した。

　校舎の一角に設置されている『お悩み相談箱』に入れられたものだ。生徒会メンバーが、生徒の悩みにアドバイスするのである。

「学校へ到着するまでの間、これを何枚か片付けませんか」

　うなずく美少女三人。皆で歩き出しつつ、一斗は一枚目を読み始めた。

「では読みます。『こんにちは、生徒会の皆さん』」

「「こんにちわー」」

　ネフィリアとユリエルが、ラジオのＤＪのような返しをしてしまった。揃そろって赤面する姿が可愛かわいらしい。

「ええと『購こう買ばい部のスイーツがすぐ売り切れになるので、困っています』……さて皆さん、どうしましょう」

　桜おう華かが本当に不思議そうに、細い首をかしげる。

「なぜそんな事で悩むのかしら？　購買部にスイーツがないなら、パティシエを学校に呼んで作らせればいいのに」

「マリー・アントワネットですか貴方あなたは」

　美び貌ぼうを謳うたわれたこのフランス王妃は、民衆が食糧難に陥おちいると『パンがなければお菓か子しを食べればいいのに』と言ったらしい。

　桜華が、染まった頬ほおに両手を当てて、

「そ、そんな一斗……私が、絶世の美女と謳われたマリー・アントワネットだなんて」

「ポジティブな受け止め方！」

　いっぽう、ユリエルは「嘆かわしいですわ」と嘆たん息そくし、

「スイーツなど、ガマンすればいいですわ……かつて島しま原ばらの乱で、キリスト教を信仰する反乱軍は飲まず食わずで戦いました。彼らの胃を幕府兵が裂いてみたところ、何も入っていなかったと言いますし」

「『言いますし』と言われても……」

　これほど参考にならない例も珍しい。

　真剣な顔で考えていたネフィリアが、

「購買部と話して、スイーツの仕入れを増やしてもらうのはどうか。余あまらないよう少しずつ増やしていけば、最適な数がそのうち分かるだろう」

「さすが生徒会長ですね。では購買部との話は僕にお任せ下さい」

「うむ、頼むぞ副会長」

　ネフィリアが信頼の笑顔をむけてきた。いっぽう桜華は「じ、自称悪魔に負けた……」と愕がく然ぜんとしている。

　それからも生徒会メンバーは、学校へ戻るまでの間に『お悩み相談箱』に寄せられた相談に答え続けた。

　桜おう華かは、やや的まと外はずれながらも一生懸命に考える。

　ユリエルは、真剣な悩みを持つ生徒には慈じ愛あいに満ちたアドバイスをする。

　ネフィリアは的確で常識的な提案をする。

　まさに三さん者しや三さん様よう──すべての相談に答え終えたとき、ユリエルがぼそりと言った。

「ふふ、わたくしたち生徒会って、なかなかよいメンバーですわね……ずっと、仲良くできればいいのですけれど」

　そして彼女は、なぜかネフィリアだけに目を向けて、

「あなたも、そうお思いでしょう？」

「……その通りだ。本当にな」

　なぜか二人は、確認しあうように頷うなずき合った。




　四人は聖せい隷れい学がく園えんに戻った。

　すでに暗くなっているが、部活をする生徒の声や吹奏楽部の演奏が聞こえてくる。

　生徒会室へ入り、募金で集めたお金を数え、記録にとり、金庫に入れる。今日の作業はこれで終わりだ。

　ネフィリアが大きく伸びをして、胸元のボタンを弾はじき飛とばしそうにしながら、

「皆、ご苦労だった。それではまた明日──」

　そこまで言ったとき、ネフィリアのポケットから着信音がした。

　背筋を伸ばし、張りのある声で受ける。

「はい、お疲れ様です。ネフィリア・クロウリーです」

　仕事場の先輩に対するような態度。アルバイトでも始めたのだろうか。

　電話なのに、ネフィリアはぺこぺこ頭を下げた後、

「……ええっ!?　いくらなんでも急すぎます！　……はい、それはもちろん、私は元々そのために……」

　ただごとでない様子に、一かず斗とは桜華と顔を見合わせる。ユリエルは何な故ぜかうつむいて、小さな拳こぶしを握りしめている。

　通話が終わった。

　ネフィリアはスマホをしまったあと、額に手を当てて深くため息。

「一斗、それに桜華よ……」

　こちらへ指をつきつけ、決別するように告げてきた。




「魔界から指令が下った。我われこと大悪魔ネフィリア・クロウリーは現時刻をもって、お前達の敵となる」




（あー）

　一かず斗とは『またネフィリアの中二病だな』と思った。今の電話は、タイミングを見計らって誰かにかけてもらったのだろう。

　桜おう華かも同感だったのか「ねぇねぇ一斗、夕食には北京ペキンダックを作ろうと思うの」と袖そでを引いてくる。

　淡たん泊ぱく極きわまりない反応をする主しゆ従じゆう。

　それをよそにネフィリアは目元を手で覆おおい、激しく声を震わせた。

「と、とても悲しい事だが……任務ゆえ仕し方かたない」

「あの、そろそろ帰りませんか」

「軽!!」

　愕がく然ぜんとする自称悪魔。

「え……え、ええっ？　我われ、胸が引き裂かれそうな気持ちで言ったのに、そんな反応？」

「今日の生徒会活動で、みな少し疲れています。また今度にしていただけませんか」

　ネフィリアは、地じ団だん太だを踏んで胸をゆらしながら、

「なんだもうっ！　貴様らにとって我はその程度の存在なのか？　うぅ…………変身トランスフオームっ！」

　拗すねた声とともに、ネフィリアの制服が消失した。

　そして……まるで魔法少女アニメのように服が虚こ空くうから現れ、彼女の全身を覆っていく。黒を基き調ちようとした露出度の高いもので、ネフィリアの肉体の妖よう艶えんさをいっそう強調する。

　さらに。

　なんとネフィリアの頭から二本の角、お尻しりから尻尾しつぽ、背中からは漆しつ黒こくの翼が飛び出した。

　一斗は大きく目を見開いて、

「な──!?　い、いったい何が起こったのですか!?」

「あっ、やっと食いついてくれたっ」

　ネフィリアが嬉うれしそうに、尻尾をぱたぱた振る。尻尾の先端は可愛かわいいハート形だ。

「一斗、今のはトリックでしょう……？」

　不安げに寄り添ってくる桜華。一斗は先ほどの光景を思い出し、赤面しながら、

「そうは思えません。僕は銃弾もキャッチする動体視力で、ネフィリアさんが突然……ぜ、全裸になり、虚空から現れた服をまとうまで、余あます所なく見ましたから」

「にゃ────!!」

　ネフィリアが悲鳴をあげ、手や翼で妖艶すぎる身体からだを隠す。そして涙目で、

「よ、ようやく、我が悪魔と信じたようだな」

「はい。ですがネフィリアさん。僕たちの敵となった、とは一体……？」

「こういう事だ──くらえ《落魄ノ一撃プアーアタツク》！」

　ネフィリアの角から黒いビームが放たれ……真まっ直すぐに桜おう華かへ向かっていく。

　一かず斗とは少しもためらわずに桜華の前に立ちふさがり、ビームを受ける。

「さすが一斗。見事な忠誠心だ」

　悪魔の声には、素直な賞しよう賛さんが込められている。

「……だが無駄なこと。《落魄ノ一撃プアーアタツク》は標的に当たるまで、すべての物体を透とう過かする」

（まさか）

　戦せん慄りつする一斗の背後で、絹を裂くような悲鳴。

　慌てて振り向くと桜華が仰あお向むけに倒れこみ……長い黒髪が床に広がった。

　ユリエルは唇をかみしめて、その光景を見つめている。

　一斗は急いで桜華の傍かたわらに座り、上半身を抱え上げた。

「お、お嬢様？」

　桜華の目は虚うつろだ。右手が、一斗を求めるようにさまよっている。

「か、かずと。何だか凄すごく寒いの。貴方あなたの顔もよく見えない」

「そ、そんな。お嬢様っ！」

「死ぬ前に、伝えたいことがあるの……私ね、貴方の事ずっと……あい……あいして……」

　桜華が何かを言いかけたとき、ネフィリアが慌てて叫んだ。

「お、おいおい待て桜華。肉体的には何のダメージもないはずだ！」

「あいし……え？」

　桜華が黒くろ真しん珠じゆの瞳を、何度も瞬しばたたかせる。

　立ち上がった彼女の全身を見ても、確かに何の傷も無い。

「ではネフィリアさん。お嬢様が『寒いの』とか『一斗の顔がよく見えない』とか仰おつしやられたのは……」

「気のせいだ」

　悪魔の無慈悲な言葉に、桜華が真っ赤な顔を両手で覆おおう。先ほどは一体、何を言おうとしていたのか。

　黙って成り行きを見つめていたユリエルも「危なかったですわ」と胸を押さえている。

「《落魄ノ一撃》の恐ろしさは、これを見ればわかる」

　ネフィリアがスマホを操作したあと、一斗へ投げ渡してきた。

　画面を見れば、数本の折れ線グラフが表示されている。

　どうやら月つきヶが瀬せ財閥が所有する企業の、一分ごとの株価を示すもののようだ。どの株も、小刻みに上下を繰り返していたが……先ほどから、急激に下がり始めている。

　これがネフィリアの『攻撃』なのだろうか？

「株価だけではないぞ。月ヶ瀬家が所有する不動産も値下がりし、新しく起こす事業もうまくいかなくなる。要するに、私をどうにかしない限り資産をどんどん減らしていくわけだ……どうだ恐ろしいだろう」

「つまり、貧乏神に憑つかれたようなものですか」

「……もっとカッコ良くたとえて欲しいな」

　美び貌ぼうの悪魔が、拗すねたように床を軽く蹴った。

　ともあれ、これは恐ろしい攻撃だ。このままだと月つきヶが瀬せグループ全体が地盤沈下を起こしてしまう。

「ネフィリアさん、今すぐ《落魄ノ一撃プアーアタツク》を解除してください」

「それはできん」

「僕たちは生徒会の仲間ではないですか」

「……違うな、順番が逆だ。我われは魔界から月ヶ瀬家破滅の命を受け、人間界に派遣された。そして桜おう華かに近づくためにこの学園へ来て、生徒会に入ったのだ」

　桜華が唇をかみしめてうつむく。彼女にとってネフィリアは数少ない友達だったのだ。

　一かず斗とは覚悟を決める。

「では非常に残念ですが──実力行使に移ります！」

　目にもとまらぬスピードで、ネフィリアとの間合いを詰めた。

「見事。人間でありながらよくぞここまで鍛え上げたものだ……あの普通の少年がな」

　感慨深げに意味不明な事を呟つぶやいたあと、短く呪文を唱える。

　すると一斗の眼がん前ぜんに淡い色の壁が現れ──弾はじき返された。

「っ!?」

　何度も拳こぶしを打ち込むが、びくともしない。

「このバリアは《絶対防壁アブソルートウオール》。人間には絶対に壊せんよ。たとえ重火器や核ミサイルを使おうともな」

　一斗は愕がく然ぜんとした。それではどうしようもないではないか。

「まあ、そこにいるユリエルは天使であるから、我を倒せるかもしれんがな」

「え？」

　一斗と桜華はユリエルを見た。彼女は悲しげな瞳で、成り行きを見つめている。

「ユ、ユリエルさん、本当ですか？」

「はい。わたくしは天使です」

「『すごく可愛かわいいからマジ天使』という意味ではなく？」

「そ、そういう意味ではありません！　まじです！　本物の天使です！」

　ユリエルが赤くなって熱弁する。

（驚いたな。でも、これはチャンスだ）

　ユリエルをこちらに引き込めば、ネフィリアへ対抗する強い味方になってくれるはず。そう一斗が期待したとき、今度はユリエルの修道服のポケットで電話が鳴った。

「あ、はい。ユリエル・エルヴェスティですわ。はい……わかりましたわ……」

　さっきのネフィリアと同じような流れ。いやな予感がする。

　ユリエルは携帯をしまったあと、深く嘆たん息そくして、

「本当に残念ながら、わたくしもあなた方の敵となりました」

「や、やっぱり！」

「──変身トランスフオーム」

　ユリエルの修道服が消え、小柄だが胸の大きな裸ら身しんが露あらわになった。

　背中に白鳥のような翼、頭上に黄金の輪が現れる。まとうのは純じゆん白ぱくのローブだ。

「いきますわ《落魄ノ一撃プアーアタツク》」

　指先から、先ほどのネフィリアのようにビームを放つ。

　一かず斗とがかばう間もなく、桜おう華かに命中した。

「これで《落魄ノ一撃》はわたくしとネフィリアの重ねがけになりました。月つきヶが瀬せ家が保有する資産などの価値は、更なる速さで下がってゆくでしょう」

「て、天使なのに悪魔と同じ技を？」

「もともと悪魔は、天使が堕だ天てんしたもので根は同じ……まあ今そこは重要ではありません」

　白い翼をはためかせるユリエルに、一斗は更に問う。

「なぜ悪魔だけでなく、天使が月ヶ瀬家を狙うのですか」

「大財閥たる月ヶ瀬家は数々の嗜し好こう品ひんを世に送り出し、人々を堕だ落らくさせてきました。このままでは世界はソドムの町になってしまうでしょう」

　ソドムとは旧約聖書に登場する町だ。

　道徳的にあまりにも荒廃したため、神の怒りによって滅ぼされたという。

「ゆえに、天界は月ヶ瀬家の跋ばつ扈こをこれ以上看かん過かできないという結論に達したのです」

「だ、堕落だなんて！　月ヶ瀬家は人々に娯楽と癒やしを提供しているのに！」

　反論する桜華だが、ユリエルは感情を抑え込むように無表情を保っている。

　ネフィリアが、顎あごに人差し指を当てて、

「ふむ、天界はそういう理由なのか……魔界が狙う理由とは違うが、利害は一致しているな。ユリエル、ここは手を組もうではないか」

「そうですわね」

　天使が翼をはためかせて、悪魔のもとへ。

　小さな手を差し出すと……なぜかネフィリアは、壊こわれ物ものを扱うかのように握りしめた。

　そして声をそろえて、




「「悪魔ネフィリアと、天使ユリエルは、月ヶ瀬家打倒の同盟──『天てん魔ま同どう盟めい』を締てい結けつすることにする！」」




（な、なんて事だ……！）

　一かず斗とは愕がく然ぜんとする。大切な友人二人が、完全に予想外の事で敵になってしまった。

　ネフィリアが、少し申し訳なさそうに、

「残念ながら、お前たち人間が抵抗する術すべはないぞ。ユリエルにも《絶対防壁アブソルートウオール》があるからな」

「……一斗様、月つきヶが瀬せ家が破滅する前に、次の就職先を探した方がいいかもしれませんわ」

　ユリエルの言葉に、桜おう華かが声を荒げる。

「ば、馬鹿なことを。私の執事がそんな薄はく情じような訳ないわ！　ねえ一斗！」

　一斗へ向けられる黒くろ真しん珠じゆの瞳には、全ぜん幅ぷくの信頼がこもっている。

　だが執事は……こう言った。

「……ユリエルさんの言うとおりかもしれませんね」

「!!」

　桜華の身体からだから力が抜け、がくりと両りよう膝ひざをついた。

「むぅ？　忠誠心の強い一斗とは思えない結論だな」

　ネフィリアが眉をひそめた。疑問に感じるのも無理はないだろう。

　一斗は苦笑して、

「実はですね。おととい僕は、お嬢様に告白したのですよ」

「「なっ」」

　ネフィリアが紅玉ルビーの瞳を見開いた。ユリエルは怯おびえるように身を縮める。

　そして、おずおずと声をそろえて、

「「そ、それで……？」」

「見事、フラれました」

　何な故ぜか二人が、安あん堵どの吐息を漏らす。

　一斗は頬ほおを人差し指でかきながら、

「だからお嬢様と一緒にいるのが辛つらいので、辞めたいのですよ」

　生徒会室が、静寂に包まれた。

　──これは一斗の演技である。

　フラれたことを口実にし、いったん桜華から距離をおく。

　そうすればネフィリアとユリエルは一斗に対して油断し、隙が出来やすくなる。結果、《落魄ノ一撃プアーアタツク》を解除するための方法が見えてくるかもしれない。

（お嬢様ならば、阿あ吽うんの呼吸で僕の意図を察してくださるだろう）

　そう確信して、敬愛する主あるじを見ると……

　大号泣していた。

「か、一かず斗とのバカ！　私の所に居づらいのはわかるけど……うわぁあああ、阿あ呆ほ──!!」

　ダッシュで出て行ってしまった。どうやら全く察してくれなかったようだ。

　一斗は、しばし立ちすくんだあと……。

（……ま、まあ『敵を騙だますならまず味方から』と言うからな。うん）

　そう自分に言い聞かせる。

　敵であるネフィリアが右腕を、ユリエルが左腕をとってくる。

「ま、まあ元気出せ。帰りに何か食べていくか？　就職先を破滅させる詫わびに、おごるぞ」

「それよりも、わたくしが手入れをした花壇に行きませんか。一緒に花を見て、心を落ち着けましょう」

　そして一斗を挟んで、悪魔と天使が視線をぶつけあわせる。同盟を結んだばかりなのに。

　……いまいち緊張感がないが、現時点でも月つきヶが瀬せ家の資産価値は下落し続けているのだ。

「ありがとうございます、お二人とも」

　月ヶ瀬家を守る方法を考えながら、一斗は弱々しく笑う。

　そして……全く予想もしなかった事態で大切な生徒会が分裂してしまったことに、強いさびしさを覚える。

　大切な少女三人が、ずっと笑っている場所であってほしかったのだ。

　一斗は、ネフィリアとユリエルから見えないように、拳こぶしを握りしめた。
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　ネフィリアとユリエルが正体を現し、月ヶ瀬家の敵となった後、一斗は執事を辞めた。

　だがそれはあくまで表向き。二人を油断させた方が隙を見つけやすいし、いざ反撃する際も動きやすくなるだろう。

　月ヶ瀬家の屋敷から部屋を引き払い、聖せい隷れい学がく園えんの近くの古いビジネスホテルに居きよを移す。

　学校にもタキシードで通うのはやめ、隣の席の桜おう華かとは全く話さない。

　そして、三日が経過した時……。

　ビジネスホテルの一室で、一斗はノートパソコンを見つめていた。

　画面には月ヶ瀬家の会議室が映し出され、桜華、紫し鏡きよう……

　それに髭ひげ面づらの壮年男性と、漆うるし塗ぬりの煙管きせるを持った着物姿の女性がいる。

　男性は桜華の父であり月ヶ瀬財閥の総帥・春しゆん嶽がく。使用人たちからは『お屋や形かた様』と呼ばれ、慕したわれている。

　女性は桜華の母、深み冬ふゆだ。財閥内で役職は持っていないが絶大な発言力と経営手腕を持ち『月ヶ瀬財閥の陰の支配者』とも言われている。

　このメンバーにより、テレビ電話で『天てん魔ま同どう盟めい』対策会議をするのだ。

　まず紫し鏡きようが立ち上がり、壁にプロジェクターでグラフを表示させた。

『ご覧のとおり月つきヶが瀬せグループの関連株価、それに資産価値は軒のき並なみ下落中です。新事業もことごとく不振。今のところ経営に大きな影響が出るほどではありませんが、このままの流れが続けばそうはいかなくなってきます』

　春しゆん嶽がくが太い腕を組みながら、ため息をついて、

『お前達から〝天使と悪魔の仕業〟と聞いた時には〝何をトチ狂ったか〟と思ったが……この状況、それに一かず斗とが撮ってきた映像を見せられては、納得するしかあるまい』

　一斗は、月ヶ瀬家首脳陣への説得材料とするため、生徒会室での出来事をスマホで密ひそかに撮影していた。

　春嶽は威厳に満ちた顔を、紫鏡に向ける。

『天使と悪魔を物理的に倒す、という事はできないのだったな』

『はい。一斗が試みましたがダメでした。天使と悪魔には《絶対防壁アブソルートウオール》というバリアがあり、人間の攻撃を全て防いでしまうのです。月ヶ瀬家最強である私でも無理でしょう』

『ふむ。いま天使と悪魔はどうしているのだ？　逃げられたらどうしようもないが』

『これまで通り学校に通っているそうです。一斗が聞いたところでは〝生徒会活動に一ひと区く切ぎりつけるまではいる〟らしいです』

『い、意外に真面目まじめなのだな』

　当惑する春嶽に、紫鏡は無表情のまま続ける。

『はい。ですがそれは〝我々人間にはどうすることもできない〟という自信の現れともいえます』

　このままでは月ヶ瀬財閥はゆるやかに滅ぶだろう。打つ手のない状況に、重い沈黙が落ちる。

　それを一斗の、凜りんとした声が切り裂いた。

「僕に案があります」

　桜おう華かは期待のこもった眼まな差ざしを向けてきて、紫鏡は微び笑しようした。

　だが深み冬ふゆは眉まゆ根ねを寄せている。貴様ごときが出しゃばるな──そんな不快感を露あらわにしていた。

　春嶽はあごひげを撫なでながら、

『お前の事はワシも買っているからな。その案とやら、興味がある』

　一斗が頭を下げて、詳しく説明しようとしたとき……

　春嶽は桜華を見た後、イタズラっぽく笑った。

『なあ一斗よ』

「はい」

『お前の案が上う手まくいった場合、娘をくれてやってもよいぞ』

『お父様、何を仰おつしやるのですか！』

　桜おう華かが机を叩たたき、勢いよく立ち上がった。

『く、〝くれてやる〟だなんて私をモノみたいに……つまり私は一かず斗とのモノになって、あんな事やそんな事を……』

　真っ赤な頬ほおに両手を当て、長い脚をもじもじさせる。その瞳は夢見るように蕩とろけている。

　桜華の母である深み冬ふゆが不愉快そうに、吐き捨てた。

『反対です。何を馬鹿なことを』

『で、ですがお母様！　部下が大手柄をあげたのなら、それくらいの恩賞を与えて報いるべきです。すごく仕し方かたないけれど！　すごく！』

（お嬢様……！）

　一斗は心の底から感動した。

　桜華は一斗の事を何とも思っていないのに、月つきヶが瀬せ財閥のために涙をのんで、人ひと身み御ご供くうになるというのだ。

　だがそんな高貴なる者の責務ノブレス・オブリージユにつけ込むことなど出来ない。桜華の事は欲しいが、耐えなければ。

　一斗は血を吐く思いで、

「まことに失礼ながら、お断りさせていただきます」

　桜華が、くずおれるように座る。

（お嬢様。僕と結婚せずにすんで、ホッとしておられるのだな……）

　苦い思いを抱いだく一斗。何な故ぜか紫し鏡きようが額に手を当てて、深ふか々ぶかと嘆たん息そくしている。

　春しゆん嶽がくが苦笑したあと、財閥総帥としての厳しい顔に戻って、

『では話を戻そう。一斗よ。天使と悪魔に同時に攻められているこの状況を、どんな策で打開するというのだ？』

「はい、その基本方針は……」

　一斗は説明をはじめた。

　ユリエルとネフィリア、同時に対処する必要は無い。

　古来から、戦術の基本は各かつ個こ撃げき破はと決まっている。まずはどちらかに集中し、天てん魔ま同どう盟めいを突き崩すのだ。

　それには月ヶ瀬家の財力、そして桜華の力が必要である。

　深冬が煙管きせるをいじりながら『ふん』と鼻を鳴らす。

『仮に貴様の策で、天使と悪魔のどちらかを倒せたとしよう。だが残った方は月ヶ瀬家に敵対したままじゃ。《落魄ノ一撃プアーアタツク》とやらは解除されぬではないか』

「倒すのではありません。僕の狙いは──」

　一斗は『月ヶ瀬財閥の陰の支配者』深冬を相手に一歩も引かず、説明を続けた。

　春しゆん嶽がくと紫し鏡きようはその様子をジッと見つめ、桜おう華かは一かず斗とを応援するように両拳こぶしを握っていた。




　十分ほど後。

　春嶽は一斗の策に納得したあと、会議室を出て行った。

　だが深み冬ふゆは夫についていかず……一斗のノートパソコンと繋つながったカメラを一いち瞥べつする。

『神かん薙なぎ』

　夫や桜華と違い、深冬は一斗をこう呼ぶ。

　煙管きせるの先端を向けてきて、

『貴様の案には納得したが、私はお前を信じておらぬ……なぜなら五年前の事があるからじゃ。貴様は所しよ詮せん、薄うす汚ぎたない罪人よ』

　桜華が反論しかけたが、深冬にひと睨にらみされてうつむく。

　一斗は深ふか々ぶかと頭を下げた。

「仰おつしやるとおりでございます」

『その事、肝きもに銘めいじておけ』

　そして深冬は着物の裾すそを翻ひるがえし、会議室から出て行った。

　紫鏡がプロジェクターを片付けつつ『奥方様も相変わらずですね』と肩をすくめる。

　そして桜華がカメラに近づいてきた。アップになった彼女の顔は、相変わらず美しい。

　桜色の唇を引き結び、

『ご、御ご免めんなさい。お母様が怖くて、貴方あなたをかばえなかった』

「奥方様は、何も間違った事は仰っていません。だからお気になさらないでください」

　桜華はとても悲しそうに、長いまつげを伏せる。

『それにね、わたし寂しくてたまらないの。ネフィリアとユリエルを油断させるためとはいえ……一斗は屋敷にいないし、学校で会えても何も喋しやべれないし』

『そうなのですよ一斗』

　紫鏡が主あるじを押しのけて、画面に入ってきた。

『お嬢様は寂しさを紛らわすために一斗の写真を見たり、並外れた嗅きゆう覚かくで一斗のシャツやベッドをクンクンしたり……』

『わ─────!!』

　メイドの言葉を、主が絶ぜつ叫きようでかき消す。主しゆ従じゆうというより、仲の良い姉妹に見える。

　桜華は、紫鏡を必死に押し返しながら、

『そ、それにね！　一斗には、この前の事も謝りたいの』

「この前？」

『ネフィリアとユリエルが正体を現したあとのことよ。貴方に見捨てられたと思い込み、酷ひどい事を口走って』

「いいのですよ」

　一かず斗とが微笑ほほえみ返すと、桜おう華かは頬ほおを染めてうつむく。

『でもどうして？　私はあなたを……その、フッてしまったのに、なぜこんなに助けてくれるの？』

「それは関係ありません」

　執事は何の迷いも無く告げる。

「お嬢様が大切だからお守りする。それだけのことです」

『!!』

　桜華の身体からだから力が抜け、紫し鏡きようにもたれかかった。

「ですからお嬢様。どうか、お気を強くお持ちください」

『私、もう死んでもいい……』

「なぜですか!?」

　お気を強く、と言った直後なのに。

『じゃ、じゃあ一斗、お互い頑張りましょうね。私もしっかりやるから』

　桜華は一斗が立てた策に大きな役割を担になっている。彼女ならきっと、うまくやってくれるだろう。

　カメラを切った後、一斗はスマホでテキストチャットアプリのＬＡＮＥレーンを起動。あるグループに書き込みをした。

　ネフィリアとユリエルの《落魄ノ一撃プアーアタツク》を止める準備をするためだ。そして出来ることなら……元の、みんなで和わ気き藹あい々あいと過ごしていた生徒会に戻したい。

　そして会議から、一週間が経過した頃──。





　　　　▲






　帰りのＨＲホームルームが終わって教師が出て行き、教室が弛し緩かんした空気に包まれる。

　ユリエル・エルヴェスティが鞄かばんに教科書を詰めていると、クラスメイトの女子の談笑が聞こえてきた。

「昨日発売の『月刊マーマレード』見た？」

「ううん、まだ」

「『しゅにまじ』すごい展開だから早く読んだ方がいいよ。読むだけで胸がキューっとなっちゃうの』

（……しゅにまじ）

　ユリエルは心の中で呟つぶやいた。なんでも『朱に交わられ赤くなれ』という恋愛漫画の略称らしい。最近女生徒の間でブームのようで、事あるごとに耳に飛び込んでくるのだ。

（嘆かわしいですわ）

　ユリエルはため息をついた。人間はもっと高こう尚しような文学を読んで精神を磨くべき。いつも自分が読んでいる『レ・ミゼラブル』のような。

　ユリエルは鞄かばんを持って立ち上がり、しずしずと廊下へ向かう。

　クラスメイトたちが視線をチラチラと向けてくる。そして廊下へでた瞬間『うわぁ』とか『きゃ──！』という声があがった……あまり気分のいいものではない。

（わたくしの格好を笑っているのでしょうか）

　ユリエルは己おのれの修道服を見る。あちこちツギがしてあって、金持ちの子供が通うこの学園にはふさわしくないのだろう。

（これがイジメというものですね。悲しい事です）

　──だが、現実はまるで逆であった。

　ユリエルは圧倒的に可愛かわいいためクラスメイトは声をかけられず、遠とお巻まきに見守られているだけなのだ。

　その事に気づくことなく、可か憐れんな天使は再びため息をつく。

（学校で唯一楽しかった生徒会も……わたくしとネフィリアが壊してしまいましたわ）

　ユリエルとネフィリアが正体を現した日から、桜おう華かは生徒会室に来ていない。残りの三人で事務的に作業をしている。

（……桜華、悲しんでいるでしょうね）

　友人二人に加え、執事まで一気に失ったのだから。

　その事を考えるだけでも、ユリエルの胸は痛むが……

　このまま月つきヶが瀬せ家が破滅すれば、ユリエルが人間界にいる必要もなくなる。天界からは、秋の生徒会選挙が終わって次代の生徒会への引き継ぎを行うまでは、ここにいて良いと言われている。

　──つまり桜華だけでなく、ネフィリア、そして一かず斗ととも別れるということだ。耐えられるだろうか。

（……しっかりしなさい、ユリエル・エルヴェスティ）

　ユリエルは頭かぶりを振ったあと、胸の前で十字を切る。

（わたくしは神の忠実なる僕しもべなのですから）

　生徒会室の前までやってきた。

　ドアをあけて中に入ると、ソファに一斗が座っていた。部活部長会議のプリントをまとめ、ホチキスで綴とじている。

「ごきげんよう一斗様。ネフィリアは？」

「隣町の高校の生徒会から『交流イベントをしたい』という人が来まして。その相手を」

「またですか」

　この学園には、他校の生徒会から交流イベントの誘いが頻ひん繁ぱんに来る。『名門・聖せい隷れい学がく園えんの良い所を学びたい』……というのは建たて前まえで、生徒会の女子を一ひと目め見たいがためらしい。

　ユリエルは一かず斗との向かい側──ではなく隣に腰を下ろし、ホチキス止どめを手伝い始めた。

「一斗様はいつまで『びじねすほてる』暮らしを？」

「アパートを探しているのですが、なかなか安いところがなくて」

　天使の脳のう裏りに、ふと名案が浮かんだ。声を弾ませて、

「そうですわ！　わたくしが下宿させて頂いている教会に住めばいいのです。掃除などの手伝いをすれば、家賃もかかりませんわ」

　一斗と教会で暮らす事を想像する。ともに祈りを捧ささげたり、作業をしたり──とても楽しそうだ。

「なるほど、いいですね」

　その返事に、ユリエルは飛び上がりたくなった。だが一斗はこう続ける。

「……ですが少し考えさせてください。実家から学校へ通おうかとか、色々考えているのです」

　期待感が一気にしぼみ、肩を落とす。

「そ、そうですか。たしか一斗様の実家は、電車で通える距離なのでしたわね」

「はい。ですが僕、妹が苦手で……頭は凄すごくいいんですがブラコンで、常じよう軌きを逸いつするほど僕を愛しているんです。スマホを覗のぞいたりするんですよ」

「まぁ」

　ユリエルは驚いたが、まだ見ぬ一斗の妹をフォローした。

「で、ですがある意味、可愛かわいいではないですか。スマホを覗いたのは、きっと魔がさしたのですよ」

「いえ、妹は」

　一斗が作業を止めた。その手は微かすかに震えている。

「ハッキング用アプリを自作し、それを僕のスマホへ密ひそかにインストールしたのです。それを使い僕のスマホのデータを、実家から覗いていたのです」

「よくわかりませんが、すごい技能を無駄遣いしていることはわかりますわ……」

　一斗が顔面蒼そう白はくになって、

「恐ろしい事に妹は、僕のスマホの秘蔵画像も見たのです。僕が実家へ帰った時、妹が膕ひかがみや黒ストのランガードを、執しつ拗ように見せてきたのが何よりの証拠……」

「ねえ一斗様。わたくしは妹さん同様、貴方あなたにも引いていますわ」

　そんなエッジの効いた会話をしながら、三十分ほどホチキス止どめをしていると……

（お、お腹なかがすきましたわ）

　ユリエルの食事は、一日に三百グラムのパンのみ。毎朝、天界から転送術で送られてくるのだ。

　この量ではとても足りない。ユリエルは学校生活に加え、下宿先の教会で掃除、礼れい拝はい、農作業、手芸など真面目まじめに働いているため、なおさらだ。

　鞄かばんには、夕食分の百グラムのパンが入っている。まだ食べるのは早いが……先日中庭で一かず斗とにお腹なかの音を聞かれた時は、顔から火が出そうだった。あれを繰り返してはならない。

　ユリエルはパンを取り出す。堅くて味も香りもないが、大切な栄養源である。

　そのとき、一斗が思いも寄らぬ事を言った。

「そのパンってどんな味なんですか？　食べてみたいです」

「え……」

　さーっと、血の気が引いた。一斗は、自分から唯一の食料を奪おうというのか。

「ユリエルさん、生徒会を次の代に引き継いだら、天界に帰られるんですよね？　そうしたら二度とそのパンを食べる機会はないと思いまして」

（……うぅ）

　自分は一斗から職場を奪ってしまったのだ。せめてもの償つぐないに、願いは出来る限り叶かなえてあげたい。

　何より天界へ帰る前に、一斗と一つでも多く思い出を作りたい。

　ユリエルは笑顔を無む理り矢や理り作って、頷うなずいた。

「い、いいですわよ」

「よかった！　では交換しましょう」

「交換？」

　一斗は鞄から紙袋を取り出した。どうやらパンが入っているらしい。

　受け取ってみると、重さはだいたい百グラムほど。

（まだ温かいですわ。どこで買ったのでしょう。この近くにパン屋はありましたかしら？）

　どこで買ったか聞こうと思ったが……一斗はもう、ユリエルのパンを食べ始めていた。

　ならばこのパンを食べるしかない。支給されるパン以外食べたことはないが、同じ量なら問題ないと思う。

　袋をあける。

　すると『ふわっ』と芳ほう醇じゆんな香りが立ちのぼってきた。

　パンの表面は、なんとも食欲をそそる小麦色。持つと赤ん坊の肌のように柔らかい。

（普段食べているパンと、大違い……）

　ユリエルは本能に突き動かされるように、ぱくっと小さな口でくわえる。

「!?」

　未知の体験に襲われた。

　外は柔らかく、中はもちもちしている。噛かみしめるたび小麦とバターの旨うま味み、風味が広がっていく。

　ぞくぞく、と全身が震えた。まるで全細胞が喜んでいるかのよう。これに比べれば普段食べているパンなど、粘土のようなものだ。

「な、なんですのこのパン……か、神の奇跡……？」

「いえ、人類の英えい知ちです」

「人類の英知、すごいですわぁぁああああ───!!」

　ユリエルは普段の慎つつましさなど忘れ、夢中で口に運んだ。

　あっという間に食べ終わり……激しい喪失感に襲われる。もし一かず斗とが見ていなければ、手に付いたパン屑くずを嘗なめていただろう。

　しょんぼり肩を落としていると、一斗が言った。

「よければ、明日からもパンを交換していただけませんか？」

「えっ」

「ユリエルさんが天界に帰っても忘れないように、貴方あなたのパンを何度も食べたいのです。人助けと思い、お願いします」

『人助け』と言われれば、優しき天使ユリエルは断れない。

「わ、わかりましたわ」

　一斗が深ふか々ぶかと頭を下げてくる。

　その口くち許もとが微かすかに笑みを作ったことに、純じゆん朴ぽくな天使は気づかなかった。




　翌日からユリエルのもとへ、一斗は一日三百グラムのパンを持ってきた。

　具は一切使わないが、ベーグル、クロワッサン、ブリオーシュ、フォカッチャなど種類が多く、全く飽きない。しかもその全てが、ユリエルを恍こう惚こつに誘いざなうほど美お味いしいのだ。

　そして一週間後、放課後の生徒会室。

（いけませんわ……）

　来客用ソファに座りながら、ユリエルは小さな頭を抱える。

　今や彼女は、一斗のパンがなければ耐えられないほどの体にされてしまっている。今け朝さなどはパンの夢で目が覚め、煩ぼん悩のうを鎮しずめるべく教会で井戸水を頭からかぶった程だ。

　秋になれば、生徒会を次代に引き継いで天界に帰る……結果、またあの粘土のようなパン生活だ。我が慢まんできるだろうか。

　ユリエルは頭かぶりを振って、金髪を揺らす。

（神の僕しもべとして、しっかりしなくては）

　心を落ち着けるべく、鞄かばんから愛読書を取り出した。

『レ・ミゼラブル』の仏語版。

　お気に入りの場面である、主人公ジャン・バルジャンが司教ミリエルにより改心した箇か所しよを読む。

（あぁ、やはり神の慈悲こそが迷える者を救うのですわ）

　気持ちが少し落ち着いた。

　それから頬ほおを染め──もう一つのお気に入りの箇所を開く。




『ああ、コゼット。君が愛いとしくてたまらない』

『マリユス……』




　それは……ジャン・バルジャンの義理の娘コゼットと、マリユスという青年の恋の場面。

　フランス革命という激動の時代の中、二人の男女は愛ゆえに苦しみ、そして歓喜する。

　そのさまが敬けい虔けんな天使・ユリエルの心に熱い火をともすのだ。

　胸で膨らんだ修道服に、本をかき抱いだく。

（でもどうしてコゼットは、マリユスを好きになるのでしょう。コゼットにとって義理の父であるとはいえ、ジャン・バルジャンの方がずっと素敵だと思いますけれど……）

　以前からの、疑問であった。

　マリユスも立派な青年なのだろうが、苦悩や困難を越えて懸命に生きるジャン・バルジャンに比べると頼りない。

　そして天使の脳のう裏りに、以前中庭で一かず斗とに受けた質問がよみがえった。




『ジャン・バルジャンを、どう思われますか？』




　あれはどういう意味だったのだろう。

（一斗様……）

　考えてみれば不思議な少年だ。

　あの年齢で恐ろしい程に強く、しかも様さま々ざまな特とく技ぎを持っている。

　月つきヶが瀬せ家からある程度の給料も貰もらっていたはずだが、贅ぜい沢たくをしている様子もない。

　それに、彼にはどこか……ジャン・バルジャンのような『影』を感じるのだ。

　一斗を思うたび、かつてない感情に揺れてしまう。じっとしていられなくなり、ふらふらと歩き出す。

（この気持ちは何なのでしょう……胸が苦しい。ですがどこか温かい）

　続いて、脳裏に数日前のクラスメイトの会話がよぎる。




『昨日発売の〝月刊マーマレード〟見た？』

『ううん、まだ』

『〝しゅにまじ〟すごい展開だから早く読んだ方がいいよ。読むだけで胸がキューっとなっちゃうの』




　最近学園の女子は『朱に交わられ赤くなれ』──『しゅにまじ』の話で持ちきりだ。

　少女漫画というもので、しかも恋愛をテーマにしているらしい。

　コゼットとマリユスの恋物語以上に、すばらしいものが描かれているのだろうか。

　何より……それを読めば、この胸を締め付けられるような気持ちの正体が、わかりそうな気がするのだ。

　想像をふくらませながら、夢む遊ゆう病びよう者しやのように歩いていると、

「……!?」

　ユリエルは碧へき眼がんを大きく見開いた。

　生徒会長の机の脇にある『没収箱』。生徒が校則に反するものを持ってきた時に没収し、入れておく箱だ。

　その中に……携帯ゲーム機などに混じって『朱に交わられ赤くなれ　一巻』があった。

（しゅ、しゅにまじ）

　ユリエルは思わず伸ばした右手を、左手で強く叩たたいた。

「い、いけませんわユリエル・エルヴェスティ！　このような低てい俗ぞくなもの！」

　だが速攻で『しゅにまじ』を手に取る。

「……ですが考えてみれば、知ろうともせずに低俗と断だんじるのは良くない事。そのような頑がん迷めいさが、中世ヨーロッパにおいて魔女狩りという惨さん劇げきを起こしたのですから」

　激しく言い訳しながら、誰も入ってこないよう扉や窓に鍵をかける。

　そしてソファに座って読み始め──

　……

　…………

　………………

「ふぁああああああああぁ────!!」

　どっぷりはまった。

『レ・ミゼラブル』の恋愛描写も素敵だったが、あれは大河小説の一場面にすぎない。

　だが『しゅにまじ』は恋愛描写のみを煮つめたような作品だ。ユリエルがいる現代日本が舞台なので、感情移入もしやすい。

　物語のヒロインは田舎いなかで育った、無む垢くな女子校生。

　都会へ転校し、外見は紳士だが内に荒々しさを秘めた少年に惹ひかれ、染められていく……という物語だ。

　壁ドン、顎あごクイなどのお約束描写も沢たく山さんあり、免疫がないユリエルの胸に刺さりまくる。ページをめくる手が止まらない。

（こ、これからこのお話、どうなってしまうのですか!?）

　そう思ったとき、一巻は終わってしまった。

　先が気になる。没収箱の中をあさってみるが、そう都合よく見つかるはずもない。

　床に女の子座りをして、ため息をついたとき、

「そこにはありませんよ」

　突然の声に、心臓が止まるかと思った。

　施せ錠じようしたはずの窓が開き、鞄かばんを持った一かず斗とが入ってきたのだ。

（迂う闊かつでしたわ……！）

　簡単な鍵など一斗には何の意味もない。この前ラブホテルで知ったはずなのに。

　ユリエルは後ずさって壁に背をついた。

「ユリエルさん、あなたは人間の恋愛に興味がおありですね」

「ば、馬鹿な。何を根拠にそんなことを」

　ユリエルは立ち上がり、逃げようとした。

　だが一斗が神しん速そくで間合いをつめてきて、壁に手をついて退路をふさぐ。

（か、壁ドン……！）

　先ほど知ったばかりの技だ。

　一斗が顔を近づけてくる。ユリエルは小動物のように身を震わせながらも……まるで自分が『しゅにまじ』のヒロインになったような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「根拠はあります。ユリエルさんは、中庭でフランス語版『レ・ミゼラブル』を読んでいたとき……『主人公が神の慈悲によって改心したのが素晴らしい』と仰おつしやっていましたね」

「それが何か？」

「僕は妙に思いました。なぜならその時開いていた箇か所しよは、コゼットとマリユスのラブストーリーのページだったからです」

　ユリエルは声を裏返らせた。

「も、もしかして一斗様、フランス語が読めるのですか!?」

「執事のたしなみですよ。サムターン回しと同様にね」

　顔から火が出そうになった。

　得意げに、神の慈じ愛あいのシーンについて語っていたのに、実際に読んでいたのは恋愛のシーンだった……それを一斗に知られていたのだ。

　羞しゆう恥ちのあまり立っていられなくなり、尻しり餅もちをついた。真っ赤になった顔を両手で隠す。

　うろたえきった天使の前に、一斗が鞄を置いた。

「さてユリエルさん、ここに『しゅにまじ』の、現在刊行されている全巻が入っています」

「！」

　ユリエルは鞄かばんを凝ぎよう視しする。この中にあの素晴らしい物語の、続きが。

　反射的に小さな手をのばしたが……慌ててそっぽを向く。

「そ、それが何か？　どうでもいい事ですわ」

「ほぅ？」

　一かず斗とは嗜し虐ぎやく的に嗤わらう。紳士と思っていた彼に、このような一面があったとは。

「どうでもいいのですね？　なら『しゅにまじ』のネタバラシ──二巻以降の展開を全て言います。ヒロインは彼の意外な過去にショックを……」

「や、やめてぇ──────!!」

　ユリエルは絶ぜつ叫きようし、一斗の言葉をさえぎった。

　うつむいていると……顎あごを掴つかまれ、強引に上を向かされる。顎クイだ。

「ユリエルさん。素直におなりなさい」

　額がつくほどの距離で、一斗が見つめてくる。まるで『しゅにまじ』のヒロインに迫る男のように。

　怖いけれど……ゾクゾクする。おなかの奥が熱くなるような、かつてない感覚。

　そしてついにユリエルは、素直に願いを口にした。

「よ、読みたい、ですわ……」

「聞こえません」

「読みたいですわ！　わたくし『しゅにまじ』が読みたいんですわ!!」

「よくいえましたね」

　一斗が頭を撫なでてくれる。まるで犬のしつけのようだが、不思議と嫌ではない。

「では『しゅにまじ』を読む前に、今日もパンの交換をしましょう」

　一斗は鞄から紙袋を取りだし、ユリエルに差し出してきた。

「ああ、パン……！　一斗様のパン」

　麻薬中毒者とはこういう気持ちかもしれない。彼のパンを見ただけで震えがくるのだ。

　受け取るといつものように温かい。夢中になって食べていると、一斗がニコニコして、

「そんなに楽しみにしていただけるとは、桜おう華かお嬢様もきっとお喜びになります」

「……え？」

　桜華お嬢様の手作り？

　ユリエルはパンを見つめながら、わなわなと震えた。

「も、もしや一斗様は、桜華の執事を辞めていなかった……？　わたくしとネフィリアを騙だましたのですね？」

「それはお互い様でしょう」

　言葉に詰まる。確かに自分とネフィリアは、長らく一斗と桜華を騙していた。

　ユリエルは気まずさを誤ご魔ま化かすように、パンを見つめ、

「これまでに頂いたパンは、いつも温かいですが……桜おう華かはどこで作っていたのです？　家庭科室ですか？」

「あそこのオーブンでこの味は出ません。石いし窯がまですよ」

　石窯？　そんな設備、この学園のどこにもないはず。

「先日、月つきヶが瀬せ家はこの学園に地下調理場を寄き贈ぞうしました。そこに設置されたものです」

　そんな設備を寄贈されたら、生徒会員であるユリエルが知らないはずはない。工事なども、まったく見た覚えがない。

　その疑問に答えるように、一かず斗とは言った。

「学園長は月ヶ瀬家の操り人形ですからね。工事は秘ひ密みつ裏りに行っていただきました」

　月ヶ瀬家の権力と金による、力ちから技わざで行ったらしい。

　ユリエルは小さな拳こぶしを握ってうめいた。

「うう……天界が敵とみなした月ヶ瀬家。その娘である桜華が、家の財力で用意した場所で焼いたパン。それにわたくしは魅了されたのですか……」

「それだけではないのですよ」

　一斗は鞄かばんを指さして、

「この少女漫画──『しゅにまじ』の出版社を所有しているのは月ヶ瀬家なのです。つまり月ヶ瀬家がなければ『しゅにまじ』は存在しなかったのですよ」

　ユリエルは愕がく然ぜんとした。神の僕しもべとして、月ヶ瀬家を滅ぼしに来た自分が……月ヶ瀬家に作り出されたものに、激しく心を奪われている。

　ユリエルの両肩を、一斗が後ろから掴つかんできた。ひどく甘い声が、耳元をくすぐる。

「素直におなりなさい……月ヶ瀬家を滅ぼしたら、ユリエルさんは天界に帰らなければなりません。おいしいパンも、こんな面白いお話も読めなくなるのですよ？」

「……」

「悪魔との同盟──『天てん魔ま同どう盟めい』を解消して、月ヶ瀬家の味方となるのです」

「だ、誰が……わたくしは神の僕ユリエル・エルヴェスティ。貴方あなたの誘ゆう惑わくに乗るはずが」




「なかなか強情ね、ユリエル」




　凜りんとした声とともに生徒会室のドアが開き……桜華が入ってきた。

　ブレザーではなく純じゆん白ぱくのコックコート、首には赤いスカーフを巻いている。いつもは少し頼りないお嬢様だが、今は別人のような覇気に溢あふれていた。

「私のパンを気に入ってくれて嬉うれしいわ。できれば籠ろう絡らくなどではなく、純粋に味を楽しんで貰もらいたかったけれど……」

　続いて数人の女性メイドが、カートを押して入ってくる。

　それぞれのカートに、色とりどりの果物や野菜、松まつ茸たけ、カニ、マグロ一匹、羽をむしられた鳥、霜降り肉……などなどが乗っている。パンしか食べたことのないユリエルにも、これらの食材が持つ圧倒的なオーラがわかる。

　桜おう華かはコック帽をかぶりながら、

「ユリエルのため、人間界の美食の粋すいをかき集めたわ。私の腕ならば、これらを使って最高の料理が作れるでしょう……さっきのパンが付け合わせにしか思えなくなる程のね」

「!!」

　パンだけであれほど魅了されてしまったのだ。そんなものを食べたら、自分はどうなってしまうのか。

　呻うめくユリエルの耳元で、一かず斗とがささやいてくる。

「それに世の中には『しゅにまじ』くらい素晴らしい少女漫画も、たくさんあるのですよ？　それも読み放題です」

　それが、だめ押しだった。

　敬けい虔けんな天使ユリエルは、消え入りそうな声で、

「わ、わかりました……《落魄ノ一撃プアーアタツク》は解除します。月つきヶが瀬せ家を滅ぼすのは、やめますわ。だから、食べさせて……」

「それだけでは駄目です」

「!?」

「ネフィリアさんの《落魄ノ一撃》も解除させてください。あなたならできますよね。ネフィリアさんは『天使ユリエルなら、我われを倒せるかもしれん』と仰おつしやっていましたから」

　一斗の狙いは、最初からこれだったのだ。

　天てん魔ま同どう盟めいの一角であるユリエルを籠ろう絡らくし、味方にする。

　この案のメリットは、天魔同盟を突き崩すだけではない……人間には倒せない悪魔を、天使に倒させることができるのだ。

「わ、わかりましたわ……」

　この瞬間ユリエルは、敵である月ヶ瀬家がもたらす快楽に屈した。

　自己嫌悪でうずくまっていると、髪を一斗が優しくなでてくれる。

「さあ、ユリエルさん。これで貴方あなたは月ヶ瀬家の客人です。我々使用人は、精一杯おもてなしさせていただきます」

「……『我々』使用人？」

　ふと引っかかった。

　入ってきたメイドたちをみると、みな高校生くらいだ。なにより……顔に見覚えがある。

「彼女たちは月ヶ瀬家の使用人であることを表沙ざ汰たにせず、この学校に通っています。いろいろお手伝いをしてもらっているのですよ」

「おてつだい……」

　ユリエルはハッとした。この子たちは『しゅにまじ』の話をしていた女生徒ではないか！

「彼女たちはそれぞれのクラスで、いわゆるスクールカーストの上位にいます。なのでここ聖せい隷れい学がく園えんの世論を操るのは容易たやすいことなのですよ」

　ユリエルはようやく、一かず斗との策の全ぜん貌ぼうを知った。

　一斗は『レ・ミゼラブル』で、以前からユリエルの恋愛への興味を看かん破ぱしていた。

　その気持ちを刺激するため、学校に通う使用人に噂うわさ話ばなしをさせた。

　そして今日、一気に決着をつけられたのだ。

（完敗……ですわね）

　天使ユリエルは脱だつ帽ぼうした。

　だが悔しさよりも『これで一斗のことがもっと知れる』という思いの方が大きい。

（一斗様によって、わたくしは堕だ落らくするのでしょうね）

　だがこの少年となら……それも悪くはないかもしれない。




　それから敬けい虔けんな天使ユリエルは、月つきヶが瀬せ家の圧倒的マネーパワーで接待漬けにされた。

　桜おう華かお手製の贅ぜいを尽くした料理、それに大量の少女漫画、名門オーケストラの生演奏、世界的な劇団の演劇、などなど……。

　そして翌日の放課後、生徒会室。

　入ってきたネフィリアが、ユリエルの姿に驚きよう愕がくした。

「お前、何があった!?」

　ユリエルはデッキチェアにうつぶせになり、背中を紫し鏡きようにマッサージされていたのだ。一斗は扇おうぎで、ゆるやかな風を送ってくれている。

　桜華は簡易的なキッチンで、チョコレートのスイーツを作っていた。

「あ、ネフィリア、ごきげんようですわ～」

　そう言うユリエルの碧へき眼がんは濁にごり、修道服はだらしなく着き崩くずれている。白いニーソックスなど、ほぼ脱げかけていた。

「わたくし敗北してしまいましたの。月ヶ瀬家への《落魄ノ一撃プアーアタツク》も解除しましたの～」

　ネフィリアは言葉もなく、紅玉ルビーの瞳を瞬しばたたかせている。

「あと、天てん魔ま同どう盟めいは破は棄きさせていただきます」

　ユリエルはゆっくりと口をあけ、一斗にチョコレートマフィンを食べさせてもらった後、

「わたくしも、たいへん心こころ苦ぐるしいのですが……」

「心苦しい奴やつの姿勢ではない!?」

　悪魔が正論を言う。

　ユリエルは身体からだを起こし、一斗の胸に頬ほおずりした。

「わたくし、一かず斗と様にぐちゃぐちゃに汚けがされてしまいましたの。それはもう後あと戻もどりできない程、真っ黒に」

　ネフィリアが青ざめ、懇こん願がんするように一斗に問う。

「……違うよな一斗？」

「い、言い方に語ご弊へいはありますけど、否定は出来ません」

「そんな!?」

　ネフィリアが両手両りよう膝ひざをついた。

「──ではお願いします、ユリエルさん」

　ユリエルは一斗の命めいを受け、立ち上がる。

「さあネフィリア。桜おう華かへの《落魄ノ一撃プアーアタツク》を解除するのです」

「……ほう、我われと戦うつもりか。やれるならやってみろ」

　ネフィリアが禍まが々まがしい闘気を発する。

　ユリエルは間合いをつめるべく、踏み出したが……

　脱げかけていた白ニーソに脚をとられ、びたーんと転んだ。

「ユ、ユリエルさん!?」

　一斗が介かい抱ほうしてくれる。《絶対防壁アブソルートウオール》を張る間もなかったので、ぶつけた額が痛い。

「うぅ、いたいです……」

　この隙を衝ついてくるかと思い、慌ててネフィリアに視線を戻すと……

　なぜか、こちらをウットリと見つめていた。

「ダメ天使になって、涙目のユリエル……か、可愛かわいぃ……」

　目が合うと、ネフィリアは慌ててそっぽを向く。そして言い訳するように、

「……い、今ぶつかりあっても、互いに無事ではすまん。今回は見逃してやる」

　そして桜華へ手をかざし、短く呪文を唱える。

「これで《落魄ノ一撃》は解除した。だが我は月つきヶが瀬せ家の破滅をあきらめた訳ではない。首を洗って待っていろ」

　捨てゼリフを吐いて、ネフィリアは出ていった。

　ユリエル、それに一斗と桜華は、大きく息を吐いた。

　弛し緩かんした空気の中……紫し鏡きようがスマホを操作し、しばらく画面を見つめた後、

「月ヶ瀬グループ企業全体の株価が、軒のき並なみ回復に向かっています。この様子だと《落魄ノ一撃》の危機からは解放されたようです」

　ならば資産価値の下落、事業の不振などの悪影響も、いずれなくなるだろう。

　ほっと息をつく一斗の頭を、紫鏡が撫なでた。

「頑張りましたね。あなたの案がなければ、月ヶ瀬家は破滅を免まぬがれなかったでしょう」

「いえ、お嬢様の料理の腕があってこそです」

　普段は冷静な一かず斗とが、姉に褒ほめられた弟のように照れ笑いしている。

　彼のレアな表情に、ユリエルがどきどきしていると……

「一斗には、何か褒美が必要ですね──ねえお嬢様！」

「ふぇ!?」

　いきなり強く声をかけられ、桜おう華かが素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　そして紫し鏡きようが桜華に耳打ちする。ユリエルにも声が微かすかに聞こえてきた。

「好機ですお嬢様。一斗に『働きぶりに惚ほれたわ』とか言って、告白すればいいのです」

「な、なるほど……！」

　桜華が覚悟を決めたようにうなずき、一斗へ歩あゆみ寄る。

（え、え？　桜華が、一斗様に告白するのですか？）

　ユリエルは状況の変化についていけず、呆ぼう然ぜんと見つめるばかりだ。

　桜華が一斗を見上げた。両手が不安そうに胸の前で握られている。

「今回の働き、見事だったわ。……わ、私……私…………っ！」

　ユリエルは何な故ぜか、いても立ってもいられなくなった。

『一斗の耳を塞ふさいでしまおうか』と思ったが、それも悪い気がして……とにかくどうしていいか分からない。

　紫鏡はどこからかポンポンを取り出し、踊って応援している。

　そして桜華が告げた言葉は──

「わ、私…………に、これからも忠誠を尽くしてねっ」

「もちろんです。お嬢様が嫁とつがれるその日まで！」

　紫鏡がポンポンを引きちぎった。

　ユリエルの身体からだから力が抜け、ぺたんと尻しり餅もちをついた。

　そして疑問がわいてくる。

（……な、なぜわたくし、こんなに焦あせったり、安あん堵どしたりしているのでしょう？）

　頭の中がぐちゃぐちゃだ。

　かつて無いほど混乱していると、紫鏡がポンポンをゴミ箱に捨てながら、

「ユリエル様。どうやらネフィリア様は、まだ月つきヶが瀬せ家への攻撃を諦あきらめてないようですね」

「お、おそらくそうですわ」

「彼女を魔界……ですか？　そこへ追い払うことはできませんか。月ヶ瀬家の安全の為ために」

　メイドの冷れい徹てつな意見に、一斗と桜華が表情を堅くした。二人はそこまで考えていなかったらしい。

「……可能ですわ」

「そうですか。ではお願いできませんか」

　ユリエルは少し考えたあと──長身のメイドを見上げて言う。

「イヤです。ネフィリアは魔界へ追い払いません」

　一かず斗とと桜おう華かが安あん堵どの息を吐いた。やはり二人にとってネフィリアはまだ友人なのだ。

　紫し鏡きようが表情で『なぜ』と問うてくる。

「だってネフィリアを追い払ったら、わたくしは月つきヶが瀬せ家にとって不要になりますでしょう？　そうすれば贅ぜい沢たくな生活も送れなくなるかもしれません」

　ユリエルはこう言ったが、実は他にも二つ理由があった。

　まず、友人であるネフィリアを追い払うのが忍びないということ──天界や魔界の都合で壊れてしまったが、ユリエルにとっても生徒会は大切な場所だったのだ。

　もう一つは、ユリエルが月ヶ瀬家にとって不要になったら……その執事である一斗が、構ってくれなくなるのではという不安。

（わたくしは心に芽め生ばえた、この感情が何かを知りたいのです）

　そのためには一斗の側そばにいることが必要だと、本能的にわかるのだ。




　──そして。

　一斗の作戦と桜華の料理の腕で、月ヶ瀬家は破滅の危機を免まぬがれた。

　だがそのために、天使ユリエルに眠っていた感情を目覚めさせてしまったのだ。
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　一かず斗とと桜おう華かの活躍によって、月つきヶが瀬せ家の危機は解消された。ユリエル、ネフィリアが《落魄ノ一撃プアーアタツク》をやめたため、株価や資産価値などは『天てん魔ま同どう盟めい』前の水準まで戻り、不振だった事業も持ち直している。

　あらためて状況を整理すると……

　月ヶ瀬家は桜華の料理とカネの力で、天使ユリエルを丸め込んだ。

　天使ユリエルは悪魔ネフィリアを牽けん制せいしている。倒さない理由は、月ヶ瀬家とのつながり（カネによる接待と、一斗が構ってくれること）を保つ為ためなどだ。

　悪魔ネフィリアの《落魄ノ一撃》は、月ヶ瀬家へ危機的ダメージを与えることができるが、ユリエルが牽制しているため手を出せない。

　すなわち天魔同盟のときは『ネフィリア→桜華←ユリエル』という状況だったが……

『桜華→ユリエル→ネフィリア→桜華……』という形に激げき変へん。

　まさに三すくみ。それぞれが牽制し合って動けない状況になったのだ。




　そして週末。月ヶ瀬家の屋敷の厨ちゆう房ぼう。

　桜華はコックコートをまとい、月ヶ瀬グループ飲食部門・特別顧問の仕事に励はげんでいた。

　グループが経営する高級フレンチレストランの外国人シェフ──ミジェランでも星を得ている──に、コース料理を作って貰もらったのだ。

　桜華はそれを食べて、こう評する。

「美お味いしいですが、まだまだ改善の余地があります」

　そして同じメニューを、一段上の味で作り上げた。

　小娘にダメ出しされて不満顔だったシェフも、これを食べては黙るしかない。

　一つ一つ改善点を指摘した後は、シェフの表情は尊敬に変わっていた。

「ミス桜華……美しく聡そう明めいで、凜りんとしている。まさに貴方あなたこそヤマトナデシコですな」

「お褒ほめいただき恐縮です。失礼いたしますわ」

　シェフの熱い視線を感じながら、桜華は颯さつ爽そうと厨房を出た。

　廊下で待っていた紫し鏡きようを伴ともない、自室へ戻る。

　そして。

「死にたい……」

　紫鏡にコックコートを脱がせてもらいながら、重いため息をつく。

　脳のう裏りによぎるのは先日の……『一斗の功績を認め、その流れで告白する』という大きなチャンスを逃してしまったこと。

　一かず斗とがビジネスホテルを引き払い、屋敷に戻ってきたことは嬉うれしいのだが。

　桜おう華かの心境を察した紫し鏡きようが、嘆かわしいとばかりに、

「本当にお嬢様は、料理が絡からまないとヘタレでいらっしゃいますね」

「ヘ、ヘタレ……貴方あなたは仮にもメイドなのだから、主あるじたる私への言葉を選びなさい」

「選びに選んで、ヘタレという言葉にしたのです。もし選んでいなければ、お嬢様は言葉のナイフにより再起不能です」

　ヘタレ扱いでも、加減してくれていたらしい。

「わ、私だって頑張っているわ。昨夜だって『一斗大好き』と書き連ねた日記帳を、一斗の部屋の前の廊下においておいたの」

「ははぁ」

「普通、私の事が好きなら見るでしょう？　でも一斗は『お嬢様のプライバシーですから』と見もせずに返して来たの、あのバカ！　でもそんな誠実な所もたまらないの……」

「罵ば倒とうするかノロケるか、どちらかにしてください」

　そう言われたので、スマホの一斗の写真フォルダを開いてノロケる。

　五年前、彼が屋敷に来てから撮りためたもので、すでに一万枚を超えている。

「ほら見て紫鏡。一斗はこのアングルが、特に素敵」

「も、もうわかりましたお嬢様。で、次は一斗にどうアプローチするおつもりですか？」
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　それはね、と桜おう華かは一回転し、黒髪を翻ひるがえす。

　そして必殺技のように右手を突き出した。

「名付けて──『友達の話なのだけれど』作戦！」

　紫し鏡きようが無表情になり、もくもくとコックコートを畳たたみはじめた。

　テンションのあまりの高こう低てい差さ。

　桜華は頬ほおを染めて、しずしずと右手をおろしながら、

「た、たとえば紫鏡が、誰かから『友達の話なのだけれど』って相談されたらどう思う？」

「『相談者本人の悩み』だと思うでしょうね。『友達の話』というのはカモフラージュの事が多いです」

　我わが意いを得たり、と桜華はうなずき、

「一かず斗ともきっとそう思うに違いないわ。だから私が『友達の話なのだけれど、その人は大好きな執事に告白されたのに、動揺のあまり断ってしまって……』とか言うの」

　そうすれば一斗は『これはもしかしてお嬢様のことではないか？』と思うに違いない。

　桜華は下着姿のまま腕組みし、自信満々で、

「どう思うかしら紫鏡？　忌き憚たんのない意見を聞かせてちょうだい」

「いや、シンプルに一斗へ『貴方あなたが好きなの』と言えばいいではないですか」

「……」

　忌憚のない正論に、お嬢様は返す言葉もなかった。

　だがそこで信念を曲げないのが、桜華がヘタレたる所以ゆえんである。

　ドレスを着た後、ＬＡＮＥレーンで一斗へ『これから中庭でティータイムをする』と伝える。

　そして信頼するメイドへ、固く誓うのだった。

「紫鏡……わたし頑張る！　『友達の話なんだけど云うん々ぬん～』と言って、一斗に私の気持ちを察してもらい、彼に告白してもらうわ」

「頑張る割合が、一斗の方が多いですね……」





　　　　▲






　屋敷の中庭には薔ば薇ら、ハイビスカス、スズランなどが咲き乱れている。

　澄んだ池の側そばにあるテーブルに、神かん薙なぎ一斗はティーセット、それにクッキー、スコーンを並べていた。桜華ほどではないが、一斗も執事として様さま々ざまな料理を作る事ができる。

「待たせたわね、一斗」

　桜華が黒髪を陽よう光こうに輝かせ、歩いてきた。一斗が引いた椅子に、長い脚を組んで座る。

　一斗はロイヤル・コペンハーゲンのティーカップに紅茶を注ぎ、差し出した。

　いつもの桜華なら香りを楽しんだあと、ゆっくりと口に含む……のだが。

　カップも手に取らず、一かず斗とをチラチラと見上げてくる。目が合うと慌ててそらし、不安げにスカートを弄いじっている。

「か、一斗、少し相談に乗ってくれる？」

「はい、なんでしょうか」

「これは友達の話なのだけれど、その子は総資産五百兆円を超える超大金持ちの娘で……」

　そこまで言って桜おう華かは、頬ほおに手を当てた。

「あれ？　よく考えてみると『資産五百兆円』なんて金持ちが、そんなにゴロゴロいる訳ないわ……」

　何やら悩んでいるようだが、やがて吹っ切れたように続ける。

「そ、その友達はね。雇っている執事が……だ、大好きなの。そしてこの間、執事から告白されたらしいの」

「……ハッピーエンドですね」

「ええ、でもその子は混乱のあまり、五分ほど執事を罵ば倒とうしてしまって……」

　そして桜華は、言い放った。

「その後ようやく『好き』と返事したの！　でもすでに、その前の罵倒で執事は気絶していたのっ!!」

　沈黙が訪れた。

　一斗を、桜華が期待のこもった眼まな差ざしで見上げてくる。テーブルの下の長い脚が、もじもじと動いている。

　そして十秒ほど経たってから……一斗は愛するお嬢様へ告げた。

「それは、女の子が悪いですね」

「!?」

「好きな男に告白されて、なぜ罵倒するのですか。普通に喜べばいいではないですか」

　うっ、と桜華は声を詰まらせた後、人差し指を立てて、

「で、でもね一斗！　その子はツンデレなの」

「ツンデレとか意味がわからないですね。漫画やラノベではないのですから」

　一斗は吐き捨てた。『桜華の友人に仕える執事』の苦労を思い、拳こぶしを握りしめる。

「きっとその執事は、勇気を出して愛を告げたのですよ──僕には痛いほどわかります」

　でしょうね、と桜華は呟つぶやいた。

　そして一斗は、主あるじを真まっ直すぐに見つめ、

「まことに失礼ながら──お嬢様のご友人は、性格がねじ曲がっているに違いないです」

「……」

「いくら資産五百兆円の令嬢であろうともね。まさに格差社会が生んだ闇です」

「闇……わたし、闇……」

　桜おう華かがうつろな目で、ブツブツとつぶやいている。

　そして一かず斗とは、微び笑しようした。

「でも、良かった。本当に良かったです」

「も、もしかして……」

　桜華の黒くろ真しん珠じゆの瞳が、希望に輝いた。

「もしかして『私の友達』というのが、誰を指すかわかったのっ？」

「いいえ、友達があまりいないお嬢様にも、そんな深いお悩みを相談してくれる方が出来たのかと思い、嬉うれしくて」

「……」

　桜華は立ち上がり、言い放った。

「一斗の馬鹿！　私が相談された友達っていうのは……ほ、本当は存在しないの！」

「つまりエア友達ですか？」

「もー!!」

　桜華がはげしく足踏みして、黒髪を揺らす。

　どうも主あるじが言いたいことがわからない。一斗はしばらく頭をひねり──

「も、もしかしたらその『友達』とは」

「はいはい、どうせまた勘違いするんでしょう」

　ヤケ気ぎ味みにスコーンを食べる桜華に、言い放つ。

「まさか、お嬢様本人という事はないですよね？　で、告白したのは僕という……」

「!!」

　桜華がスコーンを喉のどにつまらせた。

　一斗には知る由よしもないが、ようやく桜華の作戦通りの流れになったのである。

　だが超絶のヘタレである彼女は、突然訪れたチャンスにうまく対応できない。絶好のスルーパスを受けた駄目フォワードのように、明後日あさつての方向へシュートを放つだけだ。

「な──何を言っているのかしら一斗！　自意識過剰というものよ。全く！」

　一斗はくずおれるように、ひざまずいた。

　己おのれの勘違いに、全身から冷や汗が出てくる。

「も、申し訳ありません、僕としたことが……！　お嬢様が僕のことを好きなどに有り得ないというのに」

「ち、違うのごめんなさい……あぁ、もう、私……」

　桜華はどうしていいかわからない様子で、一斗に歩あゆみ寄ってくる。

　すると。

　とつぜん側そばの池から、ザバーと水音がして……紫し鏡きようが飛び出してきた。口に竹たけ筒づつをくわえているところを見ると、忍者のように潜っていたらしい。

　エプロンドレスは勿もち論ろんずぶぬれで、起伏に満ちた肢し体たいに張り付いている。その行動の意味が、一かず斗とには全くわからない。

　いっぽう桜おう華かは、大いに狼ろう狽ばいしている。０点の答案が親に見つかった子供のようだ。

「し、紫し鏡きよう……!?　聞いていたの？」

　紫鏡は凍いてつくような瞳で、

「お嬢様。ちょっと相談に乗っていただけますか」

「え、ええ」

「これは私の友達の話です。その子はメイドをしているのですが……主あるじがヘタレすぎて唾つばを吐きつけたいらしいんですよ」

「その友達って、貴方あなたよね!?」

　なぜか桜華が、確信したように叫んだ。

　いっぽう一斗は死にたい気分で、うずくまっていた。

（ぼ、僕はなんて、恥ずかしい思い違いをしてしまったんだ……！）

『自意識過剰の痛い奴やつ』だと己おのれを勘違いし、身もだえするのだった。





　　　　▲






　そんな具合に、月つきヶが瀬せ家のお嬢様が安定のヘタレさを発揮している頃……

　大悪魔ネフィリア・クロウリーは、聖せい隷れい学がく園えんの近くにそびえる立派なマンションの一室にいた。魔界から定期的に金が転送術で送られ、生活にはある程度余裕があるのだ。

　薄暗い部屋には『鉄の処女』『三角木馬』『苦悩の梨なし』などの拷問器具が並び、壁には鞭むち、山や羊ぎの頭の剥はく製せいなどが掛けられている。

　ネフィリアが座る机のパソコンには、ヒモのような服を着た、妖よう艶えんな女性が映っている。

　直属の上司である悪魔レラィエだ。『月ヶ瀬家に《落魄ノ一撃プアーアタツク》をかけよ』と電話で命じた者である。

『ネフィリアよ、貴様の報告書は読ませてもらった』

「はい」

『月ヶ瀬家の執事・神かん薙なぎ一斗か──悪魔と天使に狙われるという絶体絶命の状況を覆くつがえすとはな。天使を籠ろう絡らくして三すくみ状態に持ち込むとは、敵ながら見事な発想だ』

　一斗を褒ほめられてネフィリアは嬉うれしくなる。とうぜん顔には出さないが。

『あのクズ男の息子とは、とても思えんな……だがこのままでは魔界の計画に支し障しようをきたすであろう』

　魔界の狙いとは、結論から言うと世界恐きよう慌こうの再来である。

　日本経済の中核を担になう月ヶ瀬家。それを狙って派遣されたネフィリアと同じように……

　世界各国の大企業には、同じ使命を持った悪魔が派遣されている。その悪魔達が全て《落魄ノ一撃プアーアタツク》で企業にダメージを与えれば、世界恐きよう慌こうを起こすことも可能であろう。

　そうすれば世界は怨えん嗟さの声で満たされる。それは悪魔にとって何よりの栄養となるのだ。

　レラィエが資料をめくり、

『さてネフィリアよ。報告書によれば、天使ユリエルはカネの力だけで籠ろう絡らくされたわけではない──神かん薙なぎ一かず斗と個人にも、強い興味を示しているようだな』

「そう思います」

『すなわち……神薙一斗を月つきヶが瀬せ家から引き離せば、ユリエルが月ヶ瀬家を守る動機は大幅に弱くなるのだ』

　確かにそれなら、三すくみによる均きん衡こうは崩れるだろう。

　ユリエルの妨害がなければ、悪魔陣営は月ヶ瀬家を簡単に滅ぼせるはずだからだ。

　そして、レラィエは言い放った。

『ネフィリア・クロウリー。貴様に新たな指令を与える──神薙一斗を、籠絡せよ！』

「……！」

『貴様は生まれたとき、魔王様から『この子は、〝一万年に一人のドスケベボディ〟になるであろう』と予言された女。その通りエロく成長した肉体で、神薙を骨ほね抜ぬきにしてやれ』

　ネフィリアは自分の起伏に満ちた身体からだが、好きではない。

（そういえば……一斗に初はじめて会った日、身体のことについて相談したな）

　聖せい隷れい学がく園えんに入学してからではなく、それより前のことだ。

　ネフィリア・クロウリーは、しばし追つい憶おくに浸ひたる。




　──五年前。

　ネフィリアはレラィエの仕事の付き添いで、魔界から人間界へやってきた。当時は今からは想像もつかない程の幼おさない体型で、野や暮ぼったい格好をしていた。

　ネフィリアは人間界の見慣れぬ景色に大興奮し、レラィエとはぐれてしまった。

（こ、困ったよぅ……）

　仕事の拠点となるアジト──ホテルが書かれた地図を見ても、土と地ち勘かんがないのでさっぱりわからない。

　公園のベンチに座り、頭を抱えていると……声をかけられた。

「ハ、ハロー？」

　そこで出会ったのが、一斗だった。

　清潔感はあるものの、ずいぶん着き古ふるした感じの服を着ていた。あちこちツギがしてある。

　後ろには彼の妹──神薙カノン。まるで主人を取られる犬のようにこちらを警戒している。胸にはウサギのぬいぐるみを抱きしめていた。

　一かず斗とは一生懸命に、妙な言葉を話し始めた。

「アナタ困ってる？　それなら、俺、ヘルプする」

「あの私、日本語わかるよ」

　一斗は、ほっと息をついて、

「それなら良かった。何か困ってるの？」

「ここの場所がわからなくて」

　ネフィリアが差し出した地図を、一斗はまじまじ見つめ、

「あぁ、このホテルならわかる。案内するよ」

　一斗にうながされ、ネフィリアは歩き出した。

　こちらの緊張を感じたのか、それを和やわらげるように彼が話題を振ってくれた。

「ここへは観光旅行？」

「う、ううん。先輩の仕事を見学するために人間界ここへ来たの」

「仕事の見学って……俺と同じくらいの年なのに大変だね」

「別に魔界──私の国では普通だよ。でも将来、仕事をうまくできるか自信がないの」

　ネフィリアはうつむく。悪魔は肉体を使ってターゲットを誘ゆう惑わくしたりする。恥ずかしがり屋の自分にそんな事が出来るだろうか。

「ふぅん。でも見学までさせるってことは、君は期待されているんだろう？」

「うん……先輩からは『お前は一万年に一人のドスケベボディになるんだから、頑張れ』って」

「何の仕事!?」

　それから一斗は『児童相談所か警察に連絡したら？』と親しん身みになって提案してくれた。むろん断ったが、彼の優しさは嬉うれしかった。

　少しして、ホテルへたどり着く。

　ネフィリアは礼を言ったあと、中へ入ろうとしたが……なんとなく一斗と別れ難がたくて、脚が動かない。

　一斗もなぜか、すぐに帰ろうとはしなかった。

　ネフィリアがモジモジして、一斗、それに妹が持つウサギのぬいぐるみに視線を向けたとき……

「このぬいぐるみが、気に入った？」

　一斗が問いかけてくる。確かに気になっていたので頷うなずくと、

「じゃあ今度、作って持ってこようか」

「え、これ、貴方あなたが作ったの!?」

　驚くネフィリアだが、一斗は何でもない事のように頷く。

「カノン──妹の、もう着れなくなった服を再利用して作ったんだ」

　ツギハギの服といい、ずいぶん物を大切にするんだなとネフィリアは思った……一かず斗との一家が、父の浪ろう費ひ癖ぐせのため極ごく貧ひんにいると知るはずもなく。

　黙って話を聞いていたカノンが、元気に手を挙げて、

「お兄ちゃん！　私も、このお姉ちゃんの為ためにお人形さん作りたい」

「おお、ブラコンのお前なら、てっきり嫉しつ妬とするかと思ったけど……お兄ちゃん嬉うれしいぞ」

　喜ぶ一斗に、カノンは無む垢くな笑顔で、

「うん。わたし心を込めて……ワラでお人形さんつくって『お兄ちゃんは渡さない』って絶ぜつ叫きようしながら木に打ち付けるね」

　それは丑うしの刻こく参まいりという、呪のろいの儀式ではないだろうか。

　ガタガタ震える悪魔に、一斗は申し訳なさそうに謝ってきた。




　それから三日後。

　一斗は約束通り、ホテルにウサギのぬいぐるみを持ってきてくれた。

　手作りとは思えない程きれいな形で、様さま々ざまな古着をうまく使っているためカラフルだ。

「か、可愛かわいい……本当にありがとう！」

「そうか。喜んでもらえて、俺もうれしいよ」

　一斗が頭をかき、照れたように笑う。

「……!!」

　瞬間、頬ほおが熱くなった。

　今まで味わったことがない、心を鷲わしづかみにされたような感覚。

　なぜか一斗と目を合わせられない。自分の野や暮ぼったい格好が恥ずかしく思えてきた。

「どうしたの？」

　一斗が心配そうに覗のぞき込んでくる。顔が近くなって、更にドキドキする。

「ち、ちょっとクラっときたの。なんだろう。こんな感じ初はじめてで、胸が苦しい」

「胸が苦しい？　それはもしかして……」

　一斗が、真剣きわまりない顔で告げる。

「妹による、君への丑うしの刻こく参まいりのせいかな」

　温かな気持ちに、冷ひや水みずをぶっかけられた。

　一斗が慌ててフォローしてくれる。

「だ、大丈夫だよ！　妹は何度も親父おやじを丑うしの刻こく参まいってるけど、親父ピンピンしてるし」

「呪いの効果がないのは安心できたけれど、あなたの家庭環境が不安になってきた……」




　──これがネフィリアと、一斗の出会い。

　人間界に来て不安だった彼女に、彼は本当に優しくしてくれた。

　だがネフィリアは、意図せず彼を裏切ってしまう。

　一かず斗との父を破滅させ、神かん薙なぎ家を危機に追いやったのは……先輩・レラィエなのだ。

　人間界に滞在中にその事を知ったとき、ネフィリアは愕がく然ぜんとした。

　それから一斗に会うこともかなわず、魔界へ強制的に連れていかれた。

　そして四年後……見違えるほどの美び貌ぼうと、色気あふれる身体からだに成長したネフィリアは、月つきヶが瀬せ家監視のため地上に派遣された。

　桜おう華かへ近づくという目的で、月ヶ瀬家の子供が必ず通う聖せい隷れい学がく園えんに入学する。そしてそこで逞たくましく成長した一斗と再会したのだ。

　学園の人ひと気けのない所へ行って、大泣きした程に嬉うれしかったが……運命は皮肉だった。

（一斗が、魔界の標的である月ヶ瀬家の執事になっていたとは）

　彼が自分自身を『俺』から『僕』と呼ぶようになったのも、その職に就いたためだろう。

　一斗は大切な人だが……ネフィリアは誇り高き大悪魔。手加減はしない。

　画面の中のレラィエが命じてくる。

『ネフィリア。神薙一斗を魅了して味方に引き入れよ。そうすれば悪魔、天使、月ヶ瀬家の三すくみ状態は崩れ、月ヶ瀬家を滅ぼすことも可能になろう！』

「はっ！」

　悪魔陣営の反撃が、これから始まる。
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　生徒会の活動は、ネフィリアとユリエルが正体を現した直後は大混乱し、仕事がかなり滞とどこおった。

　だがこのところ、やや活発さを取り戻している。

　月つきヶが瀬せ家への攻撃を中断したネフィリアは生徒会長としてテキパキ働き、その指示を受けて一斗、桜華、ユリエルが動く。

　だが当然……ネフィリアと、他の三人の間に溝みぞがある。そのため四人で力を合わせて運営していた時より活気に欠ける。

　それが一斗は寂しかった。

（ネフィリアさんが月ヶ瀬家攻略を諦あきらめて、以前のように四人で仲良く過ごせれば……）

　そう願わずにはいられないのだ。

　そして金曜日の夕方。

　一斗は校庭の隅の体育倉庫で、備品のチェックをしていた。マットやハードルなどの耐たい用よう年数を確認し、それが過ぎていたら購入の手続きをするのだ。

　備品のラベルを確認し、手元の資料と照らし合わせる。空気が悪く、あまり長居したいところではない。早く終わらせるため、頑張って作業していると、

　背中を『すっ』と撫なでられるような色っぽい声がした。

「か　ず　と」

　慌てて振り向くとネフィリアがいて、後ろ手で引き戸を閉めている。

　暗がりに彼女の紅玉ルビーの瞳が、妖あやしく輝いている──何か企たくらんでいるのだろうか。

（油断していた……）

　ここにユリエルはいない。《絶対防壁アブソルートウオール》を活用されたら、一かず斗とに抵抗する手段はない。

「安心せよ。お前に暴力を使う気はない……暴力はな」

　ネフィリアが近づいてくる。歩くたび制服のブラウスに包まれた胸が揺れ、途と轍てつもなく艶つやっぽい。よどんだ体育倉庫の空気を、ネフィリアの甘い香りが打ち払っていくようだ。

（まさか僕を……籠ろう絡らくするつもりか!?）

　その予感は的中した。ネフィリアは唇を舐なめて、鼻がつくほど距離をつめてくる。

　──魅入られて動けない。

　ネフィリアの色気はそれほどに圧倒的なのだ。オスの本能が勝手に屈くつ服ぷくしてしまう……これはもう、異能といっていいレベルである。

「我われに身を任せよ」

　美しき悪魔は一斗の頬ほおを撫でたあと、首筋、胸、腹……そしてズボンに触れてくる。

　そしてなんと股間のファスナーをつまみ、一気に下ろして……

　速攻で戻した。

　ネフィリアの顔は真っ赤で、目にはじんわり涙が浮かんでいる。

「……ネフィリアさん」

「ひゃ!?」

　ネフィリアが飛びすさり、マットに尻しり餅もちをついた。

「もしや、怯おびえているのですか？」

「ば、馬鹿を言え！　これは悪魔の焦じらしテクニックというものだっ」

　強弁はしているが、めくれたスカートをガッチリ押さえているため説得力は弱い。まるでこっちが襲っているようだ。

　ネフィリアは手負いの獣のように「う～」と唸うなっていたが……

　制服の胸ポケットから文庫本を取り出し、後ろを向いて読み始めた。

　一斗は表紙を覗のぞき込んでみる。そのタイトルは──

『できる！　色いろ仕じ掛かけ』（魔界出版）

　どうやら魔界で刊行されている、色仕掛けのマニュアル本らしい。沢たく山さんの書き込みや付ふ箋せんを見ると、よほど読み込んだようだ。

　ネフィリアが震える手でページをめくり、

「や、やはりまだ、ズボンを下ろすのは無理……最初の色いろ仕じ掛かけは、手を繋つなぐことからやってみよう」

「それ、色仕掛けですか？」

「り、立派な色仕掛けだろう！　では一かず斗との考える色仕掛けとはなんだ！」

　ネフィリアはそう強弁しつつも、ペンを構えた。メモるつもりらしい。

　一斗は顎あごに手を当てて考え、

「たとえば僕の×××を、あなたの×で××とか──」

「な、何な故ぜ貴様『できる！　色仕掛け』の最終奥義を知っている!?」

（大したことないな『できる！　色仕掛け』）

　交際経験のない一斗でも思い浮かぶのが、最終奥義とは。

「くっ、さすが月つきヶが瀬せ家の執事……今日はここまでにしてやる。次に会う時が、貴様が我わが虜とりこになるときだっ」

　先送り感がハンパない言葉を放ち、体育倉庫を飛び出していく。戸をちゃんと閉めていくあたり、彼女の人の良さが滲にじみ出ている。

「……ん？」

　一斗は床に『できる！　色仕掛け』が落ちているのに気づいた。忘れていったようだ。

　引き戸がちょっとだけ開き、すごく気まずそうにネフィリアがのぞきこんでくる。

「あ、あの……それ」

「……えぇと、さっき『次に会ったときが、貴様が我が虜になるときだ』と」

「こ、これはノーカウントだ！　常識で考えろ！」

　籠ろう絡らくしようとした悪魔に、常識を説かれても。

　一斗が本を返すと、彼女は豊かな胸にそれを抱き「ありがと……」と呟つぶやいて出ていった。

　一斗の全身から力が抜け、マットに腰を下ろす。

（あ、危なかった。ネフィリアさん色っぽすぎる）

　さっきネフィリアが全身全霊で誘ゆう惑わくしてきたら、耐えきれる自信がなかった。それほど物もの凄すごい色気を彼女は持っているのだ。

　しかも、これから攻勢を強めてくるらしい。

（なんとか対抗しないと）

　一斗はネフィリアのお色気攻勢に立ち向かう覚悟をし、ある備えをすることに決めた。





　　　　▲






　その日の夜。

　ネフィリア・クロウリーは自宅マンションのリビングにいた。

「はぁ。全然『できる！　色いろ仕じ掛かけ』通りに出来なかった……我われは駄目な悪魔だな、ウサぴょん」

　話しかけるのはウサギのぬいぐるみ『ウサぴょん』だ。ネフィリアの一番の宝物である。

　ほかにも沢たく山さんのぬいぐるみが、あちこちに並べられている。

　クッションやソファはパステルピンク。部屋着はフリルが沢山ついた、純じゆん白ぱくのネグリジェ……聖せい隷れい学がく園えん一の色気を持つ生徒会長は、可愛かわいいものが大好き。

　五年前に『ウサぴょん』を一かず斗とに貰もらって以来、そういう趣味に目覚めたのである。

「我、任務じゃなく、普通に女の子として一斗と仲良くしたかったよ」

　続いてネフィリアは……ウサぴょんを自分に向け、ピコピコ動かしながら裏声を出す。

『でもねネフィリア。考えようによっては籠ろう絡らくのターゲットが一斗でよかったぴょん！』

　美しき悪魔は、しらじらしく首をかしげながら、

「どういう事？　ウサぴょん」

『たとえば、〝そのへんのオッサンを籠絡しろ〟とか命じられたら、どうだぴょん？』

「うん、死にたくなる……」

『だったらターゲットが一斗なのは、むしろ運が良かったんだぴょん！　だから頑張って。できるよ籠絡！』

「ありがと、ウサぴょん！　我と貴方あなた、ずっと友達だよ！」
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　そんなキツめのやりとりをしていると、スマホのアラームが鳴った。

　魔界にいる先輩、レラィエへの定時報告の時間だ。

　重い足取りで立ち上がり、全く張りのない声で、

「はぁ[image: ][image: ]……変身トランスフオーム……」

　角と翼、尻尾しつぽを出し、露出が多すぎる悪魔の服に一瞬で変化する。誰も見ていないけれど、手で胸と尻しりを隠す。

　ドアをあけて、定時連絡用の部屋に入った。

　そこはピンクが基き調ちようのリビングとは正反対に、どす黒い内装だった。

　鉄の処女や三角木馬、極きわめつきは山や羊ぎの首の剥はく製せい……見るだけで気が滅め入いる。

　だが以前、定時連絡をぬいぐるみだらけのリビングでやったら『もっと悪魔らしくしろ』と一時間も説教されたので、やむなくこの部屋を模様替えしたのだ。

　一人二役で、ぴょんぴょん言いながらウサギのぬいぐるみと話していると知られたら……磔はりつけにされるかもしれない。

　恐ろしい想像に戦せん慄りつしつつ、蝋ろう燭そくをつけて怪しいムードを高める。

　ノートパソコンを立ち上げ、魔界とのネットにつなぎ、テレビ電話ソフトを起動する。

　すぐに先輩悪魔・レラィエの顔が映し出された。

『どうだネフィリア。神かん薙なぎ一かず斗とは籠ろう絡らくできたか』

　体育倉庫でのグダグダぶりを思い出すと、冷や汗が出てくる。

「くっ……」と苦く渋じゆうの表情を作り、拳こぶしを握りしめた。『頑張った感』を出すためだ。

「奮ふん励れい努力しましたが、残念ながら力ちから及およばず」

『……そうか。貴様のドスケベボディによる籠絡が通じないとは、その少年、かなりの自制心を持ってると見えるな』

（そんな身体からだ、いらなかった）

　色気よりも、ユリエルみたいな愛らしさが欲しい。

（いいなぁユリエルは。我われとちがって、可愛かわいい服も似合うだろうし）

　以前『天てん魔ま同どう盟めい』を結ぶ際に握手したときは、あまりの手の小ささにびっくりした。あのお人形さんのような容姿は、ネフィリアの憧れなのだ。

『……ネフィリア？　聞いているか？』

　声をかけてきた先輩に、慌てて頭を下げて、

「も、申し訳ありません。それで私は任務を果たすため、どうすればよいのでしょうか」

　先輩悪魔は『ふむぅ』と首をひねって考えたあと、思わぬことを言った。

『性癖を探れ』

「は？」

『神薙一斗の性癖をつきとめるのだ。さすれば籠絡への近道となろう』

　なるほど。たとえば一かず斗とが巨乳好きなら、ネフィリアは大きな胸を活用して迫ればいい。

「な、なるほど、さすがレラィエ様であります」

　レラィエは冷静な表情のままだが、その尻尾しつぽは得意げに揺れている。

『その為ためには、人間の性癖全般への知識が必要だ。そこでお前には、ここへ行って貰もらう』

　レラィエからメールが送られてきた。本文にはホームページのアドレスが書かれている。

　クリックした。

　すると女性の裸の写真や、えっちな絵が画面にいくつも表示された。

　ひっ、と悲鳴をあげかけたが、口こう内ないを噛かんでこらえる。大悪魔としてこれしきで騒いではならない。

『ネフィリアよ。ここは〝エロマックス〟という、えっちな本やＤＶＤが多数売られている店のサイトだ。貴様の住処すみかの近くにある』

　嫌な予感しかしない。

『ここには人間界の性的嗜し好こうのほとんどが網もう羅らされているという。必ずやその中に、神かん薙なぎ一斗の好みのジャンルがあるはずだ──貴様はこの店に行って、知識を深めるのだ」

　テンションがガタ落ちしたが、仕事ならやむをえない。

『ネフィリア。参考になりそうなものは資料として購入せよ。ＤＶＤや本、それにえっちな服や器具も買ってよし』

「ふ、服──器具!?」

『あとで経費として処理するから、手ぬかりなく領収書も貰うのだぞ。宛あて名なは〝魔界〟だ』

　さーっと、血の気が引く。

　もしもえっちな服や器具を買って〝魔界〟という宛名で領収書を貰ったりしたら……。

『まあ従業員は、貴様が〝魔界〟というえっちな店で働いていると思うかもしれんが……気にするな』

（しますよ!!）

『ネフィリアなら、従業員から『貴方あなたの店に必ず行きますよ』と言われるかも知れんな。ははは』

　笑い事ではない。

　ネフィリアはそんな未来を阻止するべく、必死に頭を回転させた。

「レラィエ様。人間界にはネット通販なるものがございます。その方が効率的にえっちな物資を手に入れられるのではと、提案いたします』

『はっきり言おう──愚ぐ案あんだな』

　それはわかっている。

　ネフィリアのささやかな抵抗を潰したレラィエは、高らかに告げる。

『その店に行き、空気に触れてわかる事もあるのだ──さあ征いけネフィリア・クロウリー！　神かん薙なぎ一かず斗とを籠ろう絡らくし、次こそ月つきヶが瀬せ家を滅ぼすために！』

「ははあっ！」

　ネフィリアは深ふか々ぶかと頭を下げ、涙ぐんだ瞳を隠した。




　そして翌日の土曜日。

　ネフィリアは『エロマックス』の前に立っていた。

　サングラスとマスクで顔を隠し、コートを着ている。五月にこの格好は、かなり暑い。

　我われながら怪しいとは思うが、一応自分は聖せい隷れい学がく園えんの生徒会長である。このような店に入るのを見られるわけにはいかないのだ。

「さあ、一斗が好きそうなジャンルを探すぞ！　この、エ、エロ……マックスで……」

　店名を言うだけで、かああっと頬ほおが熱くなってしまった。

　力なく入り口へ向かう。扉にはえっちなＤＶＤなどの広告がびっしりと張ってあった。

　店内に足を踏み入れる。まずは全体を把は握あくしようと思い、壁の見取り図を見た。




『寝取られコーナー』『痴漢コーナー（電車）』『痴漢コーナー（バス）』『痴漢コーナー（ロープウェイ）』『痴漢コーナー（スキーリフト）』……




　痴漢だけでも、なんという選手層の厚さ。くじけそうだ。

　だが己おのれを叱しつ咤たし、店の奥へ足を進める。三百六十度すべてがエロ、エロ、エロ。しかも意味がさっぱりわからない性癖も沢たく山さんある。

（に、人間って……人間って！）

　めまいすら覚えてきた時、ネフィリアにさらなる衝撃が走る。

（え、ええっ？）

　なんと、私服姿の一斗が……いつも通りの真まっ直すぐな眼まな差ざしで、エロ本を立ち読みしていたのだ。





　　　　▲






（不ふ覚かく……！）

　神薙一斗はネフィリアの存在に気づき、冷や汗を垂らした。

　何な故ぜこんな場所に彼女がいる。サングラスとマスクを身につけ、コートを着ているが──その起伏に満ちたボディラインは隠しようがない。

　今日は、執事の仕事は休みである。

　ここに来た理由は、一斗に色いろ仕じ掛かけを始めたネフィリアへの対策だ。

　えっちな本を読んで耐性をつけ、彼女からの誘ゆう惑わくに耐えようとしたのだが……まさかここで、ネフィリア本人と会うとは。

　こういう店で、女の友達に会うのは凄すごく恥ずかしい。一かず斗とがいるのは『脚フェチコーナー』という濃い場所なので、尚なお更さらだ。ネフィリアの視線がグサグサ刺さる。

　一斗は耐えきれず、開いていた美び脚きやくのグラビアのページをめくり……『開運のペンダント』という広告のページを広げた。

　札束で埋めつくされた風呂に、若い男が満面の笑みで浸つかっている。

「おぉ。この開運グッズを買えば、そんなに儲もうかるのか」

　まるで興味があるように、そう呟つぶやいたが……

（僕は馬鹿か！）

　これで誤ご魔ま化かせるわけがない。

　余計に恥ずかしくなってきた。耐えきれず、立ち去ろうとした瞬間──

（……いや待て。おかしいぞっ）

　脳のう裏りに稲妻が走った。

（体育倉庫の件などからわかるように、ネフィリアさんはとてもウブだ。そんな人が、なぜこの店に来た？）

　一斗は即座に、その答えを洞どう察さつした。

（きっと僕を籠ろう絡らくするため『人間の性癖』を勉強にきたんだ！）

　であれば、このまま帰るのは愚ぐ策さく。

　すでに自分はこのコーナーにいることで『脚フェチ』という決定的な情報をネフィリアに与えてしまった。

　当然、ネフィリアはあの美脚を使った攻勢にでてくるだろう。

　太ふと股もものランガードや、膕ひかがみを見せつけられたりしたら……耐え抜く自信が無い。ネフィリアの虜とりことなってしまうかもしれない。

（これからどうすべきか）

　執事の頭脳は回転する。この『エロマックス』で突とつ如じよ始まった、悪魔との心理戦……どう切り抜けるかに、月つきヶが瀬せ家の未来がかかっている。

　一斗は意を決した後、歩きだし……別のコーナーの棚で立ち止まり、ずらっと並んだＤＶＤを凝ぎよう視しする。




『家庭教師は隣のお姉さん』『ショタコン家庭教師』『家庭教師～百点とったご褒美に、保健体育の授業シテあげる～』




　家庭教師コーナーである。ネフィリアが本棚の影からこちらを見、メモをとっている。

　べつに一かず斗とは家庭教師好きではない。これは偽装である。

『一斗には脚フェチ以外にも、たくさんの性癖がある』とネフィリアに思わせる。

　そうすれば、脚フェチという弱点をついた攻撃は分散せざるを得ない。それなら何とか耐えることができるだろう。

　それからも一斗は、全く興味のないコーナーを回った。『スク水』『ゴスロリ』『ＳＭ』『触手プレイ』『ナース』『保母さん』……などなど、十数種類。

　ネフィリアはうなだれ、ゾンビのような足取りでついてきていた。

　おそらく一斗への好感度はかなり落ちたろうが、仕し方かたない。

　彼女は『家庭教師』などのオトリの性癖にひっかかり、一斗に的まと外はずれな誘ゆう惑わくをしてしまうだろう。

　偽装がうまくいったことを確信し、執事は『エロマックス』から外に出た。

　そして、大きく息を吐いたあと……。

（あぁ────!!）

　全力で駆け出す。恥ずかしくてたまらず、全身から冷や汗が吹き出してくる。ああいう店で女の友達と遭遇し、尾行までされるとは。

　一斗がいろんなコーナーをめぐるたび、ネフィリアは「ええっ」「うわ……っ」とドン引きしていた。あの声が耳から離れない。

（死にたい）

　テロリスト相手にも全く臆さない一斗だが、彼もまだ高校生であった。





　　　　▲






　週があけて、月曜日の放課後。一斗は生徒会室へ向かっていた。

　ネフィリアによる美び脚きやくを使った色いろ仕じ掛かけへの、心の準備はできている。

　……だが、それが油断に繋つながった。

　生徒会室のドアをあけると、甘い声で出迎えられたのだ。

「あ、一斗君、おかえり～」

　声の主はネフィリア。就職活動中の女子大生のようなスーツ姿で、癖のある銀髪をバレッタでまとめている。履いているのはパンプスだ。

「か、『一斗君』って……それにネフィリアさん、その格好は一体!?」

「こ～らっ」

　額を、人差し指でつつかれた。

「なんで名前で呼ぶの？　『クロウリー先生』でしょっ？」

　一斗の腕を掴つかんで引っ張ってきた。桜おう華かより二回りは大きい胸が腕を包み込んでくる。間近で見ると圧倒的な程の破壊力だ。思春期の一かず斗とには刺激が強すぎる。

（ネ、ネフィリアさんの、この行動は……）

　家庭教師。

　一斗が偽装した性癖『家庭教師モノ』に引っかかったのだ。

　とうぜん興味はないが、そっけなく振る舞ってはいけない。

　偽装の性癖と気づかれれば『触手プレイ』など他の撒まき餌えも効力を失う。

（ある程度、誘ゆう惑わくされたフリをすることが必要だ）

　そう決意して紫し鏡きよう直じき伝でんの演技力を発揮する。目を泳がせ、手を不安げにさまよわせて、

「そ、そんなに顔を近づけないで下さい」

「一斗君、可愛かわいい……さあ、今日の授業しようね」

　ネフィリアに導かれ、ソファに座らされる。彼女は参考書を広げ、一方的に『授業』をはじめた。

　消しゴムをわざとらしく落として、四よつん這ばいでお尻しりをつきだして拾ったり、

　過剰なほどボディタッチしてきたり、

　飲み物を己おのれの胸元にこぼして、ブラウスを透けさせたり……しかもそれらの事を、凄すごく恥ずかしそうに行うのだ。

　確かに色っぽい。だが家庭教師に全く興味がない一斗には、効果など──

（あるに決まってる!!）

　ネフィリアのスペックが高すぎて、どんな格好をしようが魅力的。

　一斗は己の性癖を『木の葉を隠すなら森に隠せ』という風に隠した。だが森ごと圧倒的火力で焼かれているようなものだ。

　ネフィリアが、さらなる猛攻を加えてくる。

「そういえば、この間のテストで百点取ったもんね。えらいっ」

「え？　テスト？」

「あのね。き、今日はご褒美に……先生が保健体育の授業、シテあげる」

（ま、まさかこれは!?）

　一斗が店で見たＡＶのサブタイトル『百点とったご褒美に、保健体育の授業シテあげる』ではないか。

　ソファの上に押し倒された。

　銀髪が肌をくすぐり、甘い香りが鼻び孔こうを刺激する。ネフィリアがブラウスのボタンを外していき、ブラの前まえ紐ひもまで見え……大きく美しい胸が半なかば見えている。

　動けない。

　ネフィリアの存在全てが、一斗の本能を甘く痺しびれさせる。

「だ、だめです、クロウリー先生」

「怖がらないで。先生がいっぱい教えてあげるから。ね？」

　一かず斗との両りよう膝ひざをつかみ、股を強引に広げてくる。

（ああ、ああぁ）

　そしてネフィリアは舌なめずりし……一斗の耳もとで、熱い声でささやいた。

「……こ、股こ関かん節せつのストレッチはこうするの。ストレッチは筋肉の緊張緩和や血流の改善につながり……」

（本当に、保健体育の授業をしようとしている！）

　土ど壇たん場ばでヘタレた。

　ネフィリアは一斗から離れ、ボタンが外れた胸元を両手で隠しながら、

「ごめんね……先生、本当はえっちな事、知らないの。だから保健体育を実じつ地ちで教えることなんてできない」

「そ、そうですか」

「だから……」

　ネフィリアは、胸のボタンに手をかけて留とめなおす……

　のではなく、なんとさらに外していく。

「いいいい、一緒に、勉強していきましょう？」

（持ち直した!?）

　ぷちん、ぷちんと外れていくボタン。

　あの胸はまさに最終兵器。解放されれば一斗の理性が吹っ飛びかねない。

　そのとき。

（!?）

　なんと交通事故にあう直前のように、視界がスローモーションで見え始めた。脳が危機を感じたときに起きる『タキサイキア現象』というものだろうか。

　そう戦せん慄りつしていた一斗だが──あることに気づいた。

　ネフィリアはスローモーションのようなスピードでボタンを外している。なのに、壁の時計は普通に進んでいるのだ。

　そしてネフィリアは涙目で、祈るようにドアを見つめている。

　つまりこれは『タキサイキア現象』などではなく……

（ゆっくりボタンを外して、誰かが来て止めるのを待っている！）

　再び大悪魔はヘタれたのだ。そんな彼女の願いが通じたのか、ドアが開く。

　現れたユリエルが碧へき眼がんを見開いて、

「ネ、ネフィリアっ!?　その服装は!?　それに何な故ぜ、脱ごうとしているのですかっ」

「うわぁー!!　もう少しだったのに！」

　棒読みで負け惜しみを言うネフィリア。

　ボタンを速攻で留とめ直したあと、勝ち誇ったようにユリエルを見て、

「ところで知っているかユリエル？　一かず斗とは家庭教師のお姉さん好きなのだぞ」

「それが何か？」

「つまりは──我われのような、お色気たっぷりの女性が好きだということだ！」

「な!!」

　なぜかユリエルが、己おのれの小さな身体からだを見て肩を落とす。

　ネフィリアは言い過ぎたと思ったのか、あわあわしだした。

　そんな二人を横目に、一斗は大きく息を吐く。

（あ、危なかった……！）

　今回はユリエルの乱入で、なんとか持ちこたえることができた。

　だがネフィリアの色気は尋じん常じようではなく、心の準備などで防ぎきれるものではない。もっとしっかりした対策が必要である。

（そのためには）

　一斗は涙目になっている、愛らしい天使を見つめた。

　そしてユリエルに、何な故ぜかネフィリアが頭を下げて、

「傷つけた詫わびに、機密情報を少し教えるから活用するがいい。実は一斗の性癖はな……」

　なぜか突然一斗の性癖を暴露しだしたネフィリア。一斗は慌ててその口を塞ふさいだ。
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　ここ数日、神かん薙なぎ一かず斗とは大悪魔のお色気攻勢に悩んでいる。

　ネフィリアには以前『エロマックス』で偽の性癖を教えた。その情報をもとに的まと外はずれな誘ゆう惑わくをしてくるだろうから、耐えられると踏んでいたが……完全に計算違いだった。

（ていうか、あんな超美人が誘惑してきたら、どんな格好でもドキドキしてしまう！）

　家庭教師姿で迫ってきたり。

　悪魔の服をまとい、『悪徳ノ[image: ]ワイトウイツプ』とかいう鞭むちを渡してきて『お尻しりを鞭で叩たたけ』と要求してきたり。

　その次はスク水、ゴスロリ……いずれも似合う上に『恥ずかしいのに頑張ってる感』が見え見えなのが可愛かわいいのだ。

　このままではネフィリアに籠ろう絡らくされてしまうかもしれない。結果、三すくみの均きん衡こうも崩れ、再び月つきヶが瀬せ家が危機に陥おちいりかねない。

　明日からは学校の創立記念日が絡からんで、三連休になるが……学校に行かなければ大丈夫というわけではない。ネフィリアはその気になれば月ヶ瀬家の屋敷にも侵入できるだろう。

　彼女に対抗できるのは、ユリエルだけだ。屋敷に呼んで、守ってもらった方がいいかもしれない。

（いや、だったらいっその事……）

　ユリエルに、月ヶ瀬家に住んでもらうのはどうだろう。

　その方が、ユリエルに人間界の快楽を味わわせるための接待がやりやすい。結果彼女は、一段と月ヶ瀬家を守ろうとするだろう。

　数日前、桜おう華かと紫し鏡きようにその事を提案すると……主あるじはこう言った。

『た、確かに月ヶ瀬家を守るためなら、その方がいいかもしれないけれど……ぐぬぬ。我わが家やで一斗と更に仲良くなったら、獅し子し身しん中ちゆうの虫になりかねないかも……』

『内から災いが生じる』という意味だが、何な故ぜそんなことわざを使うのだろうか。

　紫鏡がいつものように無表情で、

『大丈夫です。恋愛方面での眠れる獅子・桜華お嬢様が本気になれば楽勝です』

『そのたとえだと、いかにも獅子身中の虫にやられそうだけれど……』

　桜華は嘆たん息そくした後、

『はぁ、まぁいいわ一斗。そのようになさい』

　一斗には意味がよくわからなかったが、とにかく桜華は許可してくれた。




　そして聖せい隷れい学がく園えんでの、昼休み。

　一かず斗とはユリエルに食事をとってもらうため、学園の地下室へ案内した。

　ここはユリエル接待のため、月つきヶが瀬せ家が突とつ貫かん工事で作ったものだ。石いし窯がまなどの調理器具や、飲食のためのカウンターが設置されている。

　今日の昼食はユリエルのお気に入り・寿す司し。もはや『一日三百グラムのパン』という掟おきては完全無視である。

　ユリエルはこれまでの生活で、天界からかなりの信頼を得ているらしい。監視もついていないので、掟を破ってもお咎とがめなしなのだ。

　彼女が天界に『月ヶ瀬家を滅ぼすのは色々あって難しい』とフンワリした報告をしても『ではじっくり挑いどめ』と言われただけで済んだという。人間界よりも、感覚がのんびりしているのかもしれない。

　一斗はカウンターに入って執事服を脱いだ。そして白い板いた前まえ法はつ被ぴ、和わ帽ぼう子し、雪せつ駄たを身につけて寿司職人の恰かつ好こうになる。寿司作りも、執事のたしなみとして紫し鏡きように仕込まれたのだ。

「さてユリエルさん、何にいたしましょう」

「そうですわね。まずはギョク。続いてハカリメ、後はおまかせ。ナミダはたっぷり利きかせてくださいませ」

「寿司を知りたてなのに専門用語を使われまくると、ちょっとイラっとしますね……」

　ちなみにギョクは卵焼き、ハカリメは穴あな子ご、ナミダはわさびのことだ。

　一斗は卵と酢す飯めしを握って、カウンター越ごしに置く……のではなく。

　雛ひな鳥どりのように『あーん』しているユリエルの口に入れた。

　彼女は箸はしが使えない為ためだ。寿司職人の手からダイレクトに食べさせるのも珍しいだろう。

「もぐもぐ……ん[image: ][image: ]！　美お味いしいですわぁ[image: ][image: ][image: ]！」

　満面の笑顔で身体からだを揺らす天使。心の底から幸せそうに食べるので、作りがいがある。

「それにしても桜おう華かと同様、一斗様も料理上手ですわね」

「僕の腕はお嬢様より遙はるかに劣りますよ。僕は食生活が貧しかったせいか、今ひとつ味覚が鋭えい敏びんではないようで」

　ユリエルが眉をひそめる。

「一斗様の家は、お金がなかったのですか？」

「はい。だから小五あたりから、年齢をごまかして色々バイトをしたものです。新聞配達、飲食店──それに年末年始は巫み女こさんをしました」

「最後のは、性別もごまかしているのでは……」

　妹の服を借りれば、面接は何とかなったのだ。

　嘆たん息そくするユリエルの口に、一斗は穴子の握りを入れながら、

「実は、僕が男ということが巫女のバイトの途中でバレたのです。でも宮ぐう司じさんは、笑って許してくれました」

「理解のある方ですわね」

「はい。『逆にアリだよ。ドゥフフ』と笑って許してくれました」

「ダメな方向の理解でしたわ!?」

　宮ぐう司じの粘ねばついた視線を除けば、いいバイトだった。

　ユリエルが弱々しく笑って、

「いろいろな経験をしているのですわね。一かず斗と様といると退屈しませんわ」

　いい会話の流れだ。一斗はここぞとばかりに、前のめりになって提案する。

「では……僕と暮らしませんか？」

　ユリエルが湯飲みを取り落としかけた。

　白い頬ほおをほんのり染め、笑顔をかみ殺しながら、

「ど、どうせきっと、『対ネフィリアのため、わたくしをいつも側そばに置きたい』とか、そういう事でしょう」

「さすが話が早い」

　ユリエルは、むーっと柔らかそうな頬を膨らませて、

「はぁ……まあいいですわ。『しゅにまじ』十二巻、三十六ページ五コマ目にも、ヒロインをぬか喜びさせる場面がありましたし」

「よくわからないですが、本当にハマっておられますね──『しゅにまじ』には信者も多いそうですから、無理もないですが」

「信者!?　何と『しゅにまじ』は宗教にもなっていたのですか！　一刻も早く入にゆう信しんしなくてはっ」

　信者という言葉を、盛大に勘違いするユリエルが可愛かわいい。

　ちなみに美食に目覚めたユリエルは、粗そ食しよくを戒かい律りつとしていた神に強い反抗心を覚えているらしい。ゆえに改かい宗しゆうにためらいはないようだが……あれほど敬けい虔けんだった彼女が随ずい分ぶんと変わったものだ。それほど桜おう華かの料理が圧倒的だったのかもしれない。

「ねえ一斗様。『しゅにまじ』教への入信は、どうすればいいのでしょう。偉大なる創そう造ぞう神しん・東雲しののめきらら様には手紙と写真を送っているので、わたくしの信仰心はご理解いただけると思いますが」

「創造神？　あぁ作者さんですね……手紙はわかりますが、写真とは？」

　ユリエルは修道服の膨らんだ胸元に手を当て、目を閉じる。

「はい。祭さい壇だんに置いた『しゅにまじ』キャラのフィギュアへ、わたくしが一いつ心しん不ふ乱らんに祈っている写真です」

「作者さん、びっくりしますよ」

　ユリエルは碧へき眼がんを不安でいっぱいにして、

「も、もしかして……『しゅにまじ』教は、偶ぐう像ぞう崇すう拝はいが禁止されていたのですか？」

「そういう、宗教の禁きん忌き的な意味でもないです！」

　一かず斗とは説明する──『信者』とは熱狂的なファンをさす言葉で、別に信仰心を持っているわけではない、ということを。

　可か憐れんな天使は頬ほおをポッと染めて、

「そ、そうですか、わたくしったらダメですわね。頑張って人間界の常識を学ばなければ……一斗様の隣にいるために」

　言葉の最後が聞こえなかったので、尋ねてみる。

「『常識を学ばなければ』の後、なんと仰おつしやったのですか？」

「え、えぇと──『では、シメに大トロの炙あぶりを』と。お寿す司しのシメは味の濃いものが良いらしいですから。わたくし常識的でしょう？」

　得意げに言う天使だが、学校の昼休みにカウンターで寿司を食う時点で常識的ではない。
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　そして放課後。生徒会活動を終え、一斗はユリエルを連れて下校をはじめた。

　なぜか少し不機嫌な桜おう華かは、車を呼んで先に帰ってしまった。

　ユリエルは学校近くの教会に下宿していたが、その荷物は、紫し鏡きようが月つきヶが瀬せ家に運んでくれている。

　並んで歩く一斗とユリエルの後ろから……ネフィリアがコッソリついてきている。普段と違うこちらの行動に、違和感を覚えているのだろう。

　彼女を撒まこうか、とも考えたが──どうせユリエルが月ヶ瀬家に住むことはすぐにバレるだろう。

（ならば堂々としていよう）

　それに、ネフィリアは尾行に全く向いていないようだ。

　一斗と目が合うと頬を染めてうつむいたり、ユリエルが野良猫を撫なでると「なんて可愛かわいい組み合わせっ」と興奮してスマホで撮影したりする。

　更には、背せ広びろの男性に名刺を渡されている。アイドル事務所か何かのスカウトだろうか。

（ネフィリアさん、押しに弱いし……ちゃんと断れるかな）

　心配していると、タキシードの裾すそを引っ張られる。

　見下ろせばユリエルが、親にかまって欲しい子供のように頬を膨らませていた。

「わたくしと歩いているのに、ネフィリアばかり気にして……」

「す、すみません」

「ところで、ここはなんでしょう」

　彼女が指さした先には、木造の店があった。軒のき先さきにはベンチとガチャガチャが設置され、ガラス戸ごしの店内には様さま々ざまな駄菓子が並んでいる。

「駄菓子屋ですよ」

「だがしや……？」

「人間界のおかしが、沢たく山さん売られているのです」

「おかし！　では参りましょう」

　ユリエルが腕を引っ張ってきた。すっかりもう、食いしん坊キャラになっている。

　ガラス戸をあけて中へ入る。ユリエルが、修道服と金髪をなびかせてクルクル回った。

「す、すごい、おかしが溢あふれんばかりに……！　もしや此こ処こがエデンの園でしょうか」

（この子、ショッピングモールに連れて行ったらどうなるんだろう）

　あまりの物ぶつ量りように、気絶するのではあるまいか。

「ではユリエルさん、なんでも好きな物をお買いください」

「い、いいのですか？　ええと……」

　ユリエルは少し迷った後『黒べぇガム』というガムと、ふ菓が子し、ゼリーを手に取った。

　やや緊張気ぎ味みに、レジに座るおばあさんのもとへ持っていく。

「はい毎度。ガム六十円、ふ菓子二十円、ゼリー四十円……合計、百二十万円ね」

「どんな計算ですの!?」

　おばあさんの駄菓子屋ジョークに、がっつり反応するユリエルが可愛かわいい。

「もしやここが悪あく名みよう高き、ぼったくりバー……？」とオロオロしている。

　一かず斗とは微び笑しようしつつ、百二十円を支払った。

　不思議そうに碧へき眼がんを瞬しばたたかせるユリエルを連れ、外へ出る。店を覗のぞきこんでいたネフィリアが、慌てて逃げていくのが見えた。

　軒のき先さきのベンチに並んで座る。

「まずは、これを食べてみますわ」

　ユリエルが手にとったのは『黒べぇガム』。包装を破くと、真っ黒いガムが姿を現した。

　彼女ははその色に少しためらったが、えいっと口に含む。

　少し首をかしげながら噛かんだあと……満面の笑顔で、脚をパタパタさせた。

「甘くて酸っぱくて、美お味いしいですわ」

「それは良かったです」

　一斗は頷うなずきつつ……以前、妹のカノンにもこのガムを買ってあげた事を思い出す。

　とても喜んでくれたものだ。丑うしの刻こく参まいりするのが玉に瑕きずだが、大切な家族である。

（……そういえば）

　カノンが五年前、ワラ人形で呪じゆ殺さつしようとした外国の少女……今どうしているのだろう。一斗が作ったウサギのぬいぐるみを、大切にしてくれているのだろうか。

（いま考えると、あの子が僕の……）

　追つい憶おくに浸ひたっていると、ユリエルの慌てた声。

「か、一かず斗と様、一斗様っ！」

「どうされました」

　ユリエルが舌をぺろりと出して、呂ろ律れつの回らない声で、

「ひたが、ふろふなってひはいはいた！（舌が黒くなってしまいました）」

　ユリエルが食べた『黒ベぇガム』は、着色料で口こう内ないが真っ黒になるのだ。

　しかし。

（……え、えっちだ）

　修道服の美少女が舌を出し、上うわ目め遣づかいで見てくる。背はい徳とく的てきなエロスを感じてしまった。

「わたくし、悪魔に呪のろわれてしまったのでしょうか？　それとも寿す司しやフランス料理のフルコースなどを食べたのが天界にバレて、その罰……!?」

　おろおろと歩き回る姿を見て、一斗の胸にちょっとしたイタズラ心が湧き上がってきた。

　再び店の中に入り、ラムネを買った。フタをあけてユリエルに差し出し、

「これで口内を浄じよう化かしてください。聖水です」

「おぉ……！」

　ユリエルはラムネの瓶の前で膝ひざをつき、両手を組んだ。聖せい遺い物ぶつに相あい対たいしたかのようだ。

「エメラルドのような美しい緑色、それに不思議な形状。わたくしにはわかります。これは霊れい験げんあらたかな聖水に違いありませんわ」

　天使の感性、意外といい加減のようだ。

　ユリエルは瓶を両手で恭うやうやしく受け取り、口をつけ……碧へき眼がんを見開いた。

「──!?　く、口の中がしゅわしゅわします！　この刺激により、悪魔の力が浄化されていくのですねっ」

　そういえばユリエルにはまだ、炭酸飲料を飲ませたことがなかった。

　炭酸に一生懸命耐えてラムネを飲む天使を、一斗はほっこりしながら見つめる。

　そんな二人のもとへ、電柱の陰で監視していたネフィリアが近づいてきた。面白くなさそうに唇をとがらせて、

「何を喋しやべっているのか知らんが、イチャイチャしおって。監視するのがバカらしくなった」

　銀髪を掻かいて駄菓子屋に入り、すぐにでてきた。

　持っているのはラムネの瓶だ。

　それを見たユリエルが、なぜか顔面蒼そう白はくになり……悲鳴混じりの声をあげた。

「それを飲んではなりません！」

「？　何をバカなことを」

　ネフィリアは細い腰に手を当て、ラムネをあおる。

　ユリエルが慌てて飛びつき、悪魔の背中を何度もたたいた。ここまで焦あせる彼女を見るのは初はじめてだ。

「それは聖水ですわ。悪魔には猛毒ですから吐くのです、すぐに！」

　一かず斗とは慌てて、ユリエルを羽は交がい締じめにする。

「も、申し訳ありません。それは聖水ではなく、ただの甘い飲み物です！」

　手足をバタつかせていたユリエルが、止まる。

　振り返って、おずおずと一斗を見上げ、

「で、では先程、わたくしが瓶を見て『霊れい験げんあらたか』とか言ったのは……只ただの勘違い？」

「その通りです」

「[image: ][image: ]！　ひ、酷ひどい方ですわ。もうっ！」

　一斗は平ひら謝あやまりするしかない。

　それを横目に、ネフィリアは勝ち誇ったように高笑いする。

「フハハハハ。大悪魔たる我われをかばうとは、愚かなり天使ユリエル…………、あぁ、今はやめておこう」

　そしてユリエルへ、穏やかな笑顔を向ける。

「心配してくれて、ありがとう」

　ユリエルは唇を引き締めたあと……一斗の腕に抱きつき、強く引っ張ってきた。月つきヶが瀬せ家に連れていけということらしい。

「ユリエル様は、お優しいのですね」

「あぁ、もう！」

　顔をそらすユリエルの首筋は、真っ赤に染まっている。

　一斗が駄菓子屋の方を振り返ると、ネフィリアは尾行も忘れて手を振っていた。
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　そして二人は五分後、月ヶ瀬家の屋敷前に到着した。

　ぷんすかしていたユリエルだが、その豪華さをみた途端に怒りは吹っ飛んだようだ。

　門は見上げると、首が痛くなるほど……なんと高さ三十メートルもあり、フランスの凱がい旋せん門もんのような佇たたずまい。門の遙はるか向こうに、壮そう麗れいな屋敷が見える。

　門の両脇には、高い鉄柵が一キロ以上続いている。

　敷地面積は、約八百ヘクタール。四キロ×二キロの四角形を想像するとわかりやすい。

「東京ドームに換算すると、百七十一個分ですね」

「個人の邸宅を、ドームで換算できるのですか……」

　ユリエルは呆あきれまじりに呟つぶやいた後、

「実際に見るのは初めてですが、本当に凄すごいですね一斗さ……っっ!?」

　語尾が変になったのは、一かず斗との腕に抱きついていることに気づいたからだろう。

　ネフィリアと別れてから約五分、ずっとそうしていたのだ。男の通行人からは、すさまじい嫉しつ妬との目を向けられたものだ。

　慌てて離れる天使。一斗の腕には豊かな胸の感触が残っていて、ドキドキしてしまう。

「ラブコメしてますねぇ」

　背後から突然の声。

　振り返れば紫し鏡きようが立っている。全く気配を感じなかった。一斗がどれほど修行しても、このメイドには勝てる気がしない。

　紫鏡は長いスカートを両手でつまみ、深ふか々ぶかと頭を下げる。

「ユリエル様、ようこそ月つきヶが瀬せ家へ……改めて自己紹介を。月ヶ瀬家の筆頭使用人・御み山やま紫鏡でございます」

　ユリエルが丁寧な挨あい拶さつを返すと、紫鏡は感嘆を込めて、

「何度見ても本当にお可愛かわいらしい。これはお嬢様も大変ですね」

　良くわからない事を言ってから、門へ入っていく。一斗とユリエルは後に続いた。

「部屋へご案内する前に、敷地内を軽くご案内いたします」

　紫鏡はそう言って庭を歩き、音楽ホール、立派な礼拝堂チヤペル、自家用ヘリがあるヘリポート、それに五十メートルプールをユリエルに見せる。

　可か憐れんな天使は、それらの豪華さに目を見張っていたが、

「一斗様、あれは？　何の建物か全くわからないのですが」

　彼女が指さした先には、高さ五十メートルほどのピラミッド状の建造物がある。

「あれは先代の当主様の、お墓ですね」

「墓!?」

「はい。先代の当主様は、バブル崩壊後に激げき増ぞうした失業者を不ふ憫びんに思い、雇用対策として己おのれの墓造りに雇ったらしいです」

「どこのファラオですの……？」

　現当主・春しゆん嶽がくも、リーマンショック後にやろうか迷ったそうだ。

　一斗と紫鏡は先代当主に黙もく祷とうを捧ささげた後、ユリエルを屋敷の中へ案内する。

　大階段を上がって二階へのぼり、しばらく歩いたところの部屋で、

「エルヴェスティ様には、この部屋を用意させていただきました」

　紫鏡がドアをあける。そこは教室二つ分ほどの部屋だった。

「広いですわっ」

　ユリエルは小走りで中に入り、天てん蓋がいつきのベッドや、少女漫画がギッチリつまった本棚に目を輝かせる。

　その様子を紫鏡は無表情で見つめ、

「ユリエル様。月つきヶが瀬せ家は貴方あなたに、あらゆる娯楽を提供する用意がございます。美食、読書……それに」

「それに？」

「月ヶ瀬家に借金のある人間を集め、命を賭としたオリジナルギャンブルをさせ、醜く金を奪い合う姿を高みからご覧になるのも可能です」

「それは遠慮しますわ……」

　リアルカ○ジの開催を、ユリエルがやんわり断る。

　紫し鏡きようが、本当に残念そうに肩を落とし、

「では夕食までしばらく時間がございます。ごゆっくりお過ごしください」

「では僕も仕事へ」

　一かず斗とも立ち去ろうとしたところ、後ろからタキシードの裾すそをつかまれた。

　振り返れば赤面したユリエルが、甘えるように見上げてきている。

「ひとりは少し味気ないので、ご一緒に……」

　すると紫鏡が、ユリエルの肩を後ろからつかんで、

「ではエルヴェスティ様。一斗でなく私がお相手しましょう」

「……え」

「さあ遊びましょう女ふたりで。一斗は邪魔なので出て行きなさい。しっしっ」

　犬を追い払うような仕草をされる。

　一斗が部屋から出ると、ユリエルが抗議する声が聞こえた。

「紫鏡様、わたくしは一斗様と」

「いいですからいいですから。さぁこのＶＲブイアールゲーム機をかぶって遊びましょうね」

「くっ、桜おう華かのためにわたくしの邪魔をするつもり……ってなんですのこの映像美、すごいですわぁー！」

　よくわからないが、さすが年俸二十億のメイド。相手が天使でも全く物もの怖おじしていない。

　一斗は気持ちを切り替えて、執事としての仕事に向かったのだった。
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　その日の夜十一時。

　月ケ瀬桜華は肩をいからせて、屋敷の廊下を歩いていた。不機嫌な訳はむろん、ユリエルが屋敷に住み始めたからだ。

　ここに住む理由の一つ目は、ネフィリアに対抗するため。

　二つ目はユリエルを接待することで、月ヶ瀬家の更なる味方にすることだ。現在の、『桜華（月ヶ瀬家）→ユリエル→ネフィリア→桜華（月ヶ瀬家）……』という三すくみ状況を、いっそう盤ばん石じやくにできるのである。

（確かにこれらの事は、大切だけど……）

　あれほど可愛かわいいユリエルが、一かず斗とと一つ屋根の下で暮らすことに、焦あせりを禁じえない。

　これは一大事だ。

　桜おう華かは、最も信頼するメイドの部屋に飛び込んだ。紫し鏡きようはいつも服に仕込んでいる武器を床に並べ、手入れをしていた。

「紫鏡。一大事。一大事だわっ」

「どうしましたお嬢様。庭でアリたちを高笑いしながら指で潰していたら、噛かまれて反撃されましたか」

「なにそのレベルの低い一大事!?」

　桜華は紫鏡のベッドに腰を下ろして、

「ユリエルのことに決まっているでしょう。一斗にくっつきっぱなしで離れないの」

　そうですね、と紫鏡は隣に座り、やや乱れた桜華の黒髪を櫛くしで直してくれる。

　たとえば先ほどの夕食の席……ユリエルは、一斗にテーブルマナーを手取り足取り教えられていた。うまく箸はしも使えないようなので、一斗に『あーん』までされていたのだ。

　その時のユリエルの、うっとりした目ときたら！

「あれは、一斗を狙う雌めす犬いぬの目だった……私にはわかるの」

「同類ですからね」

　紫鏡が本質をついてくる。

「ですがお嬢様。貴方あなたが作ったご飯をユリエル様が食べる姿に、微笑ほほえんでいらっしゃったではないですか」

「し、仕し方かたないでしょう。あんなに喜ばれれば誰だって嬉うれしくなるもの」

　桜華は以前から、ネフィリアやユリエルにも自分の料理を食べてもらいたいと思っていた。生徒会室で、皆に鍋やお菓か子しでも振る舞えたら楽しいだろう。

　だが以前はユリエルの戒かい律りつがあった。そして今はネフィリアとの間に溝みぞがある。

（生徒会メンバー全員で、私の料理を食べられる時は来ないのかもしれない……）

　それは悲しいが、考えても仕方が無いことだ。

　桜華は頭かぶりを振って、

「こうなったら四の五の言ってはいられない──一刻も早く、一斗を私の恋人にする必要があるわ。そのための必勝法も考えたの」

　紫鏡が、何の期待もしていない目を向けてくる。老いた親が、五十代のひきこもりの息子へ向けるような眼まな差ざしだ。

「その作戦は、名付けて……」

　桜華は立ち上がって一回転し、ポーズをとって叫ぶ。

「『ホラー映画を見て、怖くなったから一かず斗とに添い寝してもらい、手を出させる』作戦！　どういう流れかというと……」

「大体わかります」

　作戦名で全ぜん貌ぼうを説明してしまっている。桜おう華かはポーズが恥ずかしくなり、体操するフリをしてごまかす。

　紫し鏡きようが細い肩をすくめて、

「確かにお嬢様、ホラーが苦手ですからね……小さい頃は怖い話を聞くとおねしょして、布団に世界地図を作っておられましたし」

「デ、デタラメを言わないで。せいぜい日本地図よ」

　地図を作っていたことは否定できないが。

「では紫鏡、さっそく怖い映画を観みましょう。選んで頂ちよう戴だい」

　紫鏡がタブレット端末を手に取り、アマゾソの映画見放題サービスへ繋つなぐ。ホラー映画を選択し、それを部屋の巨大テレビに映した。

　どうやらＳＦ寄りのホラーのようだ。

　ストーリーは宇宙船の乗組員達が、船に侵入してきた奇怪な生物に襲われるというもの。

「……きゃあぁぁあああああ[image: ]」

　紫鏡の選択はこれ以上無く正しかった。実に恐ろしい映画だった。

　怪物は巨大なイソギンチャクのような姿をしており、宇宙船を逃げ惑まどう乗組員たちをあの手この手で虐殺していく。

　映画が終わると、桜華はメイドの豊かな胸にすがりついた。しかし……

「お嬢様の作戦には最高の映画ではないですか。本番はここからです」

　猫のように襟えり首くびを掴つかまれ、廊下にポイッと放り出された。おまけに鍵もかけられる。

「作戦決行するまで、戻ってきてはなりませんよ。お嬢様の部屋も塞ふさいでおきますからね」

「……はぁい……」

　家から閉め出された子供のように、弱々しく返事する。

　スマホで時間を確認すると、深夜の一時半。

　薄暗い廊下が、映画の宇宙船の内部と重なって見えて……思わず身体からだを抱きしめた。

　馬鹿な想像とわかっていても、あのイソギンチャクのような怪物が現れるのではという気持ちがぬぐえない。

　恐怖に耐えながら二階へ進み、一斗の部屋の前へ来た。

　一度深呼吸したあと、ドアをあける。部屋の電気はついていない。

　ベッドに近づくと、布団が膨らんでいるのがうっすら見える。すでに寝ているようだ。

（一斗……！）

　きっと彼と一緒なら、この恐怖も消えるだろう。

　桜おう華かが思い切って、一かず斗との布団にもぐりこもうとした時……。

『ぬるっ』という感触と共に、口くち元もとが湿った何かに覆おおわれた。手足も強く拘こう束そくされ、動けなくなる。

（え）

　なんと桜華は、先ほど映画で見た……

　イソギンチャクのような触手に、全身を拘束されている。

（──────な、ど、どういう事っ!?）

　恐怖で錯さく乱らんしていると、布団の中の人影が起き上がった。

　なんと一斗ではなく、美しき悪魔ネフィリアだ。

「ふふふ、捕まえたぞ一斗。これではいかに貴様でも動けまい」

　どうやら桜華を一斗と勘違いしているようだ。部屋が薄暗いし、桜華の顔は触手で覆われているためだろう。

　ネフィリアは勝利を確信したように微笑ほほえみ、

「一斗よ。あの店でお前が『脚フェチ』『家庭教師』『ＳＭ』『スク水』『ゴスロリ』の次に、どこのコーナーに行ったか覚えているか」

（あの店？）

「そう──触手コーナーだ」

　何の話か、全く見えてこない。

「この触手生物は、魔界から転送してもらったものだ。これで貴様をオトしてやる」

（ま、まさか触手で私をぐちゃぐちゃに……）

　背筋が凍る。

　ネフィリアは薄笑いを浮かべたあと、手を突き出して叫んだ。

「気は進まんがやむをえん。蹂じゆう躙りんせよ触手生物！」

　桜華は目を閉じ、全身を強こわばらせた。

　だがいつまで経たっても触手は襲ってこない。

　おそるおそる目をあけると……触手はネフィリアに群むらがっていった。ぬちゅぬちゅと嫌らしい音を立て、起伏に満ちた肢し体たいに絡からみつく。

（？　はい??）

「か、一斗見ないでくれぇ……ではない。見ろ！　触手好きの貴様にはたまらんだろう？」

　ネフィリアは触手に全身を撫なでまくられ、大きな胸を絞り上げられる。

「ひゃああっ!?　……ほ、ほぉら一斗。こんなに私の胸がイヤらしい形に。し、しかも触手の粘ねん液えきで服も透けてきた…………あ、ちょ、ちょっと待って、待ってぇええ！」

　触手がネフィリアの黒ストを剥はぎ取った。露あらわになったパンツは何と、ウサギ柄がらだ。

「そ、そこはダメぇえ！」

　ネフィリアは余裕を完全に失い、ジタバタ暴れる。巨大な胸が躍り、妖よう艶えんな肢し体たいがうねって余計にいやらしい。

「も、もうストップ、本当にダメ！　一かず斗と、かずとお願いしましゅ、は、早く私に籠ろう絡らくされてぇええ！」

　籠絡されてぇええと言われても。

（ネフィリアは、触手責めなんかで一斗が籠絡されると思っているの？）

　全く意味がわからない。

　いろんな意味で混乱しつつ、身体からだをひねって顔の触手をなんとか剥はがした瞬間……

　部屋の外から足音が聞こえてきた。

「ネフィリアさんの声が聞こえます！　一体ここで何をしているんですか──」

　入ってきた一斗は、触手責めで目の光を失ったネフィリアを見て、

「本当に、何をしているんですか!?」

「かずと、助けてぇ…………あれ？　一斗が二人？」

　ネフィリアが涙目で、桜おう華かの方を見てきて、

「お、お前は桜華ではないか！　こんな所で何をしているんだ！」

「それはこっちの台詞せりふ！　いきなり拘こう束そくされて触手責めを見けん物ぶつさせられて、ず───っと『何をしてるんだ』と言いたかったわ！」

　ネフィリアは言葉に詰まり、一斗に視線を移し、

「ど、どうだ一斗、興奮するだろう！　我わが軍ぐん門もんに降くだれ」

「興奮？　何な故ぜ触手なんかで……あっ」

　一斗は、何かを思い出すように虚こ空くうを見た後、ネフィリアをなめ回すように見つめる。

「な、なんて素敵な光景だ、大興奮してしまう」

（そんな！）

　桜華が愛する少年は、触手責めで興奮するド変態だったのだ。

　ネフィリアは勝利を確信した様子で、

「ふふ、作戦成功……もう一息でお前をぁひぃいい!?」

　触手が再び激しくうごき、ネフィリアを……そして桜華も責め始めた。ヌメった触手が桜華の服をずらし、白い肌を這はい回る。

（き、気色悪い……でも触手責めされる私に、一斗がドキドキするのなら我が慢まんしなきゃ）

「お嬢様！　今お助けいたします」

（なぜ!?）

　一斗は何の迷いも無く、触手を引きはがしてくれる。

「大丈夫ですか、お嬢様」

「ど、どうしてネフィリアが触手責めされるのには大興奮して、私にはしないのっ？」

「そ、それは」

　言いよどむ一かず斗とに、桜おう華かは切なくなる。ネフィリアの方が魅力的だからだろうか。

　桜華は部屋を飛び出した。

「一斗の馬鹿！　私が大人になって綺き麗れいに成長しても、触手責めを見せてあげないから！」

「なんですかその捨すて台詞ぜりふ!?」

　廊下を駆けていると、紫し鏡きように呼び止められる。

「どうしたのですかお嬢様。着ちやく衣いを乱し、ぬるぬるになって一斗の部屋から出てくるとは」

　そう客観的に言われると、ものすごく恥ずかしい。

「過程はよくわかりませんが、そのご様子からすると作戦は失敗だったのですね」

「ええ……ところで紫鏡は、なぜここに？」

「ちょっと用がありまして」

　そう言って、紫鏡は外したエプロンで桜華のぬるぬるをぬぐってくれる。

「さあ、お風呂に入り直して下さい。せっかく貴方あなたはお美しいのに、これでは台無しです」

　紫鏡は無表情で、毒のある発言もする。だが桜華の事を想おもってくれる優しい人だ。

「ええ、ありがとう紫鏡」

　桜華は心から信頼するメイドに、笑顔で頷うなずいたのだった。
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　御み山やま紫鏡は桜華を風呂場まで送ったあと、本来の目的地へ向かう。

　屋敷の三階の奥にある、ひときわ大きな扉の部屋だ。

　ノックのあと、中へ入る。

　五十畳じようほどの部屋。壁に備え付けられた書しよ架かには専門書や経済雑誌、資料が並んでいる。

　部屋の奥へ向かうと……大きな机に、部屋の主あるじである着物姿の女性が座っていた。

　桜華の母・月つきヶが瀬せ深み冬ふゆだ。

　椅子の脇には高級ブランドのスーツケースが置かれている。明後日あさつてから行くアメリカ出張のために、準備していたのだろう。

　机にはパソコンのディスプレイが、八つも設置されている。画面に映っているのはネフィリア、ユリエルの写真や個人データなど。彼女たちによる一連の騒動の資料のようだ。

「ふむ『悪魔ネフィリア・クロウリーに対抗するため、その天敵である天使ユリエル・エルヴェスティを味方に引き込む』か……まるで、ハブとマングースじゃな」

　深冬は「紫鏡、こんな話を知っておるか」と前置きし、煙管きせるにマッチで火をつけた。

「かつて鹿児島の奄あま美み大おお島しまでは、ハブの被害に苦しんでいた。それを解決しようとした者が『ハブの天敵』と思われていたマングースを海外から導入したのじゃ」

「確かに今の月つきヶが瀬せ家の状況は、それに似ているかもしれませんね」

　深み冬ふゆは煙管きせるを旨うまそうに吸い、三日月のようにほほえむ。

「そうじゃ。でも知っておるかえ紫し鏡きよう？　マングースは……」

「ハブはほとんど食べず、アマミノクロウサギなどの在来種を食べてしまうのですね」

「……知っていても、使用人ならば主あるじに説明させんか」

　むっとする主。この辺は桜おう華かに似ていて、少し子供っぽい。

　深冬は煙管の灰を、勢いよく煙草たばこ盆ぼんに落とした。

「まあよいわ。私はエルヴェスティに、マングース同様……当初の狙いとは違うモノを食べてもらいたいのじゃよ」

　紫鏡は微かすかに眉をひそめた。

「アマミノクロウサギのような在来種……つまり、この屋敷にいる者をですか？」

「違うな。アレは外来種よ。私の大切な娘をたぶらかす、な」

　アレ。

　紫鏡の後輩であり、弟子の少年のことだ。

　一かず斗とがどれほど月ヶ瀬家のために働こうとも、深冬は彼のことを決して認めない……五年前の罪のために。

「エルヴェスティにアレを捕食させるのじゃ。紫鏡、月ヶ瀬の筆頭使用人として協力せよ」

「……奥方様のお考えは理解しました。ただユリエル様が、貴方あなたの思い通り動くかどうか」

　深冬は嗤わらい、大きく厚い茶封筒を紫鏡に差し出してきた。

「そのために私が用意したのは、これじゃ。多少苦労はしたが……それに見合う成果は、充分に得られると思うとる」

　紫鏡は中身を素早く確認したあと、深冬の言葉に納得した。

　月ヶ瀬深冬は……豪ごう腕わんだ。無理難題な要望でも、金と権力で押し通してしまう。

（奥方様が立てた策は恐ろしい）

　その狙いは、一斗の排除だけではない……うまくいけば、月ヶ瀬家を狙う悪魔ネフィリアすら倒せるかもしれないのだ。

　一斗が苦労して作り上げた『桜華（月ヶ瀬家）→ユリエル→ネフィリア→桜華（月ヶ瀬家）……』という三すくみ状況すら、必要なくなる。

　紫鏡は珍しく感嘆を込めて言った。

「なるほど。これがあれば確かに、奥方様の思い通りになるやもしれません」

「そうであろう。では紫鏡。私に協力するか、否いなか？」

　深冬が煙管の先端を向け、選択を迫ってくる。

　紫鏡は一斗、そして主である桜華の顔を思い浮かべ、答えた。

「私は──」
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　ユリエル・エルヴェスティが月つきヶが瀬せ家に来た翌日──三連休の初日。

　夕食後、ユリエルは部屋のベッドにうつぶせになり『しゅにまじ』を読んでいた。白ニーソに包まれた脚を、ご機嫌にパタパタさせている。

（本当にすばらしいですわ）

　この部屋には様さま々ざまな少女漫画が用意されており、寝る間も惜しんで沢たく山さん読んだが……いちばん感銘を受けたのは最初に読んだこの作品。

　今やユリエルは作者の『東雲しののめきらら』を神格化し、崇すう拝はいしているほどだ。

　ユリエルは『しゅにまじ』の田舎いなか出身のヒロインに自分を。

　そして相手役の少年には、一かず斗とを重ね合わせている。

　ヒロインの揺れ動く感情が、手に取るように伝わってくる。それはきっと……ユリエルが、一斗といる時の気持ちと同じだからだ。

『しゅにまじ』の最新刊は十六巻。ここでストーリーは、思いもよらない展開を見せる。ヒロインにライバルが現れ、好きな少年を奪われそうになるのだ。

（あぁ、なんという事）

　ヒロインの絶望が痛いほどわかる。

　ユリエルも……一斗が桜おう華かを見ているだけで、ひどく胸が痛くなるのだ。

（つまりわたくしは、一斗様の事が）

　ユリエルは自分の感情が何というものか『しゅにまじ』を通して気づき始めていた。

　だが……この漫画のヒロインは高身長でスタイルがよく、お洒落しやれもしている。

　そこは感情移入できない点だ。特に、ヒロインが着る空そら色いろのワンピースには見とれてしまう。

　ベッドから降りて、姿すがた見みの前へ。

　モデルのようなポーズをとったり、流し目をしたりして……がっくり肩を落とす。

（な、何な故ぜわたくしは、こんなに背が小さいのでしょう）

　その割に胸は大きめだが、異性から見て魅力的とはとても思えない。

　おまけに修道服には、何度も縫い直した跡がある。この服に愛着はあるが、いつも綺き麗れいな格好をする桜華が羨ましい。

　特に今日の昼間に着ていたドレスは素晴らしく、見とれてしまったものだ。

　もしもああいう服を着れたなら……そう考えていたとき、部屋のドアがノックされた。

「ユリエルさん、ちょっとよろしいですか」

（一斗様）

　心臓が大きく高鳴る。ユリエルは姿すがた見みで、一生懸命に髪と服を整えた。

　そして声がうわずらないように苦労しながら、「どうぞ」と告げた。
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　神かん薙なぎ一かず斗とは、キャスター付きの作業机を押しながら、ユリエルの部屋に入った。

　机には様さま々ざまな種類の布や、ハサミ、針、糸などの裁縫道具が載っている。

　ユリエルは興味を引かれたのか、碧へき眼がんをキラキラと輝かせて、

「まあ一斗様！　これはいった……い……」

　言葉を止めたのは、一斗の他に女性がいることに気づいたからだろう。この屋敷で働く二十代前半のメイドだ。

　ユリエルが一斗の後ろに隠れ、メイドを見上げる。

「一斗様この方は？　それに何のご用なのですか」

「ユリエルさんのために服を作ろうと思いまして。ナツさん……先輩のメイドさんに手伝っていただこうと」

「えっ、もしかしてわたくしが、服がほしい事をわかっていたのですか？」

「ええ。今日、お嬢様のドレスをジッと見てらっしゃったので」

「お、お恥ずかしいところを……」

　ユリエルが染まった頬ほおに、小さな両手を当てた。

　──一斗がユリエルの服を作る理由は、パンや少女漫画同様、籠ろう絡らくするためである。人間界の文化にもっと興味をもってもらい、月つきヶが瀬せ家からさらに離れ難がたくするのだ。

　それに、ネフィリアはどうやらユリエルの可愛かわいさに弱いようだ。ユリエルをもっと愛らしくすれば、更なる抑止力となるだろう。

　……という理由の他に。

　一斗はユリエルを楽しませることが、単純に楽しくなっていた。

　この天使は、こどものように素直なのだ。少女漫画に激しく感情を揺さぶられ、食べ物を本当に美お味いしそうに食べてくれる。

　服を着せれば、どんな笑顔を見せてくれるか楽しみでしかたない。

　ユリエルは手を後ろで組んで、一斗を見上げてきた。

「一斗様は、服も作れるのですか。すごいですわ」

「執事のたしなみです」

「……貴方あなた『執事のたしなみ』と言えばなんでも説明できると思っているのではなくて？」

　ぶっちゃけ、その通りだ。

「ではナツさん、ユリエルさんの身体からだの採さい寸すんをお願いします。僕は部屋の外に出ています」

「はいはーい。じゃあエルヴェスティさん。ちょーっと、脱ぎ脱ぎしよっか」

　ナツがメジャーを用意したとき、エプロンドレスの中のスマホが鳴った。

　ナツは少し通話した後……一かず斗ととユリエルに両手を合わせてきて、

「ゴメンなさい！　お屋や形かた様から呼び出しを受けちゃった。行かなきゃ」

　そう告げて出て行った。

　残された二人は、呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

「……採さい寸すん、できなくなっちゃいましたね」

　さっきナツが言ったとおり、採寸のためには下着姿のユリエルにメジャーを当てねばならない。一斗がやるのはハードルが高すぎる。

「また今度にしましょうか。もしくは別のメイドさんを呼ぶか……」

「……大丈夫ですわ」

　なんとユリエルが修道服の襟えりぐりに手をかけ、少しためらったあと──勢いよく脱いだ。

　抱きしめると壊れてしまいそうなほど細く、幼おさない肢し体たい。

　だがブラに包まれた胸だけはかなりの存在感を放っている。それが逆に背はい徳とく的てきだった。

　透き通るように白い肌が、ほんのり赤く染まっていく。

「どうぞ。信頼する一斗様になら、計られても平気ですわ」

　清せい楚そなユリエルの大胆な言動に、一斗の頭は瞬間沸ふつ騰とうした。

「ほほほ、本当に計っていいんですか？」

「はい」

「結構しっかり計りますよ？　ウエスト、ヒップ、トップバスト、アップバスト、アンダーバスト、バストトップの距離……」

「バストをそんなに!?」

　実際にこれくらい計るのだ。

　ユリエルは後に引けなくなった様子で、言い放つ。

「だ、大丈夫です──武士に二に言ごんはありませんわ」

「武士……」

　たぶん自分で、何を言っているかわかっていない。

　だがこの天使は、可か憐れんな見た目と裏腹に頑固だ。やるしかないだろう。

「ではユリエルさん。足を肩幅に開いて、万ばん歳ざいしてください」

　ユリエルは壊れかけのロボットのような動きで、言われた通りにする。

　一斗はユリエルの後ろに回り、メジャーをトップバスト──バストの頂点で一周させた。白いうなじも、ユリエルの悩ましい吐息も色っぽくて、どうにかなりそうだ。

「申し訳ありません一斗様。貧相な胸を計らせてしまい」

「い、いえいえ貧相だなんて！　華きや奢しやなのに大きくて、綺き麗れいですよ」

「……えっちな御お方かた」

「どうしろと!?」

　否定も肯定もできない。

　一かず斗とは喋しやべりまくって、気まずさを誤ご魔ま化かすことにする。

「ふ、服作りのスキルを活用できるのは嬉うれしいです！　桜おう華かお嬢様は、僕に服を作らせてくれないのですよっ」

「……少しわかるような気もしますわ。桜華は、一斗様にサイズを知られたくないのでしょう」

「サイズなら知っていますよ？　お嬢様は『私は上から93、53、87』と公言しておられますから」

「それはサバを読みすぎ……いえ、何でもありませんわ」

　一斗はそれからもウエスト、ヒップ、肩幅、下半身の丈などを計った。

　いちいちユリエルが「んン……っ」などと悩ましく声を漏らし、身じろぎするので理性崩壊する寸前まで追い込まれた。

　全身の採さい寸すんを終えた時、二人とも疲ひ労ろう困こん憊ぱいでへたりこむ。

「はあっ……一斗様。もう修道服を着てよろしいですか？」

「本当にすみませんが、もう少し待って下さい」

　一斗は採寸した数値と、あらかじめ考えておいたデザインを照らし合わせて布へ線を引いた。それをもとに、ハサミで切る。

　切り抜いた布を下着姿のままのユリエルに当てて、サイズや形を微び調ちよう整せいする。

「では、作ります」

　微調整した布を型紙のように使い、生地を裁さい断だんする。

　続いて縫ほう製せい、飾り付け……一斗は職人のように作業に没ぼつ頭とうした。傍かたわらにユリエルが寄り添って、夢見るような視線を向けてくる。

　そして二時間後、服が完成した。

　ユリエルは嬉しいやら恥ずかしいやら、複雑な顔をしている。

「か、一斗様この服は……実際に見れて嬉しいのですけれど、わたくしには似合いません」

「大丈夫ですよ。さあ着替えてください」

　一斗はやや強引に服を押しつけ、一度部屋の外へ出た。

　十分ほどすると、ユリエルの弱々しい声が聞こえてくる。

「……いいですわよ」

　再び部屋の中に入る。

　そこには、見違えたユリエルの姿があった。

『しゅにまじ』のヒロインがいつも着ている、空そら色いろのワンピースだ。所々にあしらったレースが、ユリエルの可か憐れんさをさらに際きわ立だたせている。

　無論、作中のヒロインとは体型が違う。なので一かず斗とはユリエルに似合うようにデザインを微び調ちよう整せいしていた。

「本当に素敵です」

「そ、そうですか？　『馬ま子ごにも衣装』という事でしょうか」

　一斗は少し苛いら立だった。前から思っていたが、ユリエルは自分の容姿に自信がなさすぎる。

「馬鹿なことを仰おつしやらないで下さい」

「え、一斗様？」

「ユリエルさんは最高に可愛かわいいのです。もっと自信を持って下さい」

「……！」

　ユリエルが貧血を起こしたように倒れ込んできた。

　慌てて一斗は受け止める。顔色が真っ赤で、呼吸もうまくできないようだ。

「だ、大丈夫ですか？　医務室にいきましょうか」

「……い、いえ結構。なんというか嬉うれしかったり、自分の気持ちに気づいたり、頭が混こん沌とんの渦か中ちゆうにあるのです」

　なんだかよくわからない。

　ユリエルは一斗から離れたあと、ワンピースの胸元を大切そうに撫なでた。

「ありがとうございます。この服、ずっと大事にいたします」

　やはりこの天使は大切な友人だ。喜ぶ姿は、何物にも代えがたい。

　二人で見つめあい、フワフワした雰囲気になっていると……

　ノックの音がした。「どうぞ」とユリエルが答えると、桜おう華かが入ってきた。

「ユリエル、お菓か子しを焼いたから一緒に……むむ、どうして一斗がいるのかしら」

　不機嫌そうに一斗を見つめてくる。

「ユリエルさんに服を作ってみたのです」

　服？　と桜華は細い首をかしげたあと、ユリエルに視線を移す。

「そういえば、修道服以外の格好を初はじめて見たけれど──とてもよく似合っているわ！」

　ユリエルがくすぐったそうに笑う。

　桜華は心の底から感心したように、

「一斗、素晴らしい仕事だわ。こんど服を私にも作ってくれない？　採さい寸すんは……ええと、紫し鏡きようにしてもらうから」

　ユリエルが、少し意地の悪い口調で、

「その必要はないでしょう。桜華のスリーサイズは93、53、87らしいですから、その通りに作ればいいですわ」

「そ、そんなサイズ絶対に合わな……もうユリエルっ。随ずい分ぶんと意地が悪くなったものね」

　じゃれあうように言葉を交わす、桜おう華かとユリエル。

　一かず斗とはその様子に目を細めながら、

（以前のように、ネフィリアさんも一緒に……生徒会四人でワイワイしたいな）

　それが彼の、今の願いであった。





　　　　▲






「ではまた明日、ユリエル様」「お休みユリエル」

「はい。お二人ともいい夢を」

　ユリエル・エルヴェスティは、一斗と桜華が部屋を出て行くのを見送った。

　ベッドに倒れ込み、天井を仰ぎ……先ほど気づいた自分の気持ちに、呆ぼう然ぜんとする。

（わたくしは……一斗様をお慕したいしているのですわね）

　天使は己おのれの初恋を自覚した。

　だが一斗から目が離せないからこそ、彼のちょっとした仕草でわかってしまう。

　一斗は桜華が好きなのだ。

（以前聞いた話だと……一斗様は、いちど桜華に告白して、フラれているのですわね）

　だがユリエルが見た限り、桜華も一斗のことを憎からず思っているようだ。

　それなのになぜ『フッた』のか解わからない。面倒な性格の桜華のことだから、素直になれないでいるだけかもしれない。

　だから、ちょっとしたキッカケがあれば、二人はくっつきそうな気がするのだ。

（そうなると、わたくしの初恋は終わりますわ）

　悲しい未来を想像した時……ドアがノックされた。

　沈んだ顔を見られたくはない。ユリエルは顔を袖そででこすって起き上がり、ドアを開けた。

　入ってきたのは黒髪のメイド・御み山やま紫し鏡きようだった。部屋の掃除でもするつもりだろうか。

「ユリエル様、あなたにお見せしたいものがあるのです」

　分厚く大きな茶封筒を差し出してくる。

　ユリエルが首をかしげつつ、それを受け取ったとき……胸に衝撃が走った。

　紫鏡は味方だと思い込んでいたので、《絶対防壁アブソルートウオール》を張る間もなかった。
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　同日、深夜十一時。

　神かん薙なぎ一斗は自室の机に向かい、勉強していた。執事である以上、ある程度の成績は残さないと主あるじの恥となる。仕事で多忙ではあるが、勉学をおろそかにはできないのだ。

　ちなみにこの部屋は昨夜、ネフィリアの触手生物の粘ねん液えきでネチャネチャになってしまった。だがあの悪魔は帰り際ぎわに掃除をして、前よりも綺き麗れいにしてくれたのだ。

　悪になりきれないネフィリアを思い出し、微び笑しようした時……いきなり部屋のドアが開いた。

「？」

　ノックもなしに入ってくるとは、誰だろうか。

　身構えてドアの方を見ると、そこには想おもいもよらぬ人がいた。

「こ、これは奥方様！」

　月つきヶが瀬せ深み冬ふゆ……一かず斗とを嫌っている着物姿の女性。部屋に訪ねてくるなど初はじめてだ。

　一斗は自分が座っていた椅子を勧め、その前に跪ひざまずく。

　だがその椅子へ深冬は自らのハンカチを敷いて座る。それが彼女の嫌悪感を表していた。

　長い脚を組み、煙管きせるに火をつける。深冬は娘の桜おう華かの前では喫煙しないが、一斗の健康は気にも留とめていないのだろう。

「神かん薙なぎ、今日はお前に、とてもいい話を持ってきたのじゃ」

　薄笑いで言われても、嫌な予感しかしない。

　だが一斗は笑顔を作って、

「恐れ多いことです。一体なんのお話でしょうか」

「縁えん談だん、じゃよ」

「え!?」

　装っていた冷静さが、あっけなく吹っ飛んだ。

「僕に結婚しろというのですか？　な、何の冗談……」

「私は、本気じゃ」

　刃物のような冷たい声こわ色いろ。深冬が吐き出す煙が、部屋に広がっていく。

「い、一体、誰とですか」

「紹介しよう……入ってくるがよい！」

　再び扉が開き、小柄な少女が飛び込んできた。

　一斗が作った空そら色いろのワンピースをまとう、ユリエルだ。

「かずと様ぁーっ」

　駆け寄ってきて、ぎゅうっと胸にしがみついてくる。明らかに過剰なスキンシップだ。

「ど、どうしたのですか？　ユリエルさん」

「わたくし……わたくし」

　碧あおい瞳を、爛らん々らんと輝かせて叫ぶ。

「わたくし、貴方あなたをお慕したいしておりますっ！」

「は!?」

「優しく強い心に、もうめろめろですの!!　結婚してくださいッ！」

　いきなりの告白、そして求婚だ。混乱するしかない。

　一かず斗とは、心がこもっていない拍手をする深み冬ふゆに問いかける。

「奥方様、これはいった……」

「一斗様、わたくしを見て」

　ユリエルに両手で頬ほおを挟まれ、向き合わされる。目は据すわり、明らかに普通ではない。いったい何があったのか。

「一斗様が、わたくしと結婚してくれたら」

　そして、苦いものを吐き出すように、

「ネ、ネフィリアを魔界へ、追い払いますわ……」

　一斗は驚いた。それは以前、紫し鏡きようが出した提案だ。

「ユリエルさん、ですがそれは『ネフィリアを追い返して天使の力が用済みになったら、贅ぜい沢たくな暮らしが出来なくなる』という理由で拒こばんだではないですか」

「それは理由の半分ですわ。もう半分は……」

　頬を挟んでくるユリエルの手に、力がこもる。

「ネフィリアが地上に健在なら、それに対抗できるわたくしは月つきヶが瀬せ家に──つまり一斗様あなたにとって必要となります」

「……」

「すると当然、わたくしは一斗様にいっぱい構ってもらえるようになる……それが、もう半分の理由ですわ」

　ユリエルは、そこまで自分を想おもってくれていたのだ。

　だが何な故ぜこれほど突然に、結婚まで求めてくるのか。

　深冬は旨うまそうに煙管きせるを味わい、煙を吐きだす。

「よかったのう神かん薙なぎ。これほど可か憐れんな少女と結婚できる。悪魔を追い払うことで、月ヶ瀬家に恩を返せる。万ばん事じめでたしじゃ」

「ぼ、僕の気持ちは……」

「『僕の気持ち？』」

　深冬は煙管を膝ひざでたたき、灰を床にまき散らした。

「そんなもの知ったことか。五年前この屋敷へ侵入した……薄うす汚ぎたない泥棒の気持ちなどな！」

「……！」

　落雷のような怒ど号ごうに、部屋がしばらく静まりかえる。

　沈黙を破ったのはユリエルだった。

「泥棒とはどういうことですか」

「それはな──」

　深冬は愉たのしそうに一斗の過去を暴露する。




　五年前、一かず斗との父は多額の借金を残して失踪した。

　借金取りからの取り立ては過酷で、家族は金銭的にも精神的にも追い詰められた。

　そして一斗は、母と妹を守るべく……

　あろうことか、この屋敷に盗みに入ったのだ。

　以前テレビ番組で、この屋敷の廊下に飾られている美術品一つでも売れば、借金を返せることを知っていたからである。

　だがあっさり見つかり、紫し鏡きように手ひどく打ちのめされたのだ。




「家族を破滅から守るため、盗みを……」

　ユリエルは噛かみしめるように呟つぶやき、碧へき眼がんを一斗に向けてくる。

「一斗様は、ジャン・バルジャンだったのですか」

　そう。

　一斗は、彼のように罪を犯した。

　紫鏡に倒され、警察に突き出されそうになった時……助けてくれたのが、桜おう華かだった。

　桜華は一斗を赦ゆるすことを両親へ懇こん願がんした。それだけでなく借金の整理や、一斗を屋敷で雇うこともしてくれた。

　月つきヶが瀬せの令嬢だからといって、簡単にできたことではないだろう。

　何度も両親へ頭を下げていたことを、一斗は知っている。

　だからこそ……一斗は桜華を好きになったのだ。

　ユリエルの手が、一斗の背中に回される。

「貴方あなたにはそんな過去が……でもその過あやまちを乗り越えるべく、生きてきたのですね」

　そういえばユリエルは以前、こんな事を言っていた。




『ジャン・バルジャンは過ちを犯しました。ですが彼は悔い改め、よりよい人間になるため苦悩し、努力します。それはとても素晴らしいことですわ……わたくしはこの物語の中で、ジャン・バルジャンがいちばん好きですわ』




　ユリエルは一斗にジャン・バルジャンと似たものを感じていたのだろうか。それも、好きになってくれた理由の一つかもしれない。

　深み冬ふゆは愉快そうに、掌てのひらを煙管きせるでたたいた。

「さ、これで結婚は決まり。善は急げじゃ。明日にでも式をおこなえ」

「あ、明日!?　僕はまだ十六歳ですよ！」

「人間と天使の結婚なのじゃ。別に役所に届けろとは言うておらん。屋敷の庭の礼拝堂チヤペルで、エルヴェスティ嬢との永遠の愛を誓えば良い……私は明日からアメリカ出張じゃから、残念ながら出席はかなわんがな」

　無論その声には、残念さなど微み塵じんもこもっていない。

　深み冬ふゆによって、出口がどんどん塞ふさがれていく。さすがの一かず斗とも固まっていると……

「お困りのようですね」

　いきなり部屋の隅に、紫し鏡きようが現れた。相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつだが、この超人メイドならこれくらいやるだろう。

　一斗は、藁わらにもすがるように言った。

「し、紫鏡さん、聞いて下さい」

「もう聞きましたよ。すべてをね」

　紫鏡が背後へ回り込んできた。振り向く間もなく──首に手しゆ刀とうが振り下ろされる。

「しばらくお眠りなさい、一斗」

「紫鏡……さん……」

　遠ざかっていく意識の中、深冬の嘲ちよう笑しようだけが不気味に聞こえていた。
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　神かん薙なぎ一かず斗とは、うつぶせの状態で目をさました。

　起き上がり、周りを見る。

（……ここは）

　体育館ほどの広さの、無ぶ骨こつなコンクリートの部屋。壁の一角には、大きなモニターが設置されている。唯一の出入り口である扉は、脱出を拒こばむような鋼鉄製……。

　月つきヶが瀬せ家の地下室だ。

　一斗には馴な染じみ深ぶかい場所である。

　五年前、屋敷に盗みに入って紫し鏡きようにボコボコにされ、この地下室に放り込まれた。そして桜おう華かに罪を赦ゆるされ、月ヶ瀬家で働くことを提案されたのだ。

　執事となるため、地獄の特訓を受けた場所でもある。

　腕時計で時間を確認すると、午前十一時……どうやら半日ほど気絶していたらしい。

　鋼鉄製の扉に手をかけても、ビクともしない。閉じ込められたようだ。

（誰かに連絡して、助けを……）

　タキシードの胸ポケットをさぐるが、スマホはない。

『没収されたか』と思ったとき、壁のモニターが点灯した。

　まぶしさに目を瞬しばたたかせながら見ると……画面には、車の後部座席が映っている。

　ゆったりと広い車内。テレビやテーブル、冷蔵庫が備え付けられており、シートはとても柔らかそうだ。

　月ヶ瀬家のリムジン──メルセデス・マイバッハ・プルマン。世界各国の王室御ご用よう達たしの車だ。その値段は軽く七千万を超える。

　スピーカーから、紫鏡の声が聞こえてきた。

『一斗、そろそろ目が覚めたでしょう？』

　この言葉からすると、目覚める時間まで計算して一斗を気絶させたらしい。相変わらず人じん外がいじみたメイドだ。

「紫鏡さん、監禁するなんて一体どういうおつもりですか」

『〝どういうおつもり〟と言われても。私は使用人ですから、主あるじの命令に従っているだけです』

　主。

　その言葉に、心の奥が冷たくなった。

　一斗は声をふるわせて、

「ま、まさかこの件は、お嬢様も了承されたのですか？」

『いいえ、奥方様の命令です。〝一かず斗とをエルヴェスティ嬢と結婚させるための手伝いをせよ〟とね……ちなみに桜おう華かお嬢様は、この事を全く知りません』

　一斗は、ほうっと息を吐いた。やはり桜華は一斗の気持ちを無視してこんな事をする人ではない。少し勇気が出てきた。

『奥方様は今け朝さからアメリカへ出張中。ですから私が責任者となって結婚への準備を進めています』

「……この映像は？」

『私の耳に装着した、見えないほど極ごく小しようのカメラ──ウェアラブル・カメラで撮影し、そちらに生中継しています』

　何のためにそんな事をしているのか？　一斗の困惑は深まる。

『ちなみに、ユリエル様も一緒ですよ』

　カメラが横を向いた。

　ユリエルは空そら色いろのワンピース姿で、隣の席に座っている。相変わらずとてもよく似合っていて、美しい。

　だが……その目は据すわり、額には『掠りやく奪だつ愛』というハチマキを巻いていた。

　そして、正気を失った狂きよう信しん者じやのように、

『愛は奪うモノですわ奪うモノですわ奪うモノですわ奪うモノですわ奪うモノですわ奪うモノですわ奪うモノモノモもももももノノノノ。愛あい・即そく・奪だつ』

「何があったんですか!?」

　性格が変わりすぎである。

　紫し鏡きようが、抑よく揚ようのない声で、

『どうです一斗。清せい楚そで慎つつましかった美少女天使が、貴方あなたを想おもってこれ程どの変化を。いよっ、三国一の幸せ者』

「三国一の幸せ者は、地下室に監禁などされません……」

　一斗は頭痛をこらえつつ、

「ところで貴方がたは、車でどこへ向かっているのですか？」

『説明する前に、まずこれをご覧なさい』

　ごそごそと音がして、映像が大きく揺れた。どうやら紫鏡が小型カメラを耳から外したらしい。

　映像が百八十度回転した。

　てっきり、メイド服姿の紫鏡が映し出されるかと想ったが……

　映ったのはなんと、一斗本人だった。タキシード、体型、それに──顔まで全く同じである。

「え……え、ええっ!?」

『私は顔などに特殊メイクをほどこし、貴方あなたになりすましております』

「な、なんのために」

『決まっているでしょう』

　紫し鏡きようは当たり前のように、こう言った。

『あなたのご家族へ〝ユリエルさんと結婚する〟とご挨あい拶さつをしにいくのです』

「!?」

　斜め上すぎる発言に、言葉も出ない。

『何を驚いているのですか一かず斗と。ご家族への挨拶は常識ですよ』

　地下室に監禁したメイドが、常識を説いてくる。

『なかなかいないですよ？　部下と瓜うり二ふたつに変装して、代わりに結婚の挨拶に行ってくれる上司など……』

「なかなかどころか、人類史上皆かい無むですよ!!」

　確信を持って言える。

「というか紫鏡さん、なぜ挨拶の模様を隠し撮りして、僕に見せるのですか」

『結婚の挨拶と言えば、重要イベントの一つ……あなたに黙ったまま済ませるのも申し訳ないので、生中継するのです』

『申し訳ない』の使いどころがおかしい。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす一斗の耳に、ユリエルの声が聞こえてきた。

『ですが紫鏡様、流石さすがにこんな事は良くないのではないでしょうか』

（おおっ）

　なぜ正気を失ったのかわからないが、まだ良心が残っていたらしい。

　紫鏡は再び小型カメラを耳につけた後……ユリエルへ手を伸ばし、その細い顎あごを掴つかんだ。

　天使の愛らしい顔がアップで映された。頬ほおがピンク色に染まっていく。

『ユリエル、僕の言うことが聞けないのかい』

『え、貴方は紫鏡様……』

『ユリエル。あぁ可愛かわいいユリエル。僕だけを見て』

『か、一斗様……はい。もうわたくし、貴方しか見えませんわ』

（ユリエルさ────ん!!）

　昨夜の告白では『優しく強い心にめろめろですの』とか熱弁したのに。

　それから紫鏡は、ユリエルと額をくっつけあったり、両手を恋人つなぎしたりイチャイチャする。ユリエルのファンに売ったら高値で売れそうな映像である。

　やがてリムジンが止まり、ドアが開かれる。

　紫鏡は、とろけた表情のユリエルからハチマキを取り、一緒に、車から降りた。

　続いてカメラに映ったのは……見覚えのある住宅街にある、二階建てのアパートだ。築五十年は経たっておりボロボロである。

　一かず斗とが、月つきヶが瀬せ家に住み込みで働く五年前まで暮らしていた所だ。

　今は妹と母が、一斗の仕送りで生活している。

　紫し鏡きようとユリエルはアパートの錆さびた階段を上り、手前の部屋のチャイムを押す。

　……鳴らない。一斗が幼おさない頃から壊れているのだ。

　しかし気配を察したのかドアが開いて、髪を肩口まで伸ばした少女が顔を出した。

『……お帰り、お兄ちゃん』

　神かん薙なぎカノン。一斗の二つ年下の妹で、中学三年生。あどけない顔立ちの美少女だ。

　だが兄に近づく女子を呪じゆ殺さつすべく丑うしの刻こく参まいりをしたり、兄のスマホにハッキングソフトを仕掛けたりする本格派のサイコパスである。

　カノンは腰に両手を当て、紫鏡を睨にらみ上げた。

『電話では〝結婚の挨あい拶さつしに行く〟って言ってたけど、どういう事!?　意味わからな……』

　そこまで言ったあと、細い首をかしげる。

　そして紫鏡を、あらゆる角度から見つめ、

『……むむ？　お兄ちゃん、雰囲気がどこかおかしいような』

（よし、さすが妹だ）

　そんな一斗の期待を打ち破ったのは、またしても凄すご腕うでメイドだった。

　紫鏡は両手で、妹の両頬ほおをはさみ……

『ふ、ふえっ？　お兄ちゃ……んんんんんんんっ!?』

　あろうことか──唇を重ねたのだ。

　カノンの表情が困惑から、恍こう惚こつへと変わっていく。

『カノン、これでも僕を疑うかい？』

『ううん、間違いなくお兄ちゃんだよ』

　なぜだ。

　両手両りよう膝ひざをつく一斗。モニターには、カノンがふらふらと部屋に入っていく姿が映っている。

　一斗は消え入りそうな声で、

「ちょ……紫鏡さん貴方あなた……」

『何か問題が？　私は正体がバレなかった。妹さんは喜んでいた。ＷＩＮウイン－ＷＩＮウインではないですか』

「僕がＬＯＳＥルーズですよ！　なぜ僕の顔をした人と、妹のキスを見ねばならないのですか！」

　一斗は髪をガリガリと掻かいて、

「あぁ、しかもカノンの奴やつ、多分ファーストキスですよ」

『兄妹きようだいだからノーカウントですよ』

「あなたは兄妹きようだいじゃないです！」

　せめて『同性だからノーカウント』と言ってほしかった。

「ユリエルさんも、止めてくださればよかったのに」

『そ、そうですわね』

　ユリエルは大いに反省したように身を縮め、

『わたくし一かず斗と様と結婚するのですから……一斗様の姿をした方が、他の女性とキスしたらヤキモチを焼かないと、おかしかったですわね』

「そういう事でもないです！」

　だめだ。みんな頭のネジが吹っ飛んでいる。

　だが今の一斗には、どうすることもできない。

『己おのれの偽物が家族に結婚の挨あい拶さつをする』という惨さん劇げきを、見守るしかないのだ。

　玄関から入ってすぐ台所があり、その奥に六畳じようの居間がある。一斗が妹のために作ったウサギのぬいぐるみが、大切そうに置かれていた。

　ユリエルは興味をひかれたのか、ぬいぐるみをジッと見つめている。

　そして古いちゃぶ台に向かって、優しい顔立ちの女性が座っていた。

　一斗の母親・神かん薙なぎかずらだ。高校生の子供がいるとは思えないほど若々しい姿。だが病弱で働くことができず、一日のほとんどを床に伏せって過ごしている。

（そうだ。お腹なかを痛めて僕を産んでくれた母さんなら、別人と気づくかもしれない）

　期待を膨らませてモニターを見ると、かずらは笑顔で両手を振って、

『あらあら一斗[image: ][image: ]また大きくなって！　ますます私に似てきたわ！』

（なんという、節ふし穴あな家族……）

　やさぐれた一斗は、仕送りを減らすことを決意した。

　母の隣にカノンが座り、その向かいに紫し鏡きようが正座する。

　ユリエルは正座の仕し方かたを知らないようだ。紫鏡の真ま似ねをしてなんとか座り、ぎこちなく頭を下げる。

『は、初はじめまして。ユリエル・エルヴェスティと申します』

『外国の人なのね？　しかもなんて可愛かわいいのかしら……早く孫の顔が見たいわ。一斗、しっかり頼むわよ』

　紫鏡が親指をグッと立てて、

『任せてくれ母さん。さっそく今晩にでも仕し込こ……』

「紫鏡さ──────ん!!」

　一斗が絶ぜつ叫きようすると、紫鏡はしぶしぶといった口調で訂正する。

『……と言いたいところだけど母さん。まだ僕たちは高校生だし──』

『ごはっ！』

　母が吐と血けつした。

　ユリエルが驚いて立ち上がり、母の背中を優しく撫なでる。

『だ、大丈夫ですか』

『全く大丈夫じゃないわ。あ[image: ][image: ]一刻も早く、死ぬ前に孫が見たいわ[image: ][image: ]』

　母が命を武器に、激しいプレッシャーをかける。さすがの紫し鏡きようとユリエルも気け圧おされているようだ。

『それにしても一かず斗とが結婚ね……これまで色々な苦労があったわ』

　母がハンカチで、口くち元もとの血をぬぐう。

　そして、綺き麗れいな目で虚こ空くうを見て、

『雨の日も風の日も──お母さん頑張って、一斗からの仕送りを下おろすため銀行にいったものだわ……』

　母は目め頭がしらをぬぐい、にっこりとほほえむ。

『でも母さんね、今日、そんな苦労も吹っ飛んだわ』

『今日までその苦労、吹っ飛んでなかったのですか？』

　紫鏡も引いているのか、素の口調になっている。

　何はともあれ……母は、結婚に大喜びのようだ。

　対照的に妹のカノンは『結婚はんたーい！』と拳こぶしを振り上げて、

『お兄ちゃんのお嫁さんには、私がなるのーっ！　だって……私のお腹なかにはお兄ちゃんの子供がいるんだもの』

　頭痛がしてきた。昔から常じよう軌きを逸いつしたブラコンだったが、最近さらに酷ひどくなっている。

　一斗の姿をした紫鏡も、流石さすがに呆あきれ気ぎ味みだ。

『カノン、そんな訳ないだろう』

『なぜそう言い切れるの？』

　カノンが、己おのれのお腹を愛いとおしげに撫でて、

『量りよう子し論ろん的に言えば、私の子宮には胎児が〝いる〟か〝いない〟かの状態が、重なり合っているの。開いてみないとわからないもん』

（お前の胎児は、シュレディンガーの猫か？）

　一斗がかつてないツッコミをしたとき、ユリエルの狂気のこもった声が聞こえてきた。

『ではわたくしが、子宮を開いて〝いる〟か〝いない〟かを確認してみましょうか。大丈夫。ちょっとザクッとするだけですわ』

『チクッとする』なら注射程度で済むが、ザクッとすればまず死ぬ。

　ユリエルには『レ・ミゼラブル』の恋愛場面にうっとりしていたあの頃に戻って欲しい。堕だ落らくさせたのは一斗なので、文句は言えないが。

　おもむろに帝王切開しようとするユリエル。それを紫鏡が押さえつけ、呟つぶやく。

『一かず斗と……なかなか、その、エッジがきいた家族ですね』

　フォローしてくれるのは嬉うれしいが、家族にエッジはいらない。

　ユリエルを床に押さえ込む紫し鏡きようを見て、母が嬉しそうに言った。

『あらあら一斗。いくらユリエルさんが可愛かわいいからって、お盛さかんね～。ところで結婚はいつするの？　高校を卒業してから？』

『いや、今日の午後イチで』

『軽く仕事をすませるかのように!?』

　さすがの母も驚いている。激しく目を泳がせて、

『って……ええ？　一斗はまだ十六だから、結婚できる年ではないわよね」

　当然の疑問を投げかけるが、それを紫鏡は巧みな話術でかわす。

『母さん。別に役所に書類を提出する訳じゃないよ。あくまでユリエルと僕が永遠の愛を誓うだけのこと。そのケジメとして、結婚式をするんだ』

『それなら問題ないわ。大事なのは若い二人の気持ちですもの』

（まったくその通りだ）

　問題は若い二人のうち片方が、地下室に監禁されていることだ。

　それから紫鏡は、ユリエルの手を引いて立ち上がる。

『じゃあ母さん、カノン。外に車を待たせてあるから式場に行こう。二人の服も用意してあるから』

『式場って、どこなの？』

『月つきヶが瀬せ家だよ。礼拝堂チヤペルや牧師さんなどの準備は月ヶ瀬の奥方様が済ませて下さったんだ。まったく素晴らしい主あるじだよ』

　紫鏡はそう言ったあと、一足先にアパートを出た。

　ウェアラブルカメラを耳から外して、自分自身を映した。そしてウインクして、

『現場からは以上でぇーす』

　これ以上ないほどイラッとさせる言葉を吐き、中継が切れた。

　モニターも何も映らなくなる。

　暗い地下室で一斗は、一人ふるえた。すさまじい衝撃映像だったが、うずくまってばかりはいられないのだ。

（ま、まずい……紫鏡さん達が帰ってきたら、結婚させられる。その前に脱出しないと）

　こんなホラーもなかなか無いだろうが。

　一斗は立ち上がり、閉ざされた鉄てつ扉ぴへ向かう。

　大きく息を吸い、精神を集中させ……

　鉄扉へ渾こん身しんの蹴りを放つ。地下室にすさまじい轟ごう音おんが響き渡った。

　連続で拳こぶしや膝ひざをたたき込んでも、ビクともしない。

　だが十分ほど一いつ心しん不ふ乱らんに続けていると、鉄てつ扉ぴが陥かん没ぼつしてきた。

　そして二十分が過ぎる時には大きくゆがみ、蝶ちよう番つがいが壊れはじめ……

「はあっ！」

　全身全霊で前蹴りをブチ当てると、鉄扉は落雷のような音を立てて吹っ飛んだ。その向こうに、地上への階段がみえる。

　よし、とうなずき、一階へのぼる。

（さて……これからどうすべきか）

　紫し鏡きようが敵となった今、どこへ逃げても安全な場所などない。彼女は世界中の防犯カメラをハッキングすることもできるのだ。

（ならば）

　一かず斗とは二階の、ユリエルの部屋へ向かう。

　ユリエルは昨日、新しい服を着せたときは普通だったのに……一斗の部屋に来たときは異常に積極的になり、求婚すらしてきた。今日の様子も明らかにおかしい。

　何かあったと考えるのが自然。

　その『何か』がわかれば、この状況を打開する手がかりになるかもしれない。

　ユリエルの部屋のドアには鍵がかかっていた。

　だが一斗には何の意味もない。懐からピッキングの道具を取り出し、鍵穴を弄いじると……二十秒もせずに開いた。

　室内へ入ると、明らかに異常なところがあった。

　部屋の机に紫色の布がかけられており、そこに金色の燭しよく台だいが置かれている。

　──祭さい壇だんだ。

　近づいて観察すると、そこには大きな封筒が乗っていた。

（これは……？）

　中身を見る。どうやら『しゅにまじ』の原稿のようだ。

　今までこの作品は一斗が購入し、ユリエルに渡していた。

（一体誰がこの原稿を渡したのだろう）

　原稿に書いてある話わ数すうを見ると……最新刊である十六巻の続きらしい。掲載誌『月刊マーマレード』の最新号でも、『しゅにまじ』は十六巻までの話しか載っていない。

　つまりこれは、最新話の原稿だ。

　今月まだ『月刊マーマレード』は発売していないのに……誰がどうやってコレを手に入れたのか。

　読んでみると、すぐに違和感がわいてきた。

「……？」

　十六巻での展開は、純粋無む垢くなヒロインが思いを寄せる男の子が、他の女性に奪われそうになるというものだった。

　続きはてっきり、ヒロインが健けな気げに頑張って、男の気持ちを取り戻そうとするのかと思ったのだが……。

（な、なんだこれは!?）

　ヒロインのキャラクターが、完全に崩壊していた。

　まず彼女はなんと、何の伏線も無く『地上に遣つかわされた天使』と判明する。

　そして『愛は奪うモノ』と連れん呼こし、あらゆる手段を使って男の気持ちを取り戻すのだ。

　そして何と……男を拘こう束そくし、無む理り矢や理りえっちな事までしている。

　出来の悪い打ち切り漫画のような超展開である。この話が掲載されたら、大炎上するのではなかろうか。

（この『愛は奪うモノ』という台詞せりふ……）

　車の中で、ユリエルが連呼していた言葉と同じ。

　間違いない。ユリエルはこの原稿に影響され、人が変わってしまったのだ。『しゅにまじ』への心酔ぶりなら、充分ありえる。

『ヒロインは実は天使だった』という設定追加も、感情移入を加速させたのだろう。

　問題は誰が、この原稿をユリエルに渡したのかだが……すでに一かず斗とは目め星ぼしをつけている。

（奥方様だ）

『しゅにまじ』の出版社は、月つきヶが瀬せ家が保有している。

　月ヶ瀬家で絶大な発言力を持つ深み冬ふゆなら、生原稿を手に入れられるかもしれない。

　しかも昨夜、深冬に結婚を勧められた直後に……ユリエルが求婚してきたのだ。

　タイミングが良すぎる。深冬がこの原稿でユリエルの気持ちを操ったと考えるのが自然。

（それにこの原稿、話の流れが相当おかしい。もしや奥方様が何か強引な手を……）

　一斗がそこまで考えたとき。

「か・ず・と・さま？」

　背骨に氷柱つららを突き刺されたような悪寒。

　小さな身体からだが抱きついてきて……ベッドに押し倒された。原稿があたりに散らばる。

　ユリエルだ。

　上気した頬ほおで見下ろしてくる様は、ぞっとするほど色っぽい。

「いけませんわ。勝手に女の子の部屋に入り、しかも聖典に勝手に触れるなど」

「も、戻ってきたのですね」

「はい！　一斗様のお母様も、妹様も到着しています。今頃礼拝堂チヤペルの控え室で着替えていますわ」

　ユリエルは散らばった原稿を見下ろして、

「殿方と契ちぎりを結ぶのは、結婚してからと思っていましたが……この聖典十九ページには、『愛は隙あらば奪え』とあります……よし」

　空そら色いろのワンピースの胸元のボタンを、勢いよく外していく。ブラに包まれた大きな胸が姿を現した。

　とろけた碧へき眼がんが、一かず斗とへ近づいてくる。

「一斗さま……さあ聖典に従い、愛の契ちぎりを！」

　そして一斗の服に手をかけてきた。『しゅにまじ』最新話のヒロインと同じように、力ずくでモノにしようとしてくる。

　一斗はもがきながら、食いしん坊ユリエルの弱点をついた。

「おおお、落ち着いて下さい。おいしいお菓か子しあげますから、ね？」

　天使はふるふると首を振り、とても悲しそうに、

「わたくし……どうやら、味覚を失ってしまったらしいんですの」

「は!?」

「昨日の夜、紫し鏡きようさんに胸を突かれてから、何を食べても味を感じないのです。あの方が言うには『永遠に味覚を失うツボを突いた』とのことです」

（そ、そんな事が可能なのか？）

　あの怪物メイドなら、出来てもおかしくないが。

「桜おう華かが作る最高の料理をもう味わえないのは、身を切られるような思いです……」
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　つまり『桜おう華か→ユリエル』という力関係は壊れた。

　彼女を籠ろう絡らくする切り札は、もうない……と一かず斗とが思っている間にも、天使がワイシャツのボタンを引きちぎってくる。

「ちょ、ちょっと待、待ってくださ──い！」

　抵抗しようとしても、ユリエルは《絶対防壁アブソルートウオール》を巧みに使うため、うまくいかない。息を乱しながら、首筋に何度もキスしてくる。

　痺しびれそうな快楽と、恐怖が全身に走ったとき……

「何をしとるかお前は───!!」

　ユリエルの身体からだがいきなり吹っ飛んでいき、壁にたたきつけられた。

　不機嫌そうにベッドの上に舞い降りたのは、ネフィリアだ。まるでヒーローのようなタイミングの登場……ではあるのだが。

　なぜか彼女はナース服を着ていた。銀髪をナースキャップが、美び脚きやくを白ニーソが彩いろどっている。

「ネ、ネフィリアさん、なんですかその格好!?」

「お、お前が好きだから着てきたんじゃないか！　『エロマックス』で、ナースものも見ていたではないかっ」

　そういえば、ナースも一斗が偽装した性癖だ。ネフィリアはまんまと引っかかり、今日も色いろ仕じ掛かけに来たらしい。

　ともあれ、《絶対防壁》を破れる彼女がいれば、ユリエルに対抗できるかもしれない──そう一斗は期待したのだが。

「ユリエル、ところで貴様は一体どういうつもり」

　ネフィリアがユリエルを見て硬直し……アイドルに遭遇したような声をあげた。

「な、なんだその格好。か、かわわわわわわわ、かわいいい─────っ!!」

　そういえば、ネフィリアが空そら色いろのワンピースをまとうユリエルを見るのは初はじめてだった。

「い、いつも地味な修道服ばかり着ているから……破壊力が半端ない……抱きしめてお昼寝したい……」

　そんな事を言っていては、戦うどころではないだろう。ネフィリアへの抑止力という意味もあってユリエルを可愛かわいくしたのだが、完全に裏目に出てしまった。

「ネフィリアさん、いったん逃げましょう！」

　一斗はトリップ状態のネフィリアの手を引き、部屋を飛び出した。

　少し進むと、桜華がこちらへ駆けてくるのが見える。

　一斗を見て心から安あん堵どした様子で、

「あぁ一斗！　昨日から貴方あなたも紫し鏡きようもいないからどうしようかと……って、きゃっ!?」

　一斗はスピードを緩めず、桜華をお姫様だっこした。

「か、かかか一かず斗と？　顔、近いっ……！」

「お嬢様。このままだと僕はユリエルさんと結婚させられます」

　桜おう華かから笑顔が消えた。

　ネフィリアはナース服に包まれた胸を揺らしながら、驚いた様子で、

「け、結婚っ？　それにユリエルは一体どうしたのだ。お前に襲いかかるとは尋じん常じようではないぞ」

「それは──」

　一斗は説明した。

　ユリエルが『しゅにまじ』最新話の、常じよう軌きを逸いつした展開に影響され……その勢いで、結婚まで申し込んできていること。

　深み冬ふゆと紫し鏡きようまでもが、結婚を強引に進めていること。

　ユリエルは味覚が失われており、桜華の料理で籠ろう絡らくすることは出来ないこと。

「お母様……それに紫鏡まで。どうして」

　桜華が唇をかんだ。厳しい母親に加え、信頼するメイドまでもが、一かず斗ととユリエルの結婚を成じよう就じゆさせようとしている。

　それは、桜華がいずれ継ぐ月つきヶが瀬せ家を守るためだ……だが。

「一斗の意思を無視して結婚させるなんて、絶対許せない！　全力で阻止するわ」

　桜華は迷いなくそう言ってくれた。

　一斗は大いに勇気をもらい、最初の一手を打つ。

「ネフィリアさん」

　麗うるわしき銀髪の悪魔が、こちらを向く。

「貴方あなたは月ヶ瀬家と敵対していますが……今は、僕たちに協力して下さい」

「なぬ!?　なぜだ」

「なぜって──僕とユリエルさんが結婚したら、あなたは困るでしょう!!」

　ネフィリアが真っ赤になった。紅玉ルビーの瞳を泳がせて、しどろもどろになり、

「そ、それは確かに困るし、苦しいだろうけど……もしかしてお前、我われの気持ちに──」

「結婚したらユリエルさんは『ネフィリアを魔界へ追い払う』といっているのですよ」

「一斗の、いけず！」

　ネフィリアが軽く肩をぶつけてきた。

　一斗が戸惑っていると、悪魔は子供っぽく唇をとがらせながら、

「……まあいい。確かに悪魔陣営のためにも、ユリエルを落ち着かせた方が良いな」

　敵だったはずの悪魔が、今は最大の味方となってくれる。妙な展開になったものだ。

「私ネフィリア・クロウリーと、神かん薙なぎ一斗、それに月ヶ瀬桜華は──『天てん魔ま同どう盟めい』ならぬ『人じん魔ま同どう盟めい』を締てい結けつする！」

「はい」「ええ！」

　三人はうなずきあう。ここに一かず斗とと桜おう華か、そして悪魔ネフィリアの同盟が締てい結けつされた。

「で、一斗よ。ユリエルの目を覚ますため、具体的にどうするのだ、天てん魔ま同どう盟めいを崩し、三すくみに持ち込んだお前なら何かあるのだろうな」

「はい。その鍵を握るのは……」

　一斗は腕の中にいる、華きや奢しやな黒髪少女を見つめて、

「お嬢様です」

「わ、私？　でも私の料理、もうユリエルには通じないのよね……」

「お嬢様の長所は料理を作ることだけではありません。月つきヶが瀬せグループ飲食部門・特別顧問である貴方あなたは、どんな一流シェフ相手でも一歩も引かず、良いものを作るために対話をしてきました。それが今回は力となるでしょう」

　一斗は駆けながら、桜華とネフィリアに策を説明した。

　それが終わったとき……。

「そこまでです」

　三人の前に、黒髪のメイドが立ちふさがった。

　紫し鏡きようだ。

　細身の女性なのに、天使や悪魔よりも強烈な威圧感を放っている。この超人メイドが年俸二十億円なら、むしろ破格だろう。

　後ろからユリエルも追いついてきた。挟み撃ちされた形である。

　一斗は前後を警戒しながら、桜華を下ろす。

「ネフィリアさんは、ユリエルさんには対抗できないんですよね」

「うむ、今のアイツは可愛かわいすぎて脳のう髄ずいがやられる」

「では、僕がユリエルさんをなんとかします」

　とはいっても、一斗は《絶対防壁アブソルートウオール》に対抗できないので戦っても確実に負ける。ひきつけて逃げるしかない。

　桜華が言った。

「ではネフィリアは紫鏡ね。私がなんとかするまで持ちこたえて」

　三人はうなずきあい……

「「「ＧゴＯー！」」」

　一斗は駆け出した。ユリエルが餌を与えられた獣のようについてくる。

「変身トランスフオーム！」

　ネフィリアのナース服が消え、虚こ空くうから現れた黒い服が全身を覆おおっていく。

　二本の角、尻尾しつぽ、漆しつ黒こくの翼が飛び出した。

「ではいくぞ、紫鏡さん！」

　ネフィリアは魔力の弾丸のようなものを放ったが、紫し鏡きようは壁や天井を駆けてかわしている。もはや人間の動きではない。

　唯一フリーになった桜おう華かは、廊下を走っていく。あとは……彼女が策を成すまで、持ちこたえるだけだ。

（だがそれも、大変だぞ）

「一かず斗とさま一斗さま、かずとさま────!!」

　隙あらばユリエルに押し倒され、強引に契ちぎりを結ばされるだろう。全く油断はできない。

　突然に、館内放送とサイレンが鳴り響いた。

『メイド長・御み山やま紫鏡より業務連絡。今やこの屋敷は戦場です。全員すみやかに避難しなさい──怪け我がをしても労ろう災さいはおりませんよ！』

　そして爆発音が聞こえてきた。紫鏡とネフィリアの戦闘が激化しているのだろう。たしかに使用人は避難させた方がいい。

　ネフィリアは《絶対防壁アブソルートウオール》がある以上、ダメージを受けることはない。一方的に紫鏡を攻撃できるだろうが……相手は人間の限界を遙はるかに超えた化け物だ。倒せるかどうかは、わからない。

　続いて、屋敷の外からローター音が聞こえてきた。桜華が自家用ヘリで飛び立ったのだ。

（お嬢様、お願いします）

　一斗は心の中でエールを送り、逃走を続ける。

　屋敷で暮らしてきた経験を活いかし、柱や空あき部屋に隠れたりしていたが……やがて、二階の奥に追い詰められた。

「一斗様───！　聖典に従って契りを───!!」

　ユリエルが抱きついてきた時……弁償覚悟で屋敷の窓をぶちやぶり、中庭に飛び降りた。

（少しは引き離せたか？）

　ユリエルは少しこちらを見下ろしていたが……『変身トランスフオーム』で天使の姿になり、白いローブを纏まとった。そして翼をはためかせて舞い降りてくる。飛べるのはかなりやっかいだ。

　距離はある程度とれたが、まだまだ安心できない。

（あの翼を、なんとか封じられないだろうか）

　そうすればユリエルは機動性をかなり失い、逃げるのに有利になる。

　その方法を懸命に考えていたとき、放送に従って逃げていく使用人たちと会った。

「あ、一斗くんだ。やっほー」

　ナツが声をかけてきた。昨日ユリエルの服を作るときに、ついてきてくれたメイドだ。

「ねーねー、さっきの紫鏡さんの放送はなんなの？」

「すみません。今ちょっと僕、忙しくて」

「そっけないな～。君が結婚するっていうから、私たち色々用意してたのに」

　ナツが差し出してきた物を見て、一かず斗とは目を輝かせた。

「それを貸して下さい！」

「うん？　君の結婚式のためのものだし、別にいいけど」

　一斗はそれらを受け取ると、ナツと別れた。

　そして受け取った物の一つ……ウェディングドレスを、目立つ場所に置いておく。

　こんなメモを添えた。




『ユリエルさんへ　一斗より

　貴方あなたがこのウェディングドレスを着た姿を見てみたいです。ぜったい似合うはずです』




　そのまま物陰に隠れ、様子を窺うかがっていると……

　ユリエルがドレスを発見し「まあ！」と叫んだ。

　そして白いローブを脱ぎ、慣れない手つきでウェディングドレスに着替え始める。

　あのドレスは裾すそが長すぎて走りづらいし、何より翼を出すことができない。機動性を大幅に削そぐことができる。

　一斗は再び距離を取り、先ほどメイドから受け取ったもう一つのもの……

『大量の空あき缶に、ヒモをつけたもの』を地面に置いた。

　古い映画などで見られる、新婚夫婦が車の後ろにつけて走るものだ。鳴り響く音が、悪あく霊りようを祓はらうという言い伝えがある。

　再びメモを添える。




『ユリエルさんへ　一斗より

　人間界の花嫁はコレを身体からだに巻き付け、走るのが決まりです。音を鳴らすことで魔を祓うことができます。僕の大切な花嫁に魔がついているなんてイヤなので』




　再び隠れて見ていると、ウェディングドレス姿のユリエルが駆けてきた。とても似合っているが、見るからに動きづらそうだ。

　一見ゴミにしか見えない大量の空き缶を、不思議そうに眺めていたが……メモに気づくと笑顔になる。

「まぁ一斗様ったら、わたくしを思って……！　それにしても、人間界には不思議な風習があるのですね」

　腰にヒモをくくりつける。ユリエルが世間知らずなのが幸いした。

　再び走り出したが……ウェディングドレスに加え、缶の重みでうまく走れないようだ。しかもガラガラと盛大な音を立てるので、近づいてきたら分かるようになった。

　それを利用し、一かず斗とは逃げまくる。

　いまや屋敷は大騒ぎだ。避難を促うながすサイレン、紫し鏡きようとネフィリアの死闘による破壊音……そして今度は『カーン、カーン、カーン』という、甲かん高だかい音が聞こえてきた。

　音がする中庭を見れば、妹のカノンが木にワラ人形を打ち付けている。ハチマキで額に巻き付けている蝋ろう燭そくは、礼拝堂チヤペルにあったものだろう。

　おそらくユリエルを呪じゆ殺さつするためだろうが、兄の勤務先でやめてほしい。

　天使と悪魔、人じん外がい級メイド、サイコパスの妹……この屋敷は今や魔ま窟くつだ。

（だが時間は結構稼いだぞ。お嬢様が上う手まくやってくだされば、希望はある）

　そう思った一斗は、甘かった。

　二階のガラスが破れ……そこから紫鏡が体操選手のように舞い降りてきたのだ。

「し、紫鏡さん。ネフィリアさんは？」

「さすがに手て強ごわかったですが、一時的に身動きをとれなくしています」

　一斗は構えた。戦闘訓練では一度も紫鏡に勝ったことがないが、桜おう華かが策を成すまでは時間を稼がなければ。

　だが紫鏡は一斗と戦うつもりはないのか、ため息をつく。

　そしてエプロンドレスのポケットに手を入れ、何かを操作するような動きをしたあと、

「一斗、何が不満なのです？　ユリエル様を、あなたも異性として意識していない訳ではないのでしょう？」

　……その通りだ。

　ユリエルはとても可愛かわいいし、一緒にいると楽しい。子供のように喜ぶ姿を見ると、嬉うれしくなる。

「しかもですよ。ユリエル様は結婚すれば、ネフィリアさんを魔界へ追い返してくれるというのです。結果、一斗が大切に思う月つきヶが瀬せ家は安あん泰たい。何の不満がありますか」

　紫鏡の論理は隙がない……だが。

　一斗は大きく息を吸い、尊敬する上司に告げた。

「……お嬢様が、傷つきます」

「え？」

「優しいお嬢様は、執事の僕を大切にしてくださっている。僕を犠牲にしたのなら、絶対にそれを気に病まれます」

　そして紫鏡は。

　本当に珍しいことに、愉快そうに笑った。

「ふふ、貴方あなたはお嬢様にフラれたのに、そこまで義理立てするのですか」

「そんな事は関係ありません。僕にとってお嬢様は大切な人。だから傷つくのは見たくないだけです」

　そしてもう一つ、理由がある。

「それに僕は……生徒会を取り戻したいのです。僕やお嬢様にとって、大切な場所だったあの生徒会を」

「無理でしょう。天界やら魔界やら、様さま々ざまな要因によってズタズタになっていますよ」

「だからこその三すくみです。時に火花を散らしても、牽けん制せいしあってもいい……お嬢様と、ユリエルさんと、ネフィリアさんが楽しく一緒に過ごせるならば」

　ユリエルは一かず斗ととの結婚後、ネフィリアを魔界へ追い払おうとしているが……

　彼女の精神状態は明らかにおかしい。

　あんな状態で結婚し、大切な友達のネフィリアを追い払ったら、絶対に後悔する。桜おう華かもネフィリアを失い、傷つくだろう。

「生徒会の女の子三人、誰も幸せになれない。そんな未来はまっぴらです……だから僕は、こんな結婚は止めてみせます」

　紫し鏡きようは一斗の言葉を噛かみしめるように、目を閉じた。

　背後からカランカランという金属音が近づいてくる……ユリエルも、やってきたのだ。

　続いて聞こえてきたのは、一斗のポケットからの着信音。

　自分のスマホは奪われたので、先ほどネフィリアから借りておいたのだ。

　テレビ電話モードで通話を受けると、桜華のアップが映し出された。

　なぜか頬ほおが染まり、黒くろ真しん珠じゆの瞳が潤うるんでいる。

『一斗……あ、ありがとう。さっきの言葉、うれしかった』

「？　さっきの言葉？」

『さっきいきなり紫鏡から電話がかかってきて。でも聞こえてきたのは貴方あなたと紫鏡が話す声ばかりで』

　ハッとした。

　先ほど紫鏡は、エプロンドレスのポケットの中で手を動かしていた。

　あれはスマホを操作していて、桜華に繋つなげたのだとしたら……。

　先ほど一斗が口走った『お嬢様は大切な人だから』『悲しませたくない』等は全て聞かれていたことになる。顔から火が出るほど恥ずかしい。

（だがなぜ、紫鏡さんはそんなことをしたのだろう）

　考えていると、桜華が感かん極きわまったように、

『一斗、本当にありがとう！　私、私……貴方のことが！』

　なぜか紫鏡が「よし！」と小声で言っている。いったい彼女はどういうつもりなのだろうか。

　画面の中の桜華が、何かを叫ぼうとした瞬間──

『あのぅ、私いつまで待てばいいのでしょう？』

　スマホから、聞いたこともない女性の声。桜おう華かが頭を下げて、画面から消える。

『あ、ご、ごめんなさい。ではお願いします！』

　そして、二十代後半ほどのメガネをかけた女性が映し出された。

　その画面を、一かず斗とはユリエルに見せる。

「あ……」

　ユリエルは碧へき眼がんを見開いた。

　神と会ったようにひざまずき、地に額をつける。

「貴方あなた様は……東雲しののめきらら先生！」

　そう。『しゅにまじ』の作者・東雲きらら。

　桜華はヘリに乗り、東雲きららのもとへ向かったのだ。

　ヘリの中で桜華は、月つきヶが瀬せ財閥の娘という力をフル活用し、東雲きららの住所などを調べたのだろう。そして彼女を説得し、こうしてユリエルと通話をさせている。

　ユリエルが『しゅにまじ』の原稿で洗脳されたのなら、その作者と会話をさせて目を覚まさせる……それが一斗の策だった。

　ユリエルは碧眼を歓喜で輝かせながら、

「スマホ越しとはいえ、先生に拝はい謁えつするとなれば、身を清めて修道服を纏まといたいのに──このような格好でいる無礼、お赦ゆるし下さい」

『ぜんぜん大丈夫ですよ。な、何がどうなったらウェディングドレスを着て、腰に空あき缶をくくりつけるのか解わからないけれど……』

　東雲きららが、表情を引きつらせたあと、

『ユリエルさん。貴方から先日いただいたファンレター、とても嬉うれしく読ませていただきました──た、多少、愛が重すぎる感じもありましたが』

「まぁ！」

　ユリエルの表情が、ぱあっと輝いた。

「わたくしの聖典たる『しゅにまじ』の創造主である貴方様に、わたくしの想おもいが届いていたこと……これ以上無い幸福ですわ」

　碧眼から、ぽろぽろと歓喜の涙をこぼす。

　それを見た東雲きららは、苦い顔で、

『ユリエルさん、私は貴方に謝らねばならないことがあります』

「え」

『私は貴方が思うような人間ではない……巨大な圧力に負けて、筆を曲げてしまったからです』

　やはり、と一斗は思った。

　あの最新話の展開は、あまりにも不自然だったからだ。

　東雲しののめきららは沈痛な顔で、

『実は〝しゅにまじ〟は、最近コミックスの売り上げが伸びず、打ち切りを宣告されていたのです』

「うちきり……？」

『話が途中で終わる、ということです』

　ユリエルは、世界の滅亡を告げられたような顔になった。

『ですが私は知恵を絞り、胸を張って読者に提供できる最終回を考えていました。その構想のもと執筆にかかろうとした時……』

　出版社の上層部から、こんな声が届いたらしい。

『次の新連載をすぐに始められるようにするから、こちらが用意する筋書きで描いてほしい』と。

　その筋書きはおそらく──深み冬ふゆがユリエルを操るため用意したものだろう。

　ユリエルに更に感情移入させるため『ヒロインは実は天使だった』ということにした。

　そして一かず斗とを強引にモノにさせるため、大人しかったヒロインを超がつく肉食系にした。

　作者へのリスペクトなど全くなしに、筋書きを押しつけたのだ。

　東雲きららは、血がにじむほど唇を噛かんで、

『私は『しゅにまじ』こそ多少ヒットしましたが、代わりがいくらでもいる中堅漫画家の一人にすぎません。ですからその言葉には抗あらがいがたく……従ってしまったのです』

　ですが、と彼女はユリエルへ微笑ほほえむ。そこには揺るがぬ決意が見える。

『私のもとへ強引にやってきた月つきヶが瀬せ桜おう華かさんの言葉を聞き、目が覚めました。私は何よりの宝物である、貴方あなたのような読者を裏切ってしまうところでした』

「……」

『もう遅いかもしれませんが……ここにいる桜華さんも協力してくれるということなので、胸を張れる原稿を描き、それを出せるよう出版社とぶつかってみます』

「東雲きらら先生！」

　ユリエルが喜き色しよくを浮かべた。

　その碧へき眼がんからは、いつのまにか狂気が消えている。

　続いて、ふと我われに返ったように虚こ空くうを見上げ……頬ほおに手を当てて、

「と、なると……わたくしが最新の『しゅにまじ』の展開を真ま似ねして、殿方に襲いかかったのは……」

『そ、そんな事をしていたのですか。絶対ダメですよっ』

「!!」

　崇すう拝はいする人物に諭さとされ、ユリエルは縮こまる。

　そして……これ以上無いほど居たたまれない表情で、一斗を見上げてきた。

「ご、ごめんなさい……わたくしったら、一かず斗と様への気持ちが爆発して……本当にもう、ごめんなさい……」

　一斗は大きく息を吐いたあと、ユリエルの金髪を優しく撫なでた。

（これで、解決か）

　ユリエルは大切な『しゅにまじ』を利用した深み冬ふゆを、許さないはずだ。

　一斗と結婚は……したいのかもしれないが、深冬の筋書きには絶対に乗らないだろう。

　昨夜からの大混乱は、ようやく終わりを告げたのだ。

　そこに大きな役割をした紫し鏡きようは、特に残念そうでもない顔で、

「あぁ、失敗しましたか。一斗やネフィリアさんを警戒し、お嬢様をノーマークにしたのが敗因でしょうか」

　スマホの画面に再び映った桜おう華かが、得意げに胸を張る。天才メイドを出し抜いたことが嬉うれしいらしい。

「ですがお嬢様」

『ふふん、なぁに？』

「なぜあなたはそんなに、一斗が結婚しないよう頑張ったのですか？　使用人ひとりの為ために、度がすぎていると思いますが」

　その言葉には、なぜか大変な重みがあった。

　桜華の表情は固まり、ユリエルは不安げな顔をする。

　ネフィリアは二階から顔を出して、おずおずと様子をうかがっている。紫鏡の拘こう束そくがとけたらしい。

　桜華は何かに気づいた様子で、口くち元もとに手を当てる。

『紫鏡、もしかして貴方あなた、このために勝手に動いて……』

「さぁ、どうですかね」

　紫鏡は肩をすくめたあと、ひどく優しい笑顔で、

「お嬢様。自信をお持ち下さい。奥方様に逆らい、結婚を阻止した貴方なら必ず出来ます」

『……！』

　桜華の表情が、引き締まった。

『一斗。スマホの画面を……私を見て』

　一斗は言われるがまま、桜華と画面ごしに見つめ合う。

　頬ほおを染める彼女はとても綺き麗れいで、思わず見とれてしまう。

『一斗』

「は、はい」

『私……わたし……っ』

　桜華が必死に言葉を紡つむぐ。

　その姿をユリエルが祈るように見つめ、

　ネフィリアは「よ、よし、桜おう華かが言ったらすぐに私も……」と表情を引き締め、

　紫し鏡きようは我わが子を応援する親のように、拳こぶしを握りしめていた。

　そして──

『私……わたし……っ』

　大財閥令嬢・月つきヶが瀬せ桜華は、おなかの底から叫んだ。

『わたしに、これからも忠誠を尽くしなさい!!』

「もちろんです！」

　紫鏡が仰あお向むけに倒れこんだ。

　ユリエルは地にくずおれ、ネフィリアは頬ほおをかいて苦笑している。

「こ、ここまでお膳立てしてこれですか……あ[image: ][image: ][image: ]も[image: ][image: ][image: ]」

　超人メイドがだだっ子のように、手足をばたつかせた。メイド服からウォッカの瓶を取り出し、ラッパ飲みする。

「もー私、知りませーん。勝手にやってくださ──い」

　やさぐれるメイドへ、画面の中の桜華が必死で謝っている。

　紫鏡はいったい、何のために行動していたのか。

　一かず斗とにはよくわからないが……桜華を想おもう気持ちゆえだったことは、伝わってくる。

（とにかく、疲れた）

　一斗は腰を下ろした。

　ユリエルが申し訳なさそうにこちらを見てきて、二階からネフィリアが手を振っている。二人とも敵になったり味方になったりするが、一斗にとって大切な女性たちだ。

　続いて礼拝堂チヤペルの方から、ドレスアップした母が歩いてきた。

　ウェディングドレス姿のユリエルが、腰に空あき缶を巻き付けているのを見て、

「あらあら、ユリエルさんの国の結婚の風習かしら？」

　的まと外はずれな言葉に、ユリエルが弱々しく笑う。

　妹のカノンは来ないが、遠くからワラ人形を打ち付ける音が聞こえてくる。

　一斗は苦笑しつつ立ち上がり、ネクタイを締め直す。

（とりあえず、滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまった屋敷を掃除しないとな）

　執事らしく、そう思ったのだった。
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　こうして桜おう華かの母・深み冬ふゆが画かく策さくした大騒動は決着した。

　結婚中止を聞いた妹のカノンは、一かず斗とが引くほど狂きよう喜きしていた。

　母は『生きているうちに孫が見たいから、早く結婚してね』と吐と血けつしながら息子へ圧力をかけてきた。

　そして桜華はアメリカ出張中の深冬へ連絡した。勿もち論ろん『しゅにまじ』作者への圧力をやめるよう説得するためだ。決死の覚悟で臨んだようだが、

『うむ、やめよう』

　あっけなくそんな言葉を母から聞かされ、拍子抜けしたらしい。

　理由は簡単。

　そもそも作者への圧力は、原稿の力でユリエルを洗脳し、一斗と結婚させるため。

　だがその策は破れた。

　その上ユリエルは、大切な『しゅにまじ』を利用されたことに怒っている。

　つまりもう作者への圧力をつづけても、ユリエルを更に怒らせるだけで何の得も無い。止やめるのは当然の判断とも言えるだろう……。『しゅにまじ』は原稿を描き直すためしばらく休載するようだが、作者も読者も喜べる大団円を迎えてほしいものだ。

　それにもう一つ。

　ユリエルの味覚は、あっさり戻った。紫し鏡きようの突いたツボの効果は、時限式なものだったらしい。ユリエルと一かず斗とが結婚するまで効果が持てば、それで充分だったのだろう。

　ともあれこれで、『桜おう華か（月ケ瀬家）→ユリエル→ネフィリア→桜花（月ケ瀬家）…』の三すくみ関係は元に戻ったということになる。




　そして波乱に満ちた週末が明けて、月曜日の聖せい隷れい学がく園えん──

　放課後の生徒会室に、一斗、桜華、ユリエル、ネフィリアはいた。

　いまは来客用のソファに四人で座り、生徒集会用の資料を作っている。少し前までネフィリアと他の三人との間に溝みぞがあったが、先日の共闘のおかげでそれも自然消滅していた。

　桜華の隣には、大きなバスケットが置かれている。彼女はプリントを重ねて、机でトントンしながら、

「この前のユリエルには驚いたわ。普段は大人しいのに、あれほど大胆になるなんて……」

　ユリエルは手を止めて、

「あ、あれらの行為は冗談です。一斗様を驚かせるための『ドッキリ』というものですわ」

「なるほど、ドッキリですか」

　一斗は頷うなずいた。

　求婚してきたり、一斗の実家へ結婚の挨あい拶さつに行ったり、ベッドに押し倒されたりもした。だがドッキリと考えれば全て納得が……

「いや、できませんよ!!」

「ですわよね……」

　ユリエルもさすがに無理があると思ったらしい。

　頬ほおを染めてうつむいたが……射い抜ぬくように一斗を見つめてきて、

「ええ、冗談などではありません。わたくしは一斗様をお慕したいしております」

「……！」

　ユリエルほどの美少女に言われれば、胸が高鳴るに決まっている。

　おろおろする桜華とネフィリアをよそに、ユリエルが一斗へ顔を近づけてきた。

「わたくし一斗様のことが、もっともっと知りたいですわ」

「ユ、ユリエルさん」

「まずはその一歩目として──カノン様から、一斗様のスマホのハッキングの仕し方かたを教わろうかと……」

　一歩目から盛大に、道を踏み外そうとしている。

　桜華が黒髪をひるがえして、そっぽを向く。

「ふん！　何を馬鹿な。全く興味はないけれど、私も習ってやらなくもないんだからねっ！」

「なんですかその、意味不明なツンデレ!?」

　そんな事をされてはたまらない。

　一かず斗とが二人を説得していると、大悪魔ネフィリアが叱しつ責せきしてきた。

　両こぶしをふりあげ、頬ほおを膨らませている。

「こらぁ──！　一斗君、桜おう華かちゃん、ユリエルちゃん、おしゃべりばっかり！　先生、ぷんぷんだよぉ！」

　生徒会室を沈黙が包んだ。

　ネフィリアの今の格好は、聖せい隷れい学がく園えんの制服ではない……

　スウェットとスカート。エプロンの胸元にはウサギの顔が大きく描かれているが、ネフィリアの爆ばく乳にゆうで歪ゆがんでいる。

　ユリエルはおぞましいものを見るように、

「……生徒会室で、保母さんの格好をしている人に怒られたくないですわ」

「ほ、保母さんも、一斗くんの好きなジャンルなんだからっ！　籠ろう絡らくするためには仕し方かたないの！」

　ネフィリアはまたも偽の性癖にひっかかり、的まと外はずれな籠絡をしているのだ。

　だが例によって一斗は、食いつくフリをしなければならない。桜華やユリエルの前で演技するのはキツいが、仕方ない。

　一斗はソファに横たわり、ぐずった声を出す。

「ネフィリアせんせー、ぼく、おひるねしたい～」

「メッ、一斗君。今おねむしたら、夜に寝られなくなっちゃうぞ」

　一斗の頬を、ネフィリアがつついてきた。

「いい子だから寝ずに、おっきして？」

「う……うん……」

　おっきすると、ネフィリアが「え、えらいね～」と照れながら抱きしめてくれた。彼女の感触と甘い香りに、くらくらする。

　そんな一斗に、桜華とユリエルが表情をひきつらせる。

「一斗は保母さんも好きなの？　ど、どれほど沢たく山さんの性癖を持っているのかしら」

「堕だ落らく都市・ソドムの悪徳を全て備えたような方……ソドム神かん薙なぎという異名をつけたいくらいですわ」

　引かれた上に、悪役レスラーのような異名もつけられてしまった。悲しい。

　だが確かに、喋しやべってばかりでは資料作成は終わらない、

　ソドム神薙たち四人は、協力して作業にかかった。その息はぴったりで、あっという間に終わった。

　ネフィリアが飛び上がり、エプロン越しの胸を揺らしながら万ばん歳ざいする。

「わぁ、資料作りできたねぇ！　ネフィリア先生、大喜びだよぉ！」

「わーい」

「ご褒美に、ユリエルちゃんに可愛かわいいお洋服着せてあげるねぇ」

　そう言って、おもむろに園児服スモツクをとり出した。むしろネフィリアへのご褒美な気がする。

　ユリエルを着替えさせようとしたが全力で断られ、しょんぼりするネフィリア。

「では資料作りも終わったしぃ……ああもう、この口調めんどくさい。やめる。次は『お悩み相談箱』を見よう」

　ネフィリアが、生徒会長の机から『お悩み相談箱』に入れられた投書を持ってきた。

「まず一枚目を読むぞ──『生徒会の皆さん、こんにちは』はい、こんにちは……って別に、ＤＪのようなことは言わなくていいのだな」

　ネフィリアが赤面し、続きを読む。

「『私は月つきヶが瀬せ桜おう華かのメイド、御み山やま紫し鏡きようです』」

　一かず斗とは桜華と顔を見合わせた。

　イタズラ好きの紫鏡のことだ。学校に忍び込んで投とう函かんしたのかもしれない。

「ふふふ、あの完璧超人・紫鏡にも悩みがあるのね。この月ヶ瀬桜華が、サクッと解決してあげましょう」

　桜華が黒髪をかきあげて、長い脚を組む。

　ネフィリアは笑みをかみ殺して続きを読む。イタズラをしかける子供のようだ。

「では読むぞ……『私の悩みは、主あるじがヘタレであることです。先日も私がすっっっごく苦労して作り上げた、告白の機会を台無しに……』」

「にゃ────!?」

　桜華が悲鳴をあげ、ネフィリアに飛びかかったが。

「フハハハハハ、《絶対防壁アブソルートウオール》！」

　ネフィリアが悪魔の能力を無駄遣いして、桜華を跳ね返した。

　そして相談の続きを読む。

「『告白の機会を台無しにしました。もう少しで長年想おもっている……』」

「ネフィリア、貴方あなたは馬鹿ですか！　それを読むのは桜華を助けるも同然なのですよ！」

　天使ユリエルが《絶対防壁》を打ち破り、紙を奪いにかかる。

（な、なんだなんだ？）

　一斗は目を瞬しばたたかせた。なぜこんなに三人が盛り上がっているのかわからない。

　ただ断言できるのは……大切な女の子たちが楽しそうなのはとても嬉うれしいことだ。

「皆さん、一時休戦にしてティータイムにしませんか」

　一斗の提案に、桜華がこれ幸いと頷うなずく。

「そ、そうね。では苺いちごのタルトを焼いてきたから、皆で食べましょう」

「おぉ、そういえば桜おう華かが作ったものを食べるのは初はじめてだ」

　ネフィリアが目を輝かせ、長い脚をパタパタさせる。

　一かず斗とはバスケットからタルトを出し、丁寧に切り分ける。桜華が生徒会メンバーに食べさせるため、早起きして作ったものだ。

　続いて紅茶を淹いれながら、思う。

（今の生徒会の関係は、とても危ういものだ）

　ユリエルは天界から放任されているので、自由に動けている。

　ネフィリアはまだ月つきヶが瀬せ家を滅ぼすことを諦あきらめていないだろう。

　深み冬ふゆに敵視されている自分も、いつまで月ヶ瀬家で働けるかはわからない。

　三すくみで成り立っている、危うい関係だが……

（この三人との時間は大切にしたい）

　タルトの味にうっとりするネフィリアとユリエル。それを嬉うれしそうに見つめる桜華を見て、思うのだった。

「さあ一斗、あなたも」

　主あるじからタルトの皿を受け取り、口に含む。上品な甘みと苺の酸味が絶妙のバランスだ。

「おいしい……実家の母さんやカノンにも食べさせてあげたいです」

「あ、実家といえば、一斗様」

　ユリエルが、ふと思い出したように、

「実家に置かれていたウサギのぬいぐるみ、素敵でしたわね。手作りのようでしたが」

「あれは僕が、妹──カノンの古着で作った物ですよ」

　何な故ぜかネフィリアが、ぴくりと反応した。

　一斗は遠い目をして、

「そういえば五年前、道に迷っていた外国人の女の子と知り合って……その子にもプレゼントしたことがあるんですよ」

　女の子を目的地のホテルまで案内したが、あのまま別れるのはなぜか寂しいと思った。

　彼女がカノンのぬいぐるみを見ていたので、それを再び会う口実にしたのだ。

　ぬいぐるみを持っていくと、凄すごく喜んでくれた。その姿に一斗はドキドキしたものだ。

「思えばあれが、僕の初恋だったのかもしれません」

　フォークの落ちる音がした。

　そちらを見れば、ネフィリアが泣き笑いのような顔を向けていた。

　見つめ合う二人に、桜華とユリエルは戸惑っている。




　──一斗は、いまの一言が四人の関係に大きく波紋を広げることを、まだ知らない。





あとがき




　どうもこんにちは。壱いち日にち千せん次じです。『俺のお嬢様と天使と悪魔が生徒会で修羅場ってる！』を手にとっていただき、誠にありがとうございます。苦労人執事の一かず斗と君が、生徒会やその他の面々と繰り広げる騒動をお楽しみいただければ幸いです。

　それでは早速ですが、謝辞に移ります。担当のＮ様。今回も企画の立ち上げ、原稿の直しなど大変お世話になりました。今後ともよろしくお願いいたします。

　ぱん様。キャラクター達をとても可愛かわいらしく形にしていただきありがとうございました。

　校正様、デザイナー様など、本書に携わって頂いた全ての方にも御礼申し上げます。

　あと今月はファミ通文庫からも新作『勇者よ、たのむからオレでなく魔王さまに惚ほれてくれ！　絶体絶命の魔軍参謀』が刊行されます。

　主人公の地位は『魔軍参謀』といって、魔軍（魔王軍のこと）のナンバー２。そんな彼が、女魔王による女勇者へのストーカーを手伝わされるファンタジーラブコメです。

　女魔王が主導するので、魔軍の総力をあげたストーカーになります。主人公の仲間の四天王や、ＲＰＧロールプレイングゲームなどでお馴染みの魔物達も手伝わされたりします。発売日は本書の五日後（十月三十日）です。二シリーズ合わせてお楽しみいただければ嬉うれしいです。

　それではまたお会いできればと思います。


壱日千次
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　神薙一斗は、月ヶ瀬家の広大な庭を無駄のない手さばきで掃いていた。

　そこへメイド服姿の美女が近づいてきた。筆頭使用人、御山紫鏡である。

「ご苦労様です一斗。少し休憩なさい」

　一斗は頷いて手を休める。そして何気なく、庭にある設備の数々を見つめた。音楽ホール、礼拝堂、ヘリポート、あげくの果てにはピラミッドまである。

「しかしこの敷地内には、色々なものがありますね」

「ええ。しかも……このラノベの巻数が続けば、彼●島のようにどんどん設備が増えてくると思われます」

「何を言っているか分かりませんが……」

　紫鏡は時折よく分からない事を言う。

　続いて彼女はメイド服から櫛をとり出し、一斗の髪をとかしてくれる。

「髪が少し乱れています。風がある屋外での仕事とはいえ、月ヶ瀬家の使用人として身だしなみには常に気を配りなさい」

　そして紫鏡は身を翻す。一斗が反省していると、あることに気づいた。

「……えっ？」

　こちらに背を向けて、去って行く紫鏡──何とそのスカートがストッキングに巻き込まれ、パンツが丸見えなのだ。

（トイレか何かのあと、巻き込んでしまったのだろうか……でも完璧超人の紫鏡さんが、そんなミスするかな？）

　あの姿には、何か意味があるのかもしれない。動物愛護団体が、毛皮に反対するため裸で街を練り歩くように……。

　このままスルーすれば波風は立たないだろう。だが一斗は思い切って、言い放つ。

「し、紫鏡さん、あの……スカートが大変なことになっています！」

　振り返った紫鏡は、顔色一つ変えずに、

「合格ですよ、一斗」

「え？」

「使用人たるもの、主──つまり目上の者が間違っていたときは、諌言しなければならない。それができるかどうか、貴方を試したのです」

「な、なるほど……さすが紫鏡さんです」

　一斗は感動し『紫鏡さんのようになるため頑張らねば』と決意を新たにした。

　そして張り切って、次の場所へ掃除に向かう。

　──一方、紫鏡は。

「……私としたことが」

　一斗が視界から消えたのを確認したあと、顔を真っ赤にして、慌ててスカートを直した。


















俺のお嬢様と天使と悪魔が生徒会で修羅場ってる！
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